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ダイ プス は 当社 の 長期 間 に 豆 る 多数 の 実験 と 厳密 な 
臨床 実験 の 結果 選定 され 最も 合理 的 な 配合 比 を も 
つ サ ント = ニン 日 本 新薬 と 海 人 草 ェ キス (カン = ニン 酸 ) 

トニ = ニン 日 本 新薬 ……0.1g 


【 】 5 錠 . 250 錠 


臨床 


ナー 方 完全 た 


流 い 四 塩 化 エ チレ ン 球 と は 

コメ ツ ト の 特許 鑑 品 テト レン の こと で す 。 寄 生 虫 の 中 で 最 

も 有害 で と れ 難 い 十 二 指 腹 虫 に は 四 慮 化 エ チレ ン 剤 が 、 最 も 
確 実 ぐ で ある と 既に 定評 よ と な なり まし た が 、 コ メッツ ト の テト レン 球 は 特殊 な 
色素 し て 特許 と な つた 分 解 防止 、 効 力 優良 品 で す 。 
既に 多 集団 に も 見 られ る 通り 、 小 は 妊婦 に も 安全 に 用 いら れ 
て 非常 に 高い 完 示し て 居り ます 。( 同 時 に 、 に 
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門 


LI. 言 

災 貝 が 宿主 体内 に 寄生 する 際 , 虫 体 の 物質 代謝 は 宿主 
消化 管内 に 棒 息 す る 諸 種 細菌 の 影響 を 受け る こと は 想像 
する に 難く な い 。 の 貝 体外 飼育 試験 の 結果 , 
育 中 に 於 ける 飼育 液 の 不 兆 腐 敗 が その 生存 条件 に 悪影響 
を 及ぼ す 一 因 に あら ず や と 推論 され て いる 。 

1950 年 D. Fairbairn 等 つ は 抗生 物質 を 漂 加 し た 飼育 
液 中 に 於 て 銅 虫 を 完全 に 無 間 化 し た 実験 を 報告 し , 又 同 
年 W. Epps 等 2 は 同じ く 抗 生物 質 を 使用 し , 興 遇 を 完 
全 に 無菌 化す る と 共に その 際 虫 体 か ら 産 生 す る 揮発 生 酸 
類 の 分 布 状 態 た 関す る 知見 を 報告 し て いる 。 著 者 は 上 貝 
の 物質 代謝 を 研究 す る 基礎 と し て in vitro の 方 法 に ょ 
り , 前 二 者 と 同様 抗生 物質 を 使用 し て 生 異な る 方 法 を 
用 い 先 ず 環 虫 の 完全 無菌 化 を 企 て , 同時 に 無菌 飼育 の 虫 
体 生存 力 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た の で その 結果 を 報告 す 
る 。 

IL. 実験 材料 及び 方 法 

実験 材料 と し て は , 属 殺 場 で 採取 し た 生 解 豚 遇 虫 の うぅ 
体長 概 ね 雌 25~30 cm 18~23 cm で 貝 体 に 常 を 
認め ず 活 に 運動 する も の を 用 いた 。 37°C 
で 無菌 的 操作 を 譜 重 に し て 実施 する 。 

は 1 乃至 数 を と り 各 に 水道 水 で 数 回 洗 
し た 後 更に 外 表 を 消毒 清 兆 化す る た め 2 万 倍 マ ー プ = ン 
1 塩水 中 に 30 分 浸 し , に ル ベン 
(300 cc) 中 に 抗生 物質 を 加え た 1 用 減 菌 食塩 水 50 乃至 
150cc を と り , 充分 振 導 族 解 さ せ た 上 前 記 上 虫 を 1 乃至 
5 宛 投入 し 37°C 器 中 に 一 定時 間 する 。 下 
実験 は 銅 虫 の 無菌 化 及 び 無菌 飼 育 の 二 つ に 別け て 試み 
1. 無菌 化 試験 
興 虫 の 無菌 化 を 検 す る 方 法 と し て , 抗生 物質 を 加え て 
ぁ る 液 及び 上 の 体 液 に 腸管 の 三 者 に て 各 


Kai Kadota : Bacteria-free rearing of Ascaris lu- 
mbricoides. (Osaka Univ. Osaka, Japan) 


の 無菌 飼育 に つい て 


多 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 
(昭和 29 年 6 月 19 日 受領 ) 


T.G.C 及び 普通 寒天 培地 を 併用 し て 無 試験 を 実 
施し た 。 体 腕 液 は 虫 体 を 減 菌 大 シャ ィ ー レ 中 に 取出 し , そ 
の 尾 端 を 少し く 切 断 滴 下 し た も の を 用 い , 腸管 は 虫 体 の 
中 央 部 に 於 て 縦 に 切開 露出 させ , 約 1 cm 切除 し た 小片 
を 夫々 上 記 培 地 に 植え た 。 

抗生 物質 を 加え た 飼育 液 中 で 37°C 飼育 を 行い , 液 の 
更新 は 毎日 , 隔 日 , 3 乃至 4 日 毎 更 新 の も の 及び 不 換 の 
も の の 4 つ に 別け て 観 察 し た 。 

2 お 共に 抗生 物質 と し て は , クロ ラム フェ ニ コー 
ルル (以下 CM), オー レオ マイ シン (以下 AM), スト レア 
トマ イシ ン ( 以 下 SM), 結晶 ベ <= シリ ン ( 以 下 P) を 単 小 
又は 併用 し , その 漂 加 濃度 は W. Epps 等 2 の 示 し た も 
の を 基 浴 に と り 時 に 倍 量 を 採用 し た 。 : 
III. 実験 成績 


1) CM 添加 の 場合 (第 表 1 参照 ) 

2) CM 及び SM 添加 の 場合 (第 2 表 参 照 ) 

3) SM 及び P 添加 の 場合 (第 3 表 参 照 ) 

4 AM, SM 及び P 深 加 の 場合 (第 45 表 参照 ) 

以上 の 成績 か ら 上 虫 の 無菌 化 試験 で は , 完全 無菌 化 例 
(飼育 液 , 虫 体 の 体腔 液 及 び 腸 管 の 三 者 共に 無菌 化す ) は 
CM 単 絢 及び CM, SM 併用 少 加 の 場合 , 何れ も 全く 
認め られ ず , SM 及び P 併 用 添加 の 場合 は 第 3 表 に 示す 
様 に K 群 $7, M 和 群 ? 11 の 2 例 た 見 られ た 。 又 AM.SM 
及び P 併 用 添加 の 場合 は 第 4 素 で は N 群 1, 8 2 の 2 
例 に と ど まつ た が , 第 5 素 で は RR 群 14, TT 群 8 17, 
W 群 ?23, 文 姉 ?24 の 4 例 た に 認め た 。 無菌 化 試験 の 成 
績 を 合 する と 第 6 表 に 示す 様 た に な る 。 

2. 無菌 飼育 試験 (第 7 表 参 照 ) 

第 7 表 に 示す 様 た , CM 或 は AM 単独 添加 , 飼育 液 
不 換 の 場合 は 平均 生存 日 数 前 者 5.4 日 (15 例 中 ) 後 者 6.2 
日 (18 例 中 ) と な り 対 骨 と の 差 は 認め 難く 又 CM 単独 或 
は AM, SM 及び P 併用 深 加 飼育 液 毎日 更新 の 場合 は 前 
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の 性 生死 の 状 被 検 物 


抗生 液 の 性 生死 の 状 被 検 物 


抗生 飼育 液 
物質 の 種 及 飼育 
類 及 濃度 の 更新 別 及 番 号 日 数 NK DBD 類 及 測度 の 更新 別 及 番 号 日 数 N D 
200r/ce 1X1 A Ms M5 + + 
9 4 Mi + 
9 4 Mi SM 
CM \ 3 
400r/cc P K 87 M: ー — — 
87 M: 1,000u/cc Me 
M2 ー — + 
?9 + + 
. M: 自発 運動 を 示す も ゃ の 
R ( ): 機械 的 載 反応 陽 も の 
R (一 ): 同 陰 の も ゃ の ( 死 と 見 ) 
M*: X 飼育 日 数 を 示す 
1x1 は 毎日 , 1 メ 2 は 隔 日 液 更新 を 示す で 
N: 液 十 : 細菌 を 認め た も ゃ の 抗生 飼育 液 の 生死 の 状 検 物 
: 体腔 液 ー: 無 も の 物質 の 種 
D: 同 腸管 類 及 濃度 の 更新 別 及 番号 日 数 NK D 


「 表 


抗生 飼育 液 の 性 生死 の 状 被 検 物 
類 及 の 更新 別 番号 数 
M? ー + 

? 2 Ms 

E 93 R(—) + + + 

ee ?5 R(-)s + + + 
+ 1x1 6 M2? 

9 M + + 

G 810 M3 


者 6.1 日 (18 例 中 ) 後者 8.1 日 (8 例 中 ) と な り 同 様 対照 
こと 比べ 差 を 殆ど 認め な い が , AM, SM 及び P 併用 添加 
液 隔 日 更新 の 際 は 8.6 日 (7 例 中 ) と な り 稽 * 対 照 例 よ り 
増 延 す る 感 が あり , 更に 同 液 3~4 日 毎 更 新 の 場合 は 
12.9 日 (15 例 中 ) を 示 し 相当 に 平均 生存 日 数 延長 の 傾向 
を 認め た 。 
IV. 


を 抗生 物質 添加 1 中 37°C に 


(23 


1 M: 


+ + 

200r/cc 95 ー 

1x1 687 + + + 

38 + + + 
+ 

Pp 9 ー + 

1,000u/cc Pp  %10 + ー + 

911 Ms + — + 

913 

し て 以上 の 如き 無菌 化成 績 を 得 た が , 完全 無 間 化 例 は 第 


6 表 に 示す 様 た に CM 単独 少 加 例 で は 全く 認め て いな い 。 
Epps 等 2 は 豚 か ら 分 離し た 細菌 類 つい て in 
vitro で 諸 種 抗生 物質 の 最低 発育 限 止 濃度 を 定め , 塩 天 
飼育 液 を 使用 し 各 一 定 漠 度 の 抗生 物質 を 単独 及び 併用 六 
加 の 上 37°C 48 時 間 飼育 後 虫 体 の 完全 無菌 化 を 観察 し 
て いる 。 そ の 成績 に ょ る と , 単独 深 加 の 場合 は や は り 完 
全 無 苗 化 例 は 着る し く 低 率 で AM(500 r/cc) で は 522 
(20 例 中 ) に 認め て いる が , P(1000 u/cc) 及び Bacitracin 
(1000 u/cc) で は 何れ も 皆無 で ある 。 か く 単 独 添加 例 で 完 
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第 5 表 


添加 抗生 飼育 液 
物質 の 種 
類 及 の 更新 ・ 


の 性 生死 の 状 被 検 物 
別 及 番 号 D 


8614 
915 Mi 
916 
$17 
918 
19 
920 
822 
923 
9 24 
925 


第 6 表 


少 加 抗 生物 同 飼育 液 被 検 完 全 無 


質 の 種類 濃度 の 更新 数 数 


2007 0 
4007 1x2 0 


CM 200r 
CM+SM SM 500r 


CM 


0 


1x2 2 


1x1l 


1x2 


全 無 貢 化 が 至難 な の は , 抗生 物質 の 抗菌 性 が 細菌 の 種類 
に より 差異 を 示 し, 凡 て の 細菌 に は 有効 で な か つた 結果 
と 思わ れる 。 又 併用 添加 の 場合 は SM(500 r/cc) 及 び P 
(1000 r/cc) 併用 で は 20 2(10 例 中 ), AM (100 r/cc), S 
M(500 r/cc) 及び P (1000 u/cc) 併用 で は 40 祈 (15 例 中) 
の 無 例 を 認め て お り , 著者 の 得 た 成績 も これ に 
接近 し て いる 。 

液 の 回 更新 の 及ぼ す 影 響 は 第 1 表 A 和 群 
3B 和 群 ? 4 の 様 に , 液 更新 を 反 竹 実施 し て 3 日 乃至 5 日 
後 無菌 化 を 検 し た 例 が 必ず し ゃ 無 昔 化 席 を 高め る 傾向 を 
認め ず , 更に AM, SM 及び P 併 用 添加 の 場合 は 第 4 表 
に 示す 様 に , N 3, P 群 9 11, Q 群 ?13 等 
に 於 て は むしろ 無菌 化 度 の 低下 を 示す 結果 を 得 た 。 こ れ 
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は 細菌 が 抗生 物質 に 馴れ 潤 次 抵抗 性 を 得る こと に 起因 す 
る も の と 考え られ る 。 又 飼育 中 死亡 し た 螺 虫 に 就 て は , 
第 2 表 群 94, 9 5 及び F 群 並 に 第 4 表 O 
4, 97, 9?8 に 見 られ る 様 に , 何れ も 腸管 
に 菌 を 認め る と 同時 に 体 腕 液 に も 菌 を 検出 し た も の が 多 
い 。 は 体 の 細菌 学 的 検索 を 行い , その 
果 新 鮮 個 貝 の 体 受 液 に は 細菌 の 存在 を 認め 得 ず , 死亡 し 
た 場合 に は 大 多数 に 於 て グラ ム 人 陰性 短 杏 草 の 存在 を 認め 
る と 報告 し て いる 。 閉 者 の 成績 で は , 生存 上 虫 に 於 て も 
体 液 た 細菌 検出 例 を 見 た が , これ は 採取 の 
際 特 に 液 及び 体 ら の 浸入 防止 は と ら な か 
つた の で 或 る 程度 菌 の 浸入 出現 を 許し た 場合 も あり 得る 
と 思わ れる 。 


抗生 物質 の 濃度 を 高め た 影響 を 見 る に , 第 1 表 に 示す 
如く CM(400 r/cc) 添加 は CM(200 r/cc) 添加 に 比べ , 
無菌 化 度 を 増大 させ た 感 が あり , AM, SM 及び PP 併用 
添加 の 際 に は 第 5 表 に 示す 様 に , AM (400 r/cc), SM 
(1 mg/cc) 及び P (1000 u/cc) で は 全 例 飼育 液 , 体腔 液 共 
に 無菌 状態 を 明 に 無菌 化 度 の を 観察 し た 。 

完 全 無菌 化 の 体長 , 体重 を 示す と 第 8 通り 
で ある 。 表 示 の 如く 体重 は N 群 々 1 を 除く 他 は 擬 て 1.5 
乃至 3.0 gr の 比較 的 小さ い 螺 虫 で ある が , Fairbairn 
等 が 豚 を 完全 無菌 化し た 報告 に よる と , は 予 
め あめ 雌雄 共 体 重 1.5~3.0gr の も の を 使用 し て いる 。 貝 体 
内 に 接 息 する 細菌 の 量 的 関係 は 勿論 不明 で は ある が 体長 
体重 の 大 小 は 無菌 化 度 に 相当 の 影響 力 を 及ぼ す を もの と 推 
測 さ れる 点 で ある 。 

次 に 無菌 飼 育 試験 の 結果 を 見 る と 第 7 表 に 示す 様 に , 
AM, SM 及び P 併 用 添加 に 於 て 飼 育 液 3~4 日 毎 更新 の 
場合 は , 平均 生存 日 数 12.9 日 に 及び 相当 延長 す る 傾向 
を 認め て いる 。Epps 等 2 は 抗生 物質 の 中 CM の み は 貝 
体 の 生存 力 に 有害 的 に 作用 する が , AM, SM 及び P に 
よう り 無菌 化し た は 普通 飼 の た 比べ 長期 た 生存 
し , 例え ば 和牛 血 消 中 で 前 者 は 2 週間 以上 も 生存 する が , 
後者 は 4 日 以内 に 死亡 する と 述べ て いる 。 著 者 の 得 た 成 
績 で は , CM が 特に 貝 体 の 生存 力 を 減 飛 さ せ た と 見 る 
べき も の は な い が , AM, SM 及び P 併用 の 様 に 生存 期 
間 の 増 延 し た 場合 は 認め て いな い 。 

生存 の 最長 に 関し て は , 既往 の 貞 虫 体外 飼育 試験 た に 於 
て , 螺 虫 の 生活 環境 の 改善 及び 種々 栄養 素 の 投与 或 は 飼 
育 液 の 清浄 化 に り 生存 期間 延長 の 成績 が あり , 
そ 長 き は 17~20 日 内 外 で 最長 は 23 日 に 及 ん で いる 。 著 
者 の 成績 で は , AM, SM 及び P 併用 添加 3~4 日 毎 液 更 
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8 表 
加 mm 虫 の 体長 体重 
物質 の 種 性 別 及 番号 (cm) (gr) 
67 17.7 1.7 
91 27.3 4.1 
AM 92 2.7 2.4 
+ T 2.2 
w 25.5 2.7 
924 25.3 2.9 


新 例 中 の 22 日 で あり 略 * 同様 の 結果 を 得 て い る 。 

又 飼 育 液 の 毎日 及び 隔 日 更新 が 良 結 果 を 得 ず , 34 日 
毎 更新 が 生存 期間 延長 に 最も 有効 と 見 仔 さ れ た が , 若林 
等 り の 「 オ リ デン 」 を 使用 し , 金属 の 「 オ テ ナミ 
ー」 作 用 に ょ る 飼育 液 の 清浄 化 を 図り , 映 虫 生存 期間 の 
延長 を 試み た 報告 に て も 液 の 3 及び 5 日毎 更新 
が 略 同様 の 優秀 ミ さ を 示 し て いる 。 同 捧 等 は 液 の 短 日 数 
の 更新 は 虫 体 の 生活 環境 を 所 乱 する こと 多く 殊 に 虫 体 の 
ェ ネ ルギー 消耗 を 助長 し て 生存 力 に 悪影響 を 与え る こと 
を 推測 し て いる が , 著者 の 抗生 物質 添加 の 際 に 同様 の 
原因 を 挙げ て 差 な い 様 に 思わ れる 。 お 本 試験 た 
ける 貝 体 の 死亡 後 数 例 を 抽出 し 飼育 液 及び 虫 体 た 就 て 無 
菌 試験 を 実施 し た が , 凡 て 完全 無菌 化 の 成績 は 認め られ 
な か つた 。 従 つて 環 虫 は 比較 的 無菌 化 の 状態 で 飼 育 され 
た と 見 悠 す べき で あろ 5 。 


V. 

1. 1 用 減 昔 食塩 水中 に 抗生 物質 (CM, AM, SM, 
P) を 単独 及び 併用 添加 し て 豚 の 37°C を 試み 
その 完全 無菌 化 及 び 生 存 日 数 を 観察 し た 。 

2. 飼育 液 及び 上 虫 の 完全 無菌 化 は SM, P 併用 及び 
AM, SM, P 併用 添加 の 場合 , その 一 部 に 認め られ た 。 

3. の 平均 生存 日 数 は 抗生 物質 添加 液 た 於 
て , 液 不 換 の 場合 及び 毎日 更新 する 場合 は 対照 に 比べ 変 
化 を 認め 難い が , AM, SM 及び P 併 用 添加 液 3 乃 至 4 
日 毎 更 新 の 場合 は 12.9 日 (15 例 ) を 示 し 相当 に 延 長 す る 
を 認め た 。 

終り に 臨み , 終始 御 指導 と 御 賜 つ た 森下 教授 に 


対し 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 
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山 虫 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 力 に 関す る 研究 


山 


冷蔵 研究 所 
(昭和 29 年 6 月 20 日 受領 ) 


人 及び 豚 の 寄生 病 中 最も 広範 に 浸 し て い 
る も の に が ある 事 は 今更 述べ る も 無く 万 人 の 
め る 所 で あつ て , 現今 で は 之 等 環 虫 の 上 原虫 並 に 予防 対策 
こ 就 いて は 数 多 の 研究 者 に ょ つて 多大 の 勢力 が 払わ れ , 
か し い 業 績 が 発表 され て いる 。 

我々 が 今回 実施 し た 此 の 種 の 研究 は 一 部 既に 本 邦 及 び 
諸 外国 に 於 て 実施 され て いる , その 主 な 業績 は Whar- 
ton(1915), Wigdor(1918), 吉田 (1920) 等 に ょ っ て 発表 
され , Wharton は 低温 は の 発育 を せる が 
せしめ る 事 は 出来 な い , Wigdor は 犬 を 使用 
し 10°C に て 発育 は 遅れ る が 究極 は 活動 性 の 仔 虫 を 形成 
する と 報告 し , 我 国 の 吉田 が 行 つ た 試験 は 上 虫 卵 の 越冬 
間 題 を 具 に 研究 し て いる 。 同様 な 試験 は Martin (1922) 
に よ ょ つて る も 行わ れ 同 じ 結 果 を 素 し て いる 。 其 後 比較 的 精 
. 細 な 試験 が Cram (1924) に ょ っ つて 行わ れ て お り 幅 虫 卵 
は だ し い 低 温 に 対し て 高度 の 抵抗 力 を 有する 事 を 報告 
し た の で ある が , 之 等 諸 研 究 者 の 報告 を 見 る に 低温 た に 対 
し て 顕 虫 卵 が 強い 抵抗 力 を 示す 事 は 一 致し た 実験 の 結果 
で ある 事 が 覗 わ れる 。 

著者 等 は 等 の 研究 を する 意味 か ら 昭和 27 年 
10 月 か ら 翌 28 年 6 月 に 豆 つ て 当社 に 於 ける 一 般 的 な 章 
結 温度 を 利用 し 冷凍 の 処理 過程 で を 施さ 
な い 冷 食 品 に 附 着 し た 上 の 低温 に 対す る 状況 
を 明か に し , 下 虫 の 感染 予防 に 資す る 目的 で 若干 の 試験 
を 試み た 。 (本 要 皿 の 一 部 は 昭和 28 年 10 月 , 第 13 回 日 
本 寄生 学会 関東 部 会 に て 発 た 。) 

実験 材料 及び 方 法 

供 試 の 卵 は 成熟 の 子宮 より 得 , 各 実 験 
毎 に 夫々 10 個体 以上 の も の を 充分 混和 し て 用 いた 。 齋 
結 温 度 と し て は 当社 に て 各種 冷 章 食品 の 一 般 的 な 凍結 温 


Shigeru Yamazaki, Toshio Tomita and Rokuro 
Yamashita : Experimental studijes on the resis- 
tance of ascaris eggs against low temperature. 
{Research Jnstitute, Nippon Reizo K, K.) 


度 で あぁ る 一 21°C を 選ん で 実験 を 行 つ た 。 試 験 区 分 は 拉 
出 直 後 の 新鮮 な 単細胞 期 卵 , 摘出 後 時 24 間 培 養 し た 単 細 
胞 期 卵 , 発育 中 期 卵 と 仔 虫 形成 卵 の 4 期 に 大 別 し た 。 試 
験 各区 の 虫 卵 は 小形 シャ ー レ に 分 割 し , 予め 定め た 凍結 
日数 を 経過 し た 卵 群 は 凍結 より 解放 し , 徐々 に 解 ・ 
し た 。 た 当 つ て は 1 ォ ル マリ ン 水 と 1/20000 
フラ スキ テン 溶液 に て 発育 の 比較 を も 試み 27°C の 恒温 回 
に 移し た 。 観 祭 は 培養 開始 後 一 定 の 聞 隔 を 置い て 6 回, 
即 も 培養 後 3, 6, 9, 12, 15 及び 30 日 目 に 夫 々 100 個 
の に つい て 発育 状態 を し た 。 発育 中 期 死 
減 虫 卵 の 判定 方 法 は 後続 培養 た ょ る 仔 貝 形成 の 如何 に ょ 
る 事 は 勿論 で ある が , 仔 虫 形成 卵 の 場合 判定 は 観察 所 見 
の み で 決定 する 事 は 甚だ 危険 と 老 え られ る が 一 応 仔 虫 の 
運動 性 に 重点 を 置き , 併せ て 綱 胞 の 変性 像 を 考 護 し 判定 


を 試み た 。 
実験 成績 


ー21°C に 一 定期 間 結 後 , フォ ル マ リ ン 中 で 
養 し た と フラ スキ ン 中 で 培養 し た も の は も 
著 な 発育 の 差 は 認め られ な か つた の で その 平均 値 で 表す 
事 に し た 。 

(1) 単細胞 期 直後 ) の 抵抗 力 

凍結 虫 卵 は 培養 後 卵 細胞 の 分 裂 が 遅れ 凍結 期間 の 短い 
も の で は 培養 後 日 目 よ り 発育 状態 が * し た 。 
凍結 40 日 以 上 の も の は 発育 状況 は 極め て 悪く 凍結 期間 
が する に 培養 30 日 間 の も の で も 僅か 数 し か 
仔 虫 と な り 得 ず , 120 日 の も の で は 全く 発育 を 見 な か つ 
た 。 第 1 単細胞 期 虫 卵 100 個 中 に 於 ける 凍結 
間 と 発育 の 状態 を 示す も の で 培養 3, 6, 9 日 目 の 成 績 は 
割愛 する 事 に し た 。 . 

(2) 単細胞 期 卵 (24 時 間 培 養 卵 ) の 抵抗 力 

摘出 直後 の 卵 た 比較 し て * 強い 抵抗 力 を 示 し 発育 
の は 期間 の 短い 程 か で ある が , 結 10 日 及 
び 20 旦 の 卵 群 で は 培養 9 日 目 た に , 凍結 25 日 及び 30 日 
の 卵 群 で は 塔 養 12 日 月 た ほぼ 正常 に 近い 発育 を 示 し , 
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第 1 単細胞 路 ( 摘 出 直 後 ) の 低温 に 対す る 抵抗 力 


期 間 
対 10 日 16 20 日 23 日 30 日 35 日 40 日 45H 50 60 日 75H 80E 90 120 日 


「 単 細胞 嘱 1 71 84 80 89 75 4 72 7 

分 期 41 16 9 

期 卵 70 59 3 
仔 形成 
変 性 

(単細胞 
分 初期 
期 

仔 虫 形成 
変 性 
単細胞 

| 初期 
実 期 

性 1 


第 2 表 単細胞 卵 (24 時 間 培 養 卵 ) の 低温 に 対す る 抵抗 力 


凍 間 
対 10 15 日 20 25 日 30 日 35 日 40 日 45 55 日 60 日 77 日 80 日 90 120 150 


| 分裂 初期 久 1 12 2 
実 期 89 68 \ 
\ 
単 細 
\ 性 
/ 単 細胞 


発育 状態 
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期 間 
発育 状態 
対 5 日 10 15 20 25 30 35 40 45 50 日 
単 細 1 1 2 1 1 
| 分 期 15 33 51 69 74 67 52 55 
| 8 8 25 12 10 3 
\ 変 性 卵 2 9 7 9 39 
単 細 胞 卵 
分 裂 初 期 10 33 51 59 49 64 
遇 遇 卵 3 12 35 10 6 5 
仔 虫 形成 卵 93 84 39 26 17 7 
変 性 11 21 8 
単 細 胞 卵 1 
分 裂 初期 卵 1 17 33 45 56 68 60 65 28 
30 / 期 6 29 34 22 24 33 22 13 31 14 
卵 5 24 16 24 9 
仔 虫 形成 卵 96 85 35 24 13 18 
座 性 卵 4 10 9 8 4 11 0 2 4 58 


: 凍 結 30 日 未満 の 卵 群 で は 既に 培養 3 日 月 に 分 裂 靖 始 が 


見 られ た 。 35 日 か ら 80 日 迄 の 卵 群 に 分 期 
観察 され た の は 培養 後 6 日 目 で , 150 日 の 卵 群 で は 閉 し 
く 遅延 し 培養 12 日 目 で あつ て , 120 日 及び 150 日 の 両 和 群 
で は 期間 中 に 虫 形成 を 見 な か つた 。 然 し ら 
30 日 間 を 経過 し た 後 結 150 日 の 群 を 温 ら 
取出 し 約 20°C) に 移し て か ら 15 日 目 に 発育 状態 を 
更に 観察 し た 結果 , 仔 虫 形成 卵 を 1 個 及 び 分 列 初 期 卵 3 
個 を 認め た 。 第 2 表 は 24 時 間 堪 養 卵 の 章 結 期間 と 発育 
を 示 し 培養 3, 6, 9 日 月 の 成績 は 割 受 し た 。 

(3) 発育 中 期 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 力 

凍結 5 日 後 の 卵 群 は 若干 の 発育 遅 外 を 認め る が 10 日 
及び 15 日 の 卵 群 で は 急激 に 仔 由 形 成 化 を 妨げ られ 20 日 
25 日 の 結 で は 仔 発育 は 数 あつ た 。 30 日 
以降 の 凍結 で は 仔 虫 形成 卵 を 全く 認め ず 過 半数 は 分 列 初 
期 卵 並び に 止 る 。 第 3 表 は 発育 中 凍結 
間 と 発育 の 状態 を 示す 。 

人 低温 に と にょ っ つて 発育 を 著しく され た の 多く 
は , 培養 中 に 種々 な 形態 的 変化 を 来 し 所 調 変 性 卵 と 呼ば 
れる も の と な る 。 即 ち 卵 細胞 が 極端 に 偏在 する と か , 不 
定型 な 分 像 , 胞 形 成 , 細胞 の 縮 , 崩壊 , 及び 


脂肪 題 粒 の 融解 等 を 示し た が , 等 の 変性 卵 は Sudan 
III に よ ょ つて 紫色 を 試み た が 本 方 法 で 生死 を 鑑定 する 事 
は で あぁ つた 。 

(4) 仔 形成 の 低温 に 対す る 抵抗 

仔 虫 形成 卵 の 腺 虫 は 解凍 直後 に は 運動 性 を 全く 認め な 
い が 培 養 後 3 日 以降 より 運 動 を 開始 する 。 即 ち 第 4 表 の 
如く 章 結 15 日 以降 25 日 間 の 章 結 虫 卵 は 一 部 の 運動 性 仔 
貝 を 認め る が 30 日 , 35 日 以降 の 凍結 虫 卵 は 多数 の 仔 貝 
に 運動 性 を 認め な か つた 。 凍結 致死 の 用 虫 は 培養 日 数 を 
経過 する に 従い 細胞 粒 は 膨大 ょ なり 数 個 の の 
こと つて , 節 状 に 胞 を 形成 する 。 な 変性 - 
卵殻 は 正常 虫 卵 の 蛋白 膜 , 卵殻 と 鏡 検 上 の 差 殿 を 殆 ん ど 
認め な か つた 。 

総括 並 に 考察 

豚 子宮 内 か ら 集 し た の 低温 に 対す る 抵抗 力 を 
知る 為 に 一 21°C ( 1 °C) の 低温 に た の 発育 を 
4 増分 け 観 祭 し た 。 そ の 結果 を 総括 する と 第 5 表 の 様 
に 低温 の 作用 た にょ つて 細胞 分 裂 は 遅延 する が , 2# 時 間 塔 
卵 が 最も 抵抗 力 が 150 日 の 凍結 で る 一 部 生存 
が ある 。 摘 出 直 後 の 虫 卵 は これ に 次 ぎ , 発育 中 期 卵 と 仔 - 
虫 形成 は 抵抗 力 が 弱く 約 40 の 凍結 で 殆 ん ど 
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第 4 表 章 結 成就 虫 卵 の 観察 表 死 減 す る 。 
以上 の 実験 成績 か ら 豚 卵 が 予想 外 に 低温 に 対し て 
強い 抵抗 力 を 有する 事 を 知り 得 た の で ある が , 実際 に 野 
外 で 附 落 し た 躍 卵 は より 強い 抵抗 力 を 示す も の と 考え ら 
れる 。 期 卵 及び 分 進行 中 の いわ ゆる 多 細 胞 期 
の 病 者 に 於 ける 顕著 な 差 は 未だ 先 人 の 指摘 せ ざ る 所 で あ 
つて , 今回 の 試験 で 清浄 な 冷凍 食品 の 製造 に 大 き な 未 唆 
を 得 た 。 今後 は 更に 研究 を 重ね , 短期 間 内 に 虫 卵 を 死 
せ し むる 様 実 施 中 で ある 。 

稿 を 終る に 臨み 本 実験 に 際 し 御 接 助 を 頂い た 農林 省 家 
生 試験 場 上 野 技 国立 予防 衛生 研究 所 , 和泉 
士 に 深 基 な る 話 意 を 表し , 御 校 開 の 労 を 賜 つ た 農林 省 家 
| 活動 性 33 生 試 験 場 , 尾形 博士 並 に 日 本 畜産 大 , 清水 重 
9| 非 活動 性 仕 虫 67 和 大 教授 の 貴重 な 御 助 言 を 謙 謝 する 。 

性 "1) Wharton, Lawrence D. : Phil. Jour. Sci. B. 
活動 性 仔 映 V. 10, p. 19~23, 1915, 2) Wigdor, M.: New 
動 性 住 Orleans Med. and Surg. Jour., V. 71, p. 264~ 
281, 1918. 3) Yoshida, Sadao : Jour. Parasito- 
(未成 熱 卵 ) logy, V. 6. p. 132~139, 1920, 4) Martin, H.M. 
; 卵 : Nebr. Agr. Exp. Sta. Cire. 37, 11 p., 3 fig. 
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This paper reports the results of investigation in - 
the resisting power of the eggs of Ascraris suilla 
against to low temperature (—21°C +1°C . The 
eggs at four different stages of development were 
used for the investigations. They were placed in 
petri dishes with 122 formalin solution and were 
kept in refrigeration room (—21°C 1°C) for a 
certain period of time. Samples were then taken 
out at given intervals and restored in an incubator 
at 27°C. After the incubation, such considerations 
as the reduction in growth, the ability to form 
motile embryos and the changes in appearence due 
to the degeneration were observed on the respective 
samples taken at the given intervals. 100 eggs 
constituted a sample. 

M0 15 The results are summarized as follows : 
間 1) When fresh eggs, obtained from the uteri of 
Ascaris suilla, were held at low temperature for 40 


5 表 一 20°C に 於 ける 豚 卵 の 抵抗 
(培養 27°C., 30 日 目 ) 


C 人 中 期 

D 運動 性 仔 
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days, the cell division was retarded and their ability 
to develop into embryos were restrained, when as 
held for over 120 days storage, the development 
was prevented completely. 

2) The eggs at one cell stage, which had been 
incubated at 27°C for 24 hrs, were affected by low 
temperature slightly less than fresh eggs. The 
growth of the eggs which had been refrigerated for 
15 days was similar to that of the control. Howe- 
ver, when the period of storage exceeds 15 days, 
the ability to form active embryos was reduced. 
The development was restrained gradually up to 50 
days of storage and only a few eggs developed after 
150 days. 

3) The eggs at intermediate stage showed less 
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resistance as compared to the eggs at one cell and 
the fresh stages. When those eggs were refrigerated 
for 25 days, the formation of active embryos was 
reduced as low as 18. After 30 days storage the 
eggs showed no indication of development. 

4) It seemed that there was no pronounced dif- 
ference in the resistance between the partially and 
fully developed eggs, i. e., eggs containing ernbryos, 
A few embryos showed development after 35 days 
storage but none showed development after 40 days 
storage. The embryos, which had been inactivated 
by refrigeration, however, degenerated during the 
subsequent incubation period, first becoming enlar- 
ged with granules and later the formation of vacuo- 
les in their bodies. 
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液 中 に 於 る 「 ヒ ョ リン 」 
体 に て (化学 的 検索 ) 


吉 沢 
(慶応 義 学 医学 部 寄生 学 教室 主任 松林 久吉 教授 ) 


山 虫 の 病害 作用 の 成り 立ち は 種々 の 機転 に 於 て 考え ら 
れる が , その 化学 的 物質 の 関与 か ら 由 来 す る 上 虫 症 は , 
敵 虫 自体 中 に 単に 存在 する 物質 で は な く て , 遇 虫 か ら 分 
泌 又 は 借 終 産 物 と し て 排 江 せら れる 物質 , 或 は 更に 之 
れ よ りう り 分 解 さ れ て 出来 る 物質 中 に 存在 する 箸 で ある 。 こ 
の 理由 か ら 私 は 自然 に 近い 状態 , 即ち 宿主 の 腸管 内 の 要 
約 に 近い 条件 で 飼育 し , この 飼育 液 た に つい て 検索 を 進め 
て 来 た も の で ある 。 先 に 私 は 間 心 臓 洞 房 標本 を 使用 し て 
生物 学 的 に 種々 の 物質 の 存在 を 知 つ た 。 そ の 中 で , 特に 
アセ チル ヒヨリ ン , ヒス タ ミ ン 等 の 自律 神経 系 た 作用 す 
る 物質 の 存在 は 上 鯛 虫 アレ ルギー を 論ずる に 将来 役立つ も 
の と 考え ら れる 。 ち の 一 症状 と し て 起 る 痛 の 
ー 転 と し て , 腸 の 進 乃至 は は , 副交感 
神経 の 興 と ょ つて 生起 し 得る 。 そ こ で 神経 
有 物質 た る アセ チル ヒ ョ ヨリ ン の 存在 する こと は 意義 ある こ 
と と 云 わ ね ば な ら ぬ 。 
そこ で 更に アセ チル ヒョリ ン を 化学 的 方 法 に ょ つて 確 
認 し よ ょ うと 企 て 此 の 実験 を 行 つ た 。 摂 て アセ チル ヒョリ 
ン ッ は 不 究 定 な 物質 で あり , 分 解 さ れ て ヒョリ ン に 変じ て 
いる 可能 人 性 が 多く , この 後者 は 比較 的 容 定 で ある の で , 
之 を 証明 する 方 法 を と ょ と つた も の で ある 。 

I 実験 材料 
場 よ 保温 リン ゲル 氏 液 に 入れ 速 た 運搬 し た 豚 
を , 0.95 22 食 井 水 を 10 令 に 対し , 200cc の 割合 に 使用 
し て 37°C の 解 卵 器 中 で 飼育 し , 48 時 間 の 飼養 液 100 令 
分 を 1 回 の 材料 と し て 用 いた 。 

実験 方 法 
上 記 の 飼養 液 を 減圧 装置 の も と で 60°C で 沸騰 蒸発 せ 
し め て 物 と する 。 略 々 純 ア ルコ ュー ル 約 20cc で 


Toshio Yoshizawa : Detection of cholinderivate 
in the medium in which Ascaris lumbricoides 
were kept alive.(Dept. of Parasitology School of 
Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 


(昭和 29 年 7 月 13 日 受領 ) 


抽出 し , 同 容 量 の 昇 飽和 アル ュー ル 液 を 加え 
て ヒョリ ン と の 複 才 作ら し め る 。 で , 硝子 フィ 
ルター No.4 で 濾過 し , 残 流 を よく アル コー ル で 洗い 
を 加え て 複 塩 を 分 解せ しめ, この を ルレ ンマ 
ィ エ ルコ ュ コルベ ペン に 採り , 温 い うぅ うち に 硫化 水素 を 通じ て 水 
銀 を 硫化 物 と し て 落す 。 次 に 濾紙 に て 測 過 し 濾液 を 60° 
C 以下 で 水 を 追放 する 。 この 時 , 移 薄 塩酸 を 加え る と 
ヒョリ ン は 塩酸 塩 と な つて 得 ら れる で あぁ る 。 大 
し た 時 , アル コー ル で 抽出 し , 次 で 扇風機 で アル ュー ル 
を 飛ば す 。 に 塩酸 水溶 液 と な つて て 来る 
あぁ ある 。 更に 精製 する た め CdClz の 飽和 水 ( 常 
温 , 49 22) を 加え カド ミウ ツ ム と の 複 塩 と し て お と し , あ 
と は 前 と 同様 な 方 法 に 従 つ て ヒョリ ン 塩 酸 塩 の 精製 採 履 
を 試み た も の で ある (Schmidt, 1907) 。 こ の 結果 得 ら れ 
た 水深 液 を 試料 と し て , 以下 に 述べ る 様 な 諸 実 験 を 行 つ 
て 成績 を 出し , いろ いろ な 角度 か ら 多 角 的 に と ヒョリ ン の 
存在 を 証拠 づけ よう と し た 。 
III の 検出 方 法 と 成績 

(一 ) ペー ペパー クロ マト グラ フュ 』ー に 依る ヒヨリ ン の . 
検出 実験 

100 令 分 の 飼養 液 を 上 述 の 如く 処理 し て 得 た 試料 を 次 
の 様 に 三 通 り に 展 義 を 試み た 。 

1) < ペー パー は 東洋 商 紙 50 号 2x40cm を 48 時 間 水 
を 和 し て 使用 し た 。 展開 は プ ブタノール ・ ・ (4 
:1:2) の 混 液 の 上 濾液 を 用 いた 。 検出 は = ニン セドリ ン 
の 22 タ ノ ー ル を 噴 , 10 分 間 90°C に 熱し て 
発色 せしめ た 。 

成績 と し て は , Rf: 0.45 に Spot を 認め た 。 は 対 
照 の と ヒョリ ン と 同値 で ある 。 然 し 征 ら 他 に 2~3 の Spot 
が 存在 する の で , アミ ノ 酸 や ペア プチ ッ ド の 混入 し て 来 て 
いる こと を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 従 つて この 上 詞 績 の 
み で は 確定 を 貴 踏 する の で ある 。 

2) ペー パ ょ は 上 と 同様 に 使用 し , 展開 剤 は マン チル 
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アテ アルコール, プロ ピル アル コー ル , 水 (2:5:2) を 使用 
し (Whittaker & Wijesundera, 1951), = ニン ヒ ドリ ン 
反応 で せ し め た 。 

成績 は , 対照 の と ヒョリ ン に 相当 する Rf: 0.25 に Spot 
を か すか に 認め られ , 且つ その 外 に 0.32, 0.42, 0.50, 
の Spot が 在 つ て , 前 項 と 同様 に 確定 出来 な い が , ヒ ョ 
リン と し て の 条件 は 有 ち 判定 の 資料 と な る も の で ある 。 
3) 濾紙 (東洋 , 定性 用 ) 上 に 試料 を 一 滴 し , 
その ま ょ 燥 を まち , アル カリ 性 と し た ヒド ロキ シラ ミ 
ン ア ルコ コール (10 の ヒド ロキ シラ ミン 塩酸 
含水 アル ュー ル 10 性 カリ アル ュー ル 
液 を 加 % を て アル カリ 性 と な し 濾過 し て 塩化 ヵ ゎ り を 除い た 
も の ) を 叶 , 後 , (W/V) 過 タ 鉄 の 
酸性 エー テル 溶液 を 噴 色 し た 。 成 績 は , 黄色 の 地 に 滴下 
試料 の 作 つ た 夷 点 の 中 心 部 に 近い 同心 円 上 た 薄紫 色 の 
Ring を 生じ た 。 セ ヒョリ ン は 逢 の 様 な 旦 色 を な す も の で 
ぁ ある (Whittaker 1951) 。 対照 の 試薬 塩化 ヒョリ ン に よ 
り て る も 同様 に 旦 色 せしめ る こと が 出来 た 。 和倉 この 際 , 被 
検体 負 理 に 当り 混入 し て 来る アミ ノ 酸 の 中 に 同様 な 過 タ 
ョ ー ル 鉄 反 応 を 生ずる も の が ある こと を 考慮 し , 二 つ の 
対照 実験 を 試み た 。 そ の 第 一 は ニン ヒド リン 反応 を 為 さ 
し め た と ころ , 結果 は 主として 外層 部 に 測 厚 に 発色 し て 
(第 1 図 B 参 照 ) ア ミノ 酸 は 外層 部 に 多く 存在 し , 前 記 ヒ 
ョ リン の 過 ク ョ ー ル 鉄 反 応 は (第 1 図 A 参 照 ) 中 心 部 に 近 
いと ころ に 於 て 生じ て いる も の で ある 。 

第 1 図 


次 に 種々 の アミ ノ 酸 の 溶液 の Spot を 作り 過 タ ロー ル 
鉄 反応 を 試み た と ころ 色彩 は 何れ る も 褐色 系 の も の で あぁ あつ 
た 。 過 タ ョ ー ル 鉄 反応 は 褐色 系 の 色 は 判定 の 資料 と な り 
も の で ある 。 

( 二 ) Perjodid を 作ら し め る 方 法 

Rosenheim, Stanek (1905), Schaw(1938) 等 は Pe- 
rjedid を 作ら し め て ヒョリ ン を 検出 し た 。 私 も 100 令 分 
の 液 ょ り 得 た 1 滴 を 物 に の せ Sta- 


nek の 試薬 は Rosenfieim の 試薬 を 滴 加 える 
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awk, Oser & Summerson 1948) 。 前 者 は ョ ー ド 153g, 
ョ ー ド カリ 100g を 200cc の 水 に 溶解 し た も の で , 後 
者 は ョ ー ド 2g, ヨー ドカ リ 6g を 100cc の 水 に 溶かし 
た も の で あり , 前 者 の 方 が 好 結 果 を 得 た 。 こ の 標本 を 錯 
検 す れ ば 注 滴 状 の 物質 の 聞 に , 針 状 の 淡い 褐色 の 結晶 を 
見 る こと が 出来 る (第 2 図 A)。 へ > ミン の 結晶 た 似 て いる 
が それ より ずつ と 長く な る こと が 多い 。 何 本 も 束 に な っ 
た り , 交叉 し て 出来 る こと も ある 。 和 観 祭 し て いる と 屋 々 
結晶 は 一 端 又 は 両端 か ら 滴 状 に 凝縮 し て 来 て 太く 短く な 
り , 遂に 黒褐色 の 1 箇 の 油 滴 の 如く な つて し まう (第 2 
図 B, C)。 第 2 図り は 第 一 化学 薬品 製造 の 試薬 塩化 ヒ ョ 
リン より 作 つ た Perjodid の 結 で つて, 前記 
料 よ り 得 た 結 品 と その 形態 , 唱 結 , 集 等 に 於 て 何等 区 
別 す る と ころ は な い 。 
1V 総括 並 に 考 接 

の 飼養 液 中 に , 或 は 代謝 産物 中 に ヒョリ ン は ヒ 
ョ リン 様 物質 が 存在 する と 言う 報告 は 著者 才 義 に し て 未 
だ か な い 。 私 (1954) は 先 に 心臓 標本 を 利用 し た 
実験 に際し て , 飼養 液 中 に アセ チル ヒョリ ン 又 は 同様 物 
質 が 微量 に 存在 する と いう 3 結果 を 得 た の で 報告 し た 。 こ 
の 裏付け と し て 今回 化学 的 方 法 で 更に 確証 を 得 ん と し た 
も の で ある 。 ア セチル ヒョリ ン は 極 く 不安 定 な 化合 物 で 
ぁ つ て 脱 酷 酸 の 結果 ヒョリ ン に な つて いる 場合 が 多い と 
考え られ る 。 本 実験 で は ヒョリ ン を 検出 し ょ うと し た も 
の で ある 。 目的 物 は 極 く 微 量 で あぁ る 関係 上 , 普通 の セ ヒ ョ 
リン の 結晶 を 取出 す 方 法 で は 不可 能 な わけ で ある 。 
ペー パー クロ マト ゲラ ム に 於 て は , 上 述 の 如く , ブタ 
ノー ル , 柄 酸 , 水 (4:1:2) に ょ る 展 義 で も , ベン チル 
アテ アルコール, プロ ピル アル コー ル , 水 (2:5:2) の 展 思 


で を も, 夫々 Rf: 0.45( 佐 竹 , 1952), Rf: 0.25 (Whitt- 8 


aker, 1951) の 位置 に た Spot を 認め て いる の で ヒョリ ン 


の 存在 は 可能 で ある 。 唯 , その 他 の 位置 に も 同時 に 若干 


の Spot が 出 て 来る の で , 混入 を 予想 され る アミ ノ 酸 群 
の 一 つ で ある こと を 護る の で ある 。 

以上 二 つ の クロ マト グラ ム は = ニン セ ヒド リン 反応 に よる . 
検出 で ある が Whittaker の 原 法 を 第 三 に 応用 し て みた 
も の で , この 際 展 義 す る と , 微量 の も の が 更に 分 散 し て 
過 タ ョ ー ル 鉄 の 旦 色 反応 が 極め て 淡く し て 明瞭 な る 色 閑 
を 得る こと が 出来 な か つた の で , 濾紙 上 に 試料 を 滴下 し 
て , その 供 乾 燥 し て ( 約 1 種 半 径 に 拡がる ) 既 述 の 様 な 此 
色 の 呈 色 反応 を 見 た も の で , 対照 実験 で は 現われ て 来 な 
い 。 

之 を 要する に , ペー パー クロ マト グラ フォー に より ヒ 
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ョ リン と し て の 条件 を 具備 し て いる と いう ぅ 事 が 言わ れ 

更に ヒヨリ ン は 過 簡 に 湊 度 を 結合 させ る こと に より 
Perjodid を 作る 性 質 を 利用 し て 試験 し た 。 実験 の 結果 
は 定型 的 上 つ 試薬 セ ョ リン と 全く 同形 態 の 結 品 を 得る こ 
と が 出来 た 。 そ し て 両 結 曲 共 に 1~10 分 時 に し て 油 滴 状 
に 消去 る 不 突 定 な も の で ある 。 本 結 品 は Stanek に よ 
れ ば C 引 zsNOI・Is な る 分 子 式 を 有 つ と 言う 。 こ の 様 な 
Perjodid は , 今 ま で の 実験 で 混入 し て 来 た ア ミノ 酸 で 
は 出来 な い が , 然し ヒョリ ン に 特有 な 反応 で は 勿論 な く 
Neurin 等 で も 出来 る 。Neurin は ヒョリ ン が 微生物 な 
どの 作用 で 酸化 され て 出来 る あの で 有 物質 で あぁ る ( 
木 , 小幡 , 1940)。 依 て Neurin の 存在 も 赤 考 えら れる 
の で ある 。 

(CHs) 


| 


OH OH 
[Cholin] [Neurin] 
oOo—CH 


更に その 酸化 物 た る Betain CHs 三 ペーCHz で は この 結 


品 は 出来 な いし 双 そ れ は 無毒 で ある 。 混入 を 予想 され る 
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Metylamin, Dimetylamin, Trimetylamin 等 で も Pe- 
rjodid の 結 品 は 出来 な い ( 上 代 1955)。 

以上 の 実験 を 合 し , 既に 報告 の 心臓 源 房 標本 に 
対す る アセ チル セ ョ リン 作用 物質 の 存在 の 事実 と 相 侯 て 
と と ヒョリ ン が 存在 する こと は 確実 で ある 。 先頭 
洞 房 本 に ょ る 成績 を 際 , 偶然 同時 に 細川 , 
(1953) は 体内 に コリ ン (広瀬 1929) の 存在 する 
こと を 報告 し た 。 此 れ に 依 て 光 を みる に , 貝 体内 に 存在 
する ヒョリ ン 叉 は その 誘導 体 は 何等 か の 機転 で 体外 に 排 
出さ れる の で あろ 5 。 誘 導体 の 一 つた る アセ チル ヒョリ 
ン は 不安 定 な 物質 で あつ て pH は 3.8 に 於 て 安定 度 は 
高い の で ある が , 宿主 腸 内 容 は 一 般 に pH 6.58.0 で 
特に 弱 ア ルカ ヵ カリ 性 の 場合 が 多い の で , 間もなく 分 解 し て 
し まう で あろ う 。 一 方 , 阿部 (1948) た に ょ れ ば pH 2.5~ 
7.5 に 於 て は 24 時 間 ま で は 星 直 腹筋 た 対す る 作用 に 変 
化 は な い が 8.8 又は それ 以上 で は 10 時 間 後 に は 全く 作 
用 は な く な る 。 然 し 家 玩 の 如 出 小腸 内 で は 速 た に , 即ち 20 
~50 分 時 で アセ チル ヒョリ ン の 星 直 腹筋 に 対す る 作用 
は 失わ れ , それ は 小腸 粘膜 に 存在 する ヒヨリ ン エ ステ ラ 
ー ゼ に 接し 分 解 さ れる も の で ある , "と し て いる 。 光 等 に 


( 13 ) 
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転 に た 伏 て 体外 に 排出 され , 短 時 間 と 区 も 宿主 腸管 内 に 存 
在 す る 時 間 が ある 委 で , 偶々 多量 に 落 積 し た 場合 , 一変 
神経 刺 せしめ , 又 吸 作用 が 表 わ れ て 
る 可 き で あろ 。 殊 に 神経 症 に あぁ る 人 は 特に 
感受 性 は 高く , 腸管 に 於 て は 尊 縮 , 導 痛 な ど , 一 般 に 一 
交感 神経 異常 症状 を 発症 する 可能 性 ある も の と 考え られ 
る 。 近 時 , アレ ルギー 研究 の 諸 (本 邦 で は 中 村 

1944, 1951) が アレ ルギー 症状 に 対し ヒレ ヒスタミン より も 
アセ チル セ ヒョリ ン を 重要 化学 的 原因 体 と し て 指摘 し 症状 
発生 の 機転 を 説明 し て いる 見 地 か ら み て も , 興 虫 アレ ル 
ギー の 論 ぜ られ る 今日 モ セ ョ リン の 人 急 租 液 中 に 於 ける 存在 
は 注目 すべ き 事 実 で あろ 3 。 


V 結 論 

私 は に 洞 房 標本 に る 実 
アセ チル ヒョリ ン 様 物質 の 存在 する 結果 を 得 た の で , 更 
に 化学 的 に 此 を 証拠 づけ よう と し て , sat 
い 次 の 様 な 結論 を 得 た 。 

1) 様 の 方 法 で ペー ペパー ペー ティ ン 
の 位置 に Spot を 得 た 。 
の Perjodid の 結語 の 出来 る 


クロ マト 
ラフ ュー を 行い ヒョリ 、 

2) 錯 に ヒョリ 
の を 確認 し た 。 

3) 以上 の 上 成績 を , 著者 既 発表 の 墓 心臓 注 房 標本 に 対 
する アセ チル セ ョ リン 様 作 用 と 相 て , 中 
ヒョリ ン が 存在 する こと は 確実 で ちる 

4) 体内 に ある ヒョリ ン は その は 分 


く は 代 調 終 産 物 , 或 は 何等 か の 機転 で 排 江 され, 恐らく 
アセ チル リン 


の 形 で 一 時 的 た で も 攻 積 し た 場合 に , 


依 て 接 ず れ ば , 貝 体内 の アセ チル ヒョリ ン は 何等 か の 機 


和 寄生 学 雑誌 ・ 3 巻 ・ 4 号 


副 変 感 神経 を 刺 せしめ る こと は 可能 で あつ て 
症 を 論ずる に 当り 宣 要 な 事実 と 思 推 され る 

脱稿 に 際 し 御 指 導 並 に 御 校 開 を 賜 つ た 松林 教授 た に 深 庄 
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の 病理 組織 学 的 研究 


山 川 


ト 


慶応 義 大学 医 学部 寄生 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 


言 
赤痢 アメ ー バ を 感染 せしめ る 実験 動物 と し て は 古 か ら 
行 猫 が 使用 され , その 後 犬 , 削 , 時 に 猿 等 が 用 いら れ , 
乏 等 は 何れ も 比較 的 容易 に 感染 する 。 そ モルモット に 就 て 
は 古く 少数 の 実験 が 行わ れ て お り 感 染 も し て いる が , 何 
れる 少数 例 で あつ た 。 そ モル そ モッ ト の 感染 た つい て 詳細 な 
研究 を 行 つ た の は Carrea 及び Faust(1949) 及び Ta- 
ylor et al(1950) で あぁ ある 。 こ の 二 つ の 報告 に よ つ て モル 
モッ ト は 容易 に 赤痢 ー バ に 感染 する も の で ある 
こと が 明か に され た 。 私 は 終始 そ モル モッ ト を 用 いて 赤痢 
ァ メ ー パ の 感染 実験 を 行い , 本 動物 の 赤 首 アメ ー バ に 対 
する 感受 性 , 並 に 種々 と 前 処置 又は 操作 を 加え % た も の の 
感染 状況 を 観 侍 し て 来 た 。 そ の 成績 は 既に 報告 し て 来 た 


所 で ある 。 そ れ で これ 包 感 染 実 験 を 行 つ て 来 た 所 の 1) . 


Cl. welchii を 随伴 , 感染 させ た 場合 2) 拡散 因子 剤 を 
伴 つ た 場合 3) 独 商 的 前 処置 を し た 場合 4) 全く 無 操 作 
の モル モッ ト の 場合 等 に 於 ける 夫々 の 病理 学 的 検索 を 行 
い , 知見 を 得 た の で 牙 に 報告 する 。 
実験 材料 と 方 法 並 に 所 見 

材料 と し て 各種 前 処置 を ほど こ し た も の , 並 に 前 処置 
を し な い 感 染 例 を と り , 病変 部 の 肉眼 的 , 組織 学 的 観察 
を 行 つ た 。 拡 散 因子 剤 を 用 いた も の , 免疫 的 操作 を 行 つ 
た も の 並 に 無 操 作 の も の に 就 て は 回 盲 部 を 主として 観察 
し , Cl. welchii で 操作 し た も の は 回 背部 並 に 直腸 部 を 
観察 し た 。 全般 を 通じ て 肝臓 , 其他 の 一 応 観察 を 
行 つ た 。 病変 部 の 材料 は 10 祈 フ ォ ル マリ ン 液 た 固定 し , 
パラ フォ ン で 和 包 埋 し , 5~7u の 連続 切片 と し て Haem- 


:atoxylin Eosin の 宣 染 色 を 行 つ た 。 


肉眼 的 所 見 : 前 怒 置 し た も の も , し な いも の も 病変 部 


Hayami Yamakawa ;: Histopathological studies 
on the infectioh of Entamoeba histolytica in gui- 
nea pigs. (Dept. of Parasitology, School of Me- 
‘dicine, Keio University, Tokyo, Japan). 


(昭和 29 年 7 月 13 日 受領 ) 


. の 所 見 は 様々 で あり , 従 つ て 一 括 し て 激 の 如く 示す 。 


灯 膜 病変 部 の 鍼 は 多く は 消失 し , その 部 分 は 可 成 の 
広 さ に 腫 肛 し て いる 。 双 その 部 分 に は 不 規 則 な 形 の 病 像 
が 見 られ , 碧 立 性 の も の , 融合 し た も の , 又 時 に 円 形 に 
結節 状 に 3~5 mm 径 に 腫 し , その 中 心 有する 
も の あり , 或 は 殆 ん ど 腫 肛 を 示さ ず 所 々 に 不 規 則 の 形 の 
濱 瘍 を 呈す る も の も ある 。 又 所 々 部 分 的 に 腫 用 し , その 
周囲 は 略 ぼ 正常 の 灯 膜 像 を 呈し て いる の も ある 。 多く の 
例 で は 種々 の 程度 に 出血 花 人 し , その 表面 に は 可 成 り の 
厚い 黄 白 色 の が 被 つ て いて , その 下 に は 間 出血 
が 認め られ る 。 そ れ は 北 膜 より 殆 ん ど 透 視 し ぅ うる 程度 で 
ある 。 叉 ほとん どの 例 に 血性 下 病 便 が 附 落 し て いて , 1 
例 た に 於 て は 病変 は 広範 囲 と 拡がり 回 腸 の 部 まで 進展 し て 
いる の を も あり , その 病変 の 進展 の 速 さ に 殴 く 程 で ある 。 

一 般 に 芽 腸 内 全面 に 責 つ て , 平等 に 病変 を 呈す る 事 は 
殆 ん ど な く , 限局 的 に 病変 が 見 られ た 。 48 時 間 位 で 既に 
可 成 の 烈 し い 病 変 を 呈し て いる も の も ある 。 

内 容 は 多く 粘液 性 で 時 に 血性 で ぁ つ た 。 
常 ア メー 種 後 6~9 日 で し た か , 病変 の 結腸 
部 まで 進展 し た も の は な か つた 。 又 其 の 他 の 臓器 , 特に 
肝臓 に 病変 を 示し た も の は 無 か つ た 。 既 述 の 如く 病変 部 
の 所 見 は 前 処置 を し た も の も , し な いも の を も 種々 で , 特 
に 差 四 は 認め られ な か つた が , 只 免 疫 的 操作 を し た も の 
で 病 が 4 mm 径 の 状 に 隆起 し , その 表面 に 小さ な 
み が 無 数 に 点 在 し て いる も の が あつ た 。 _ 
病変 部 の 病理 組織 所 見 : 病巣 の 所 見 を 記す る に 当 つ て 
便宜 上 泊 の 如き 記号 を 用 いる こと に する 。 

全 く 前 を し な いも の , 了 因 子 を 伴 つ 
た も の , I・・ 免 疫 的 操作 を し た も の , W・・‥Cl. welchii 
を 伴 つ た も の 
鏡 検 し た 一 部 の 例 に つい て 示せ ば 次 の 如く で ある 。 
対照 例 の 場合 : 

C1・・ 灯 膜 組織 の 大 部 分 は 破壊 し て , 物質 欠損 を 示 
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し , 破 され た 上 皮 細 胞 問 に が 閉 し い , この 物質 欠 


損 は 灯 膜 下層 全般 に 豆 つ て お り 殆 ん ど 筋 層 の 近く まで 及 
ん で いる 。 板 の も 著しい 。 附近 た に 球 
が 高度 で ある 。 多核 白血球 は 少 い 。 下 組 織 上 方 部 
に 出 競 高 度 で , 下方 に 少 い 。 こ の 部 に 軽度 の 浮腫 を 証明 
し , 洲 巴 球 の 浸 油 中 等 度 で ある 。 ア メー バ は 破壊 され た 
組織 の 間隙 を 侵入 し て , 筋 板 附近 た 無数 に 散在 
し , 叉 一 部 は 集団 と な つて 灯 膜 下 組 織 に た 及び, 略 々 中 央 
部 まで 侵入 し て いる 。 筋 層 は 一 部 乱れ 少量 の 洲 巴 球 の 浸 
潤 を 見 る 。 

C 2 上 部 約 に が ぁ あり, この 部 に 
出血 中 等 度 。 残存 上 友 細 胞 は 毅 粗 と な り , アメーバ が 散 
在 し この 部 の 巴 球 の 浸潤 は 中 等 度 で あぁ る 。 板 は 
一 部 , 高度 の 球 の , 中 等 多核 白血球 
の 浸潤 , 少量 の 大 単 胞 が あり 下層 に 及 ん で い 
る 。 下層 は 浮腫 が 高度 に あり , 
球 並 に 多核 白 箇 球 の 少量 を 見 る 。 筋 層 は 多少 乱れ , 北 膜 
附近 た 多核 白血球 の 少量 を 見 る 。 ア メー バ は 破壊 され た 
類 膜 組織 内 に 散乱 し て いる が , この 部 分 に は 少数 で あ 
る 。 灯 膜 筋 板 附 近 に は 特に 多く , 横 列 に 集団 と な つて い 
る 。 リー ベル キュ ー ン に も 少数 見 られ る 。 

C 3 粘膜 組織 は 上 部 約 */s が 破壊 し , 淡紅 無 構造 の 
壇 死 物質 を 証明 する 。 粘 膜 筋 板 は 一 部 分 高度 に 破壊 し , 
その 部 分 に 充血 中 等 度 , 小 巴 球 の 高度 の 浸潤 を 示 し て い 
る 。 下層 に は 細胞 浸潤 強く , 主として 球 , 多核 
白血球 , 大 単 核 細胞 で ェ オ ジン 叶 好 細胞 と 思わ れる も の 
少量 , 中 等 度 の に 出血 を 見 る 。 ア は の 
破壊 され た 無 構 造物 質 中 に 多く 散乱 し , 親 膜 筋 板 附 近 た に 
は 特に 多く , 大 小 不 同 , 円 形 , 長 椿 円 形 , 亜 鈴 状 を 呈し 
て いる 。 

C 4・・ 層 上 部 */s が 破 , 構造 は 不明 で ある , 
この 部 の 出血 は 高度 で ある 。 筋 板 は 一 部 し , 
近 に 高度 の 多核 白血球 , 中 等 度 の 洲 巴 球 , 少量 の 大 単 核 
細胞 の が ぁ あり, 下層 に も 及 ん で いる 。 膜 下 
に は 充血 高度 , 学 腫 中 等 放 を 見 る 。 筋 層 閑 膜 に 変化 は な 
い 。 ア メー バ は 上 方 無 構造 物質 中 に 多数 散在 し , 大 小 不 
正 形 で あり , リー ベル キュ ー ン 氏 腺 腕 内 に も 存在 し て い 
る 。 灯 膜 筋 板 の 健在 の 所 で は , その 直上 で 止ま つて いる 
も の が 多い 。 

C 5・… の は リ s 程度 で あり , の 形成 は 中 
等 上 細 胞 間 に 中 等 度 の 球 の 浸潤 を 見 る 。 
組織 の 一 部 破壊 し た 所 に は , 洲 巴 球 の 浸潤 が 高度 で あり 
この 部 に 軽度 の 出血 を 見 る 。 灯 膜 筋 板 は 一 部 破壊 し て い 


出血 は 少量 , 
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る 。 下層 の 出血 は 極め て 軽度 。 層 内 に 軽度 の 
球 , 多 血球 を 見 る 。 ア メー は 上 層 部 に に 
存在 し て いる 。 

C 6 ・・ 粘 膜 組織 は 上 方 約 */s に 於 て 破壊 欠損 し , 無 構 
い 。 着 膜 下層 の 出血 並 に 浮腫 は 軽度 で あり , この 部 に は 
中 等 度 の 洲 巴 球 , 多核 白血球 の 浸潤 が あり , アメ ー バ は . 
上 層 の 無 構造 物質 中 に 又 灯 膜 下層 に 少数 見 られ る 。 

拡散 因子 剤 を 使用 し た 場合 : 

了 1 組織 は 上 部 が 破壊 えれ て , その 部 分 に 
血管 充 と 出血 ある 。 板 は 大 体 保 た れ て いる 
が , 一 部 破壊 され て 充血 が 見 られ る 。 類 膜 下層 に は 可 成 
強い 江 漫 性 の 出血 が 見 られ , 炎症 性 学 腫 も 軽度 に 存 し , 
大 小 洪 巴 球 , 大 単 核 細 胞 が 少量 浸潤 し , 血管 の 周囲 た 僅 
か の 多 も 見 られ る 。 ア メー は えれ た 
組織 ょ り 灯 膜 下層 に 豆 つ て 中 等 度 に 散在 し て いる 。 

H2・・ 組織 は それ 以上 に され て , , 
無 構 造物 質 と な り , その 上 部 は 一 部 娘 離 し , 出血 が 高度 
で あぁ ある 。 粘 膜 筋 板 も 所 々 に 於 て 高度 に 破壊 され, その 部 
の 高度 の 出血 と , 著しい 細胞 浸潤 が 見 られ る 。 浸 潤 細 胞 
の 六 な も の は 巴 球 が 多く , 大 単 核 細胞 も 少量 あり , 多 
核 特 血球 は 極め て 少 い 。 そ れ 等 の 浸潤 は 粘膜 下層 に ゃ も 及 
ん で いる 。 灯 膜 下 組 織 に は 強い 出血 と 軽度 の 浮腫 を 見 
る 。 筋 層 は 高度 に 乱れ て , 半 血 も 又 高 度 で ある 。 ア メー 
バ は 症 膜 組織 の 全く 崩壊 し た 部 分 に も 存在 し , 特に 粘膜 
筋 板 附 近 ょ り 閣 膜 下層 に 豆 つ て , 集団 と な り , 又 斑 乱 し 
その 数 は 極め て 多い 。 

H3・・ 膜 組織 殆 ん ど れ て いる 。 部 は 
無 で 所 々 し て いる 。 膜 筋 板 も 大 部 分 され 
て , その 部 の 出血 は 中 等 ある 。 下層 は 充血 強く 
商 性 出血 高度 で あり , 中 等 度 の 浮腫 も 認め る 。 又 筋 層 


近く に 有する 典型 的 の 志 が 見 られ る 。 


下層 の 細胞 浸潤 は 強く , 中 等 の 多核 白血球 , の 
巴 球 , 大 単 核 細胞 , 少量 の 好 酸 球 と 思わ れる も の が あ 
る 。 ア メー バ は 中 に 少数 見 られ , 六 し て 
破壊 粘膜 筋 板 よ り 膜 下層 に 及び , その 数 は 極め て 多 
い 。 

膜 組織 は 殆 ん ど 破 損し て , も 
同様 で ある 。 下層 の 出血 , この 部 の 
は 。 多 核 白 血球 は 少量 。 アメーバ は 下 組 織 の 
上 方 に 少数 散在 し て いる 。 

了 膜 並 に 板 は 殆 ん ど 壊し 欠損 し て い 
る 。 粘 膜 下層 上 部 に 高度 の 出血 あり , この 部 に 中 等 席 の 
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多核 白血球 , 軽度 の 大 単 核 細 胞 浸潤 を 見 る 。 筋 層 に 中 等 
度 の 出血 と 軽度 の 球 浸潤 を 見 る 。 ア メー は 下 
層 の 中 央 部 まで 散在 し て いる が , 少数 で あぁ る 。 

6 粘膜 , 筋 板 共 に 殆 ん ど 壊し て いる 。 膜 
下 に 球 の 中 等 度 の 浸潤 あり , の 充 は 高度 で 
ある 。 筋 層 は 乱れ て その 中 に 中 等 度 の 出血 が ある 。 アメ 
ー は 上 方 破壊 粘膜 に 散在 し , リー ベル キュ ー ン 
に も る 少数 存在 する 。 

C1. welchii を 使用 し た 場合 : 

W 1・・ 組織 殆 ん ど 死 欠 損し , その 際 た に 出 
像 著 明 で ある 。 筋 板 の 破壊 も 著しい 。 灯 下層 出 
陣中 等 度 , 筋 層 は 少し く 乱 れ て いる 。 細胞 浸潤 は 全般 に 
つ て 球 , 多核 が 多く 見 られ る 。* ア メー は 
灯 膜 下層 に 中 等 度 に 散在 し て いる 。 

W 2 灯 組織 は 上 部 が 崩壊 欠損 し , 板 も 
破壊 高度 で ある 。 こ の 部 分 に 高度 の 多核 白血球 , 中 等 度 
の 球 , 大 単 細胞 の 浸潤 が ある 。 肛 層 の 出血 は 
極め て 強い 。 筋 層 の 出血 も 可 成り 見 られ る 。 ア メー バ ベ の 
存在 は 不明 で ある 。 

W 3 灯 は 上 部 s が 崩壊 欠損 し , 筋 板 も 中 等 
度 に 破壊 され て いる 。 閣 膜 下層 の 出血 は 殆 ん ど 見 られ な 
い が 高 度 の 浮腫 を 見 る 。 又 洲 巴 球 の 中 等 度 , 多核 白血球 
の 軽度 , 大 単 核 細胞 の 中 等 度 の 浸潤 を 認め る 。 ア メー ババ 
の 存在 は 不明 で ある 。 

免疫 操作 を 行 つ た 場合 : 

1 上 の 壊 は 少 い 。 壊 され な い 上 皮 胞 
は 一 般 に 丈 高 く , 核 は 下方 に 圧 せ られ , 高度 の 閣 液 を 有 
し て いる 。 こ の 部 分 の は 中 等 度 で ある 。 
膜 筋 板 は 々 正常 に 保 た れ て , この 部 分 の 球 の 
は 高度 で ある 。 下層 に 出血 , 浮腫 少量 , 
細胞 浸潤 は 極め て 強い 。 即 ち , 高度 の 多核 白血球 , 軽度 
の 洪 巴 球 , 形質 細胞 , 好 酸 球 と 思わ れる を も の 並 に 繊維 素 
で ある 。 こ の 例 は 恐らく 限局 性 腹膜 炎 ょ り 進 展 し た も の 
らし い 。 ア メー バ は 上 有 皮 細 胞 の 粘液 が 豊富 の た め 一 見 侵 
入 日 が 判然 と し な い が , よく 見 る と 一 部 侵入 口 と 思わ れ 
る 部 位 か ら 2~3 個 腺 間 組織 に 侵入 し て いる 。 アメ ー バ 
は 孤立 の 状態 で 変性 に 令 い て いる 。 そ の 附近 の 組織 の 障 
認め られ な い 。 

I 2 粘膜 上 皮 は 可 成 り 高 度 に 崩壊 欠損 し て , 出血 像 
も 中 等 度 で ある 。 上 上 友 細 胞 は 多量 に 粘液 を 有 し て いる 。 
腺 腕 は 極め て 狭い 。 粘膜 筋 板 は 僅か た に 破壊 し て , その 部 
に 細胞 の 浸潤 が 極め て 高度 で ある 。 即 ち 著 し い 大 , 小 洲 
巴 球 , 中 等 度 の 大 単 核 細胞 , 形質 細胞 等 で 多核 白血球 は 
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極め て 少 い 。 下層 も 球 の 著 し い と 中 等 
の 充 像 が 見 られ る 。 アメ ー ベ は 1~2 個 腺 間 組織 
に 侵入 し て いる が , その 侵入 日 は 殆 ん ど 判 然 と し な い が 
よく 見 る と 侵入 口 の 流 跡 と 思わ れる も の が ある 。 侵入 ア 
メー バ は 深く 入ら ず 変 性 に 傾い て いる 。 

1 3 粘膜 組織 は リリ s に 破壊 を 見 る 。 その 附近 に 出血 
中 等 度 で , 球 の 極め て 著しい 。 筋 板 は 
に を 見 て , 大 小 巴 の 浸潤 が 高度 で ある 。 こ の 
潤 は 半 膜 下層 に 及 ん で いて , 可 成 の 大 単 核 細胞 も 混在 し 
て いる 。 下層 出血 強く , 球 の し い , 
等 度 の 大 単 核 細胞 , 少量 の 形質 細胞 を 見 る 。 白 血球 は 極 
め て 少 い 。 ア メー バ ベ は 破壊 され た 最上 部 の 上 皮 細 胞 附 近 


"に 2~3 個 あ ちり , 強い 細胞 浸潤 で 進入 を 限 止 され て いる 


様 な 状態 を 呈し て いる 。 

病理 組織 の 総括 的 所 見 : 

膜 の 像 に 於 て し く 強 く , 健康 部 と 
病変 部 の 移行 部 に 於 て , 灯 液 形成 の 閉 し いも の が ある 。 
上 皮 細 胞 の 配列 は 不 規則 で , 遊離 し , 全く 無 構造 に 淡 楽 ・ 
し , 火 燃 状 を 量 し 高度 の 壊死 を 示し て いる も の を も ある 。 
了 血管 充 並 に 出血 は 破壊 され た 粘膜 組織 , 下 組織 
に 多く 見 られ て その 程度 は 様々 で あぁ る 。 閣 膜 に 於 ける 細 
胞 浸潤 は と し て 大 , 小 球 , 多核 と 少量 の 大 
単 核 細胞 で あぁ る 。 閣 膜 筋 板 も 可 成 の 程度 に 破壊 され て , 
その 附近 に 上 記 の 様 な 細胞 浸潤 が 見 られ る 。 閣 膜 下 組 織 
に 於 て は 琉 死 並 に 物質 欠損 は 一 般 に 軽度 で あり , 出血 は 
中 等 度 で , 種々 の 程度 に 浮腫 を 伴い , 細胞 浸潤 は 多く の 
球 , 次 に 多核 大 単 細 で ちる 。 筋 層 に 於 
ける 障 末 は 軽度 で , 全く 正常 の も の が 多い が , 一 部 の 例 
に 於 て , 筋 の 走行 が 乱れ て 蓄 世 球 の 少量 の 浸潤 が 見 られ 
る 。 北 膜 は 通常 お か され ず , 義 腹 手術 の た め 一 部 の 閉 
と 軽度 の 限局 性 腹膜 炎 の た め 繊 維 素 を 可 成 り の 程度 に 証 
明 し た も の も あつ た 。 ア . ~- べ は 腺 間 組織 に 侵入 し て 行 
く 像 が 見 られ , 組織 内 , 粘膜 附近 に 特に 多 
く 散 乱 , 又 集 合 し て 一 団 と な つて いる 。 又 破壊 粘膜 の 上 
部 の 壊死 無 構造 物質 の 中 に も 散在 し て いる が その 数 は あ 
まり 多く な い 。 又 粘膜 組織 に も 多く 侵入 し , その 程度 は 
様々 で あぁ る 。 , 下 組織 の アメ ぇ メー バ に よる 高度 の 
障 磁 に も 不 拘 筋 層 に 侵入 し て いる 例 は な か つた 。 リ ー ベ 
ルキ ュー ン 氏 腺 用 内 に 侵入 し て いる 例 は 少数 で ぁ つ た 。 
侵入 了 の 形 は 円 形 , 形 , で あり , 核 の ・ 
も の も あり , 不 鮮明 で 体 の 崩壊 た い た も の 
も あぁ つた 。 大 小形 態 は 様々 で あぁ る 。 ェ オ ジン で 
, は 他 の 細胞 の それ ょ より へ マト キシ リン に よ - 
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つて は る か に 淡 染 性 で ある 。 

組 織 状態 に 細胞 浸潤 も 種々 で , 無 操 作動 
物 (C) の 場合 と 略 々 同様 で ある が , 出血 像 が (C) の 場合 
よう り 強い 様 で ある 。 

W・・ 粘 膜 の 障 更 は 高度 で , 細胞 浸潤 は 様 * で 出血 が 強 
く , 組織 像 は 上 記 の も の と 大 差 は な い 。 ア メー バ の 組織 
内 検 堪 は 動物 の 死亡 後 の 誠 検 で 変性 崩壊 し た 為 か 極め て 
少数 で あぁ つ た 。 

I … 灯 膜 面 の 破壊 像 は 上 記 の 例 よ り は る か に 軽度 で あ 
り , 上 上 友 細 胞 の 灯 液 形成 が 豊富 な 状態 を 示し て いる 。 叉 
特に 上 述 の 例 と る 所 は 膜 , 組織 通じ て 細胞 
浸潤 が 極め て 高度 で ある 点 で あぁ る 。 特 に 大 , 小 洲 世 球 , 
形質 細胞 , 多核 白血球 , 大 単 核 細 胞 等 で ある 。 組織 内 に 
アァ メー バ の 侵入 も 見 られ る が , アテ アメーバ の 数 は 極め て 少 
く 1~2 個 , 3 一 4 個 病変 の 上 方 に 散在 し 変性 に 傾く 像 を 
示し て いる 。 

以上 記載 し た 各 例 の 所 見 を 一 括 表 示す れ ば 第 1 の 如 
く で ある 。 

考 技 

赤痢 アメ ー ベ の 感染 に お ける 病変 が アメ ー ぶ 単独 の 働 
に よる も の か 或 は 細菌 の 混合 感染 の 助け を 必要 と する も 
の か に つい て は 人 欠 問 題 の ある 所 で ある 。Spector(1935) 


は 小 獲 に 対す る 感染 で , 人 間 に 病 原 性 の ある 細菌 は アメ 


ー バ の 感染 を 容易 に し , 又 小 猫 腸 内 に 於 ける 濱 瘍 形成 を 


拡張 する と 云 つ て いる 。 例 えば 深 血 性 連鎖 状 球菌 や 人 の 


大 腸炎 の 潰瘍 より 得 た Green-producing Streptococci 
又は Pneumococcus typus I and III 等 に 上 述 の 作用 
が ある と 述べ て いる 。 又 Meleney & Frye は 人 間 に 於 
て アメ ー の 肉 妥 の 病変 の な い に 不 拘 アメ ー は 
の 下方 に 見 られ , の 中 に の 中 に 
千 膜 下 組 織 の 血 息 の 中 に 見 出さ れる と 云 つ て いる 。 し か 
し その 時 明らか な 細胞 の 一 死 が 見 られ る 場合 も ある と 到 
つて いる 。Craig(1944) は アメ ー ぶ バ 症 の 第 一 巡 の 病害 は 
赤 ー バ に よる Cystolysis が 起り , 次 に アメーバ 
が 組織 を 侵害 し , その 結果 親 膜 表層 の 障 国 が 起り , 充血 
と 周 張 が 生じ , 筋 層 は 明か に 感染 の 拡大 を 防ぐ 様 で ある 
が , し か し それ も 破 ら れ て 容 孔 が 出来 る 事 が ある と 云 つ 
て いる 。 私 の 行 つ た 実験 た に 於 て は , 粘膜 が 極め て 烈 し く 
蒙 り 物 質 欠損 の ある 場合 で も , 先 づ 膜 板 近 
で アァ アメーバ の 侵入 を 防 正 し て い る 様 な 所 見 を 見 る 。 光 で 
膜 は され , アメ ー は 下層 に 侵入 し , そ 
の 略 々 中 央 まで 侵入 し て いる の が 多い , そし て 多く は そ 


の 位置 で , 横 に 群集 し , 多数 の 浸潤 細胞 に 囲ま れ て 居 
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る 。 筋 層 内 に 侵入 し た も の は 無 か つ た 。 又 腺 間 組織 を 終 
列 侵入 し た ー バ が 直接 粘膜 板 こ に さま を ぎ られ , そ 
の 部 に 石垣 並ん で 停止 し , に 囲ま れ た 像 も 
見 られ た 。 

拡散 因子 剤 の 使用 に 於 て も , 叉 CZ. welchii を 随伴 さ 
せ た 場 合 に 於 て も , アメ ー ベ の 感 塗 状態 は 無 操作 の 動物 
の 場合 と 大 な る 差異 は 認め られ な い 。 組織 像 所 見 に も 同 
様 特に 差異 は な か つた 。 併 し 免疫 操作 を し た 動物 に 於 て 
は , 前 回 の 報告 に ちる 様 に , 感受 率 は 他 の 場合 より は る 
か に 低下 し て いる 。 病理 組織 所 見 に 於 て も 可 成 り の 特徴 
を 示し , 病変 が ある に 不 拘 , アメ ー バ の 組織 内 侵入 は 極 
め て 少く , 殆ど 判明 し 難い 状態 で あり , 僅か に 1~2 
個 の 表層 部 に 見 られ る に 過ぎ ず 灯 下層 に 侵 
入 し て いる も の は な い 。 そ れ に 反し て , 組織 内 の 細胞 浸 
は 極め て 高度 で あり, 腸 層 に つ て 極め て 多数 の 
大 , 小 巴 球 と 大 単 核 細 胞 , 形質 細胞 , 白血球 , 好 酸 球 
と 思わ れる を も の の 種々 の 程度 の 浸潤 を 証 販 し 得る の で あ 
る 。 破壊 されない 上 皮 細 胞 の 形成 高度 の 像 も 
示し て いる 。 叉 了 アメーバ の 腸 壁 侵入 に つい て を も , 無 操 作 
動物 と 拡散 因子 剤 使用 例 と CZ. welchii の 墜 伴 例 と の 間 
に 於 て 侵入 像 た 大 な る 導 は 認 ら られ な い 。 

又 盲 腸 内 注入 接種 に 於 て , 既に 48 時 間 に 於 て , 病変 
を 生じ , アメ ー ベ の 組織 内 侵入 を 見 る の も ある 。 
赤痢 アメ ー メ ベ の 病原 性 は アメ ー ベ の 株 に ょ つて 可 成 り 
相違 が ある 様 で あり , 同じ 株 で も 長期 培 租 た にょ よ つ て 必ず 
し も その 病原 性 は 酔 え ぬ 様 で も あぁ る 。 即 ち 私 の 用 いた 広 
瀬 株 は 既に 3 ヵ年 間近 くも 継 代 培 准 し た に も 不 拘 , その 
感染 能力 (感染 率 ) の 減弱 は 認め られ な か つた 。 又 拡散 剤 
使用 た ょ る アメ メー ぶ 侵入 促 感染 率 の 増加 は 殆 ん ど 


・ め られ な い 。 唯 本 実験 に 於 て 免疫 操作 を な し た も の に は 


アメ ー メ ベ の 組織 内 た 深く 緩 入 し 難い の は 興味 深く , その 
病変 並 に 物質 欠損 は 組織 の 表層 部 に 止ま り , 且 全 組織 内 
の 細胞 の 浸潤 が 極め て 高度 で ある 。 

結 論 

1) モル モッ ト を 使用 し , 赤痢 アメ ー バ 感染 実験 を 行 
い , 病変 を 生じ た も の に つい て 病理 学 的 観 鶴 を 行 つ た 。 

2) CZ. welchii を 随伴 感染 させ た も の に つい て は , 
死後 の 訓 検 の 為 か , 組織 内 た と アテ アメーバ を 検出 し た も の は 
少数 例 で あぁ つた 。 

3) 拡散 因子 剤 の 試験 で , 濱 場 が 形成 され た 例 の うち 
切片 標本 で 検 し た 7 例 で は 7 例 共 多 数 の アメ ー バ が 対 め 
られ た が , 病理 学 的 所 見 に 特異 な 点 は な か つた 。 

4) _ 無 操作 動物 で も 同様 に 6 例 中 6 例 に 極め て 多数 の 
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第 1 表 赤痢 アメ ー バ 感染 モル モッ ト 樺 腸 部 の 病理 組織 所 見 
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アァ アメーバ を 組織 内 に 認め た 


5) 免疫 操作 の 動物 で は , 可 成 り 特 異な 像 が 見 られ 了 ア 
メー メ バ は 切片 標本 で 検 し た 3 例 中 2 例 に 見 られ た が , そ 
の 数 は 極め て 少く , 病変 の 上 層 部 に のみ 散在 し , 種々 な 


細胞 浸潤 が 極め て 強 か つ た 。 


6) 拡散 因子 剤 を 用 いた も の , ClI. welchii を 随伴 せ 
し め た も の に 於 ける 病理 組織 像 は 対照 例 に お ける を も の と 


大 な る 差 は 認め られ な か つた 。 


7) アテ アメーバ の 組織 侵入 に 対し , 添加 し た 拡散 因子 剤 


の 影響 は 認め られ な か つた 。 


稿 を 終る に あたり 御 指 導 御 校 下 つた 恩師 松林 授 
並 に 病理 所 見 に つき 種々 衝 教 示 下 さ つ た 病理 学 教室 犬 根 


教授 た 深謝 する 。 
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山口 県 産 ゾ ガニ の 肺 吸 虫 の 寄生 
区 況 に 就 て (第 一 回 報告 ) 


内 野 文 
山口 県 立 医科 大 学 病理 学 教室 (指導 前 教授 江口 季 雄 , 教授 細川 修治 ) 
(昭和 29 年 7 月 14 日 受領 ) 


山 日 県 下 に 肺 吸虫 定 の ある 事 は 以前 か ら 知 られ て 居り 
現在 も 各地 で 時 々 本 虫 寄生 者 が 見 られ て 居る 。 当 病理 学 
教 補 (1951)D の 行 つ た 字 部 市 , 徳山 市 , 小野 田 市 に 於 け 
る 葉 便 検査 の 際 に も 本 躍 卵 を 検出 し て 居る 。 本 虫 の 発育 
史 か ら み て , その 感染 は 第 2 中 間 宿 主 で ちる 淡水 産 嫌 類 
の 食用 に ょ る こと は 明か で ある 。 大 正 の 初期 に 宮入 2 は 
本 県 下 の 有 四川 上 流 の サッ ガー= Potamon dehaani に , 
また 皿 知 (1918)? は 厚東 川 , 有 帆 川 , 大 津 郡 三 隅 村 沢 江 
厚狭 郡 の = Eriocheir japonicus 及び 郡 蔵 
目 木 の サッ ウッ ガ = に 就 て 肺 吸虫 包 杉 幼虫 の 寄生 状況 を 調査 
し て 居る が , その 後 永 く 調査 が 行わ れ て 居 な い 様 で あ 
る 。 然 し 現在 も 感染 者 の ある 点 に 鑑み , 本 症 の 予防 対策 
を 樹 て る 必要 上 , 私 は 本 県 下 各 河 川 道 の 稲 , 特に 好 ん で 
食用 供 さ れ て 居る ヅ マガ = に て 肺 吸虫 包 寄生 の 
現況 を 調査 し た 。 

今回 の 報告 は , 山口 県 西部 の 瀬戸 内 海 沿 光 を 流れ て 居 
る 吉田 川 , 厚狭 川 , 有 帆 川 , 厚東 川 , 横 野 川 , 佐波 川 の 
6 河川 と , 日 本 部 の 粟野 川 , 三隅 川 , 川 の 
検査 成績 に 就 い て 述べ る 。 (第 一 表 参 照 ) 

検査 

心 , , 其 の 他 の 胃 ・ 腸 ・ 精 ・ ) 
体 部 の 筋肉 , 脚 部 の 筋肉 た 別け , 更に 筋肉 を 関 第 部 附近 
と , 関節 を 離れ た 部 分 と た に 別け , 各部 分 毎 に 包 禁 幼虫 の 寄 
生 数 を 調べ た 。 但 し 新鮮 な 角 の 得 ら れ な か つた 川 で は , 
衝 が 険 敗 する の で 速 か に 検査 する 必要 上 , 止む を 得 ず 1 
の 包 幼虫 を 検出 する , 残り の 部 分 は 検査 を 省 
略し た 。 組織 を 細 切 し , 2 枚 の 載 物 硝子 で 圧 平 し て 鏡 検 
し , 或 は 水 で 浸 軟 又は , 人 工 胃 液 で 消化 溶解 し て , 細目 


Fumiya Uchino: On Paragonimus westermanii 
Metacercariae in Eriocheir japonicus in Yama- 
guchi Prefecture. (Report I) Department of Pa.- 
thology, Yamaguchi Medical’School. 
(Prof. Sueo Eguchbi, Shuji Hosokawa) 


の 金 振 し て 調べ た 。 得 た 包 虫 は 顕微 下 
に 各 * そ の 外形 及び 構造 を 検 し , 更に と それ を 大 , 猫 に 投 
与 し , 得 ら れ た 成虫 の 形態 を 検査 し て 種 の 同定 に 資 し た 。 


検 査 成 績 

(A) 検出 し た の 形態 特に 異常 型 に (第 
2 表 参 照 ) 

私 の 得 た も の は 大 多数 が 肺 吸 曳 包 胡 幼 虫 の 成就 型 で あ 
る が , 若干 は 末 型 , 型 びに 異常 型 で ある 。 即 
ち , 肉 妥 で 光沢 の な い 色 に を , 包 薄 
く 一 層 に みえ を , 幼 貝 が 包 に 腹 外側 に 向け て 2 
つ に 折 曲 つて 居る 未成 就 型 や , 口 吸盤 , 日 来 を 認め る 他 
は 単なる 細胞 群 よ り 成 り , 体内 臓器 と し て の 構造 が 完成 
し て 居 な い 幼 若 型 も 認め られ た 。 


異常 型 と ら れる も の の 第 1 は, 包 大 いさ に 変 
りな い が , 円 形 で , 幼虫 が 包 で 分 伸び て 居 
り , 虫 体 の 両側 と 包 相 聞 に 三日月 状 の 間際 を 認め る が , 
吸盤 背中 央 に ある 強 ぁ り , 其 の 他 各 部 分 の 
構造 も ッ ェ ステ ルマン 肺 吸虫 の を それ と 一 致す る 。 

第 2 の も の は , 体内 に 滑 漫 性 に 鮮 紅色 の 微細 征 粒 を 有 
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第 2 表 検出 し た 肺 吸虫 虫 の 形態 


し , 正常 成就 型 よ り 稽 々 大型 で , 直径 0.4mm 程度 の も 
の が 多く , 排 江 分 長い 。 そ の 色素 は 成長 過程 に 
係 な く 型 に も 認め る が , , 若 型 で は 色素 が 
状 と な ら ず に 平等 に 紅色 に 見 える も の が 多い 。 面 し て 此 
の 包 癌 幼虫 を 感染 させ て 得 た 成虫 は や は り 紅 色調 が 強い 
様 に 思わ れる 。 此 の 包 在 幼虫 の 検出 数 は 各 河 川 に ょ り 多 
ちり, 吉田 川 , 厚狭 川 , 佐波 川 の ょ より 得 た 包 
貝 に は 此 の 型 が 半数 以上 を 占め て 居り , 厚東 川 より 得 た 
も の に は 極め て 少数 し か 認め られ な か つた 。 従 つ て 此 の 
型 を ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 包 の 1 型 と 見 
か , 或 は 単に 楼 息 場所 の 水質 基 の 他 の 環境 に ょ る も の か 
は 明か で な い 。 


第 3 表 ヅダ ガ = の 肺 吸虫 包 寄生 状況 
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第 3 の も の は , 包 桂 が 黄 褐 色 を 呈し , その 色調 の 濃い 
も の は 光 を し じ て 包 の 幼虫 が 認め られ る 
で あり , 淡い も の は 包 幼虫 が に 黄 色 に 
認め られ る 位 で ある 。 一 般 に 紫 の 色調 の 漠 い も の は 包 在 
内 の 幼虫 が 幼 で , 包 に が 2 つ に 折 曲 つて 入 つ 
て 居る が , 成就 型 の も の で は 包 軽く 色調 を 帯び 
て 居る に 店 ぎ な い 。 こ れ 等 の 包 散 幼虫 は 小型 が 多く , 成 
誤 型 の も の で も 直径 0.3 mm 程度 で , 0.35 mm 以上 の 
も の は 見 られ な か つた 。 

以上 型 と 認め られ る 包 を 犬 に 試食 せしめ て 
得 た 成虫 の 形態 は 全て 記載 の ステ ルマン 吸 
に 一 致し て 居る 。 

(B) 各 河 川北 肺 虫 包 の 寄生 

第 3 表 に 示す 如く , 現在 まで 検査 し た 各 河 川 で は 40~ 
80 22 と いう ぅ 高い 寄生 率 を 示し て 居る 。 但 し 今日 千 の 調査 
で は 河川 に ょ つて 検査 数 が 一 定 せ ず 少 数 例 検査 の 河川 も 
あぁ あり, 各 河 川 別 の 寄生 率 の 比較 は 俗 不 充 分 で ある 関係 上 
寄生 率 の 比較 に 就 て は , 後日 発表 の 機会 を 持ち た いと 思 


と 


肺 吸虫 寄生 者 の 数 に 比べ , ヅダ ガ = に 此 の 様 に 高 率 に 包 
の 寄生 を 証明 し た 事 は , 知 (1918)3 の 報告 に も 
ある 如く , ツガ = を 挿 食 し て 居る 河川 流域 の 野獣 間 に 相 
当 な 肺 吸 虫 の 感染 が ある 為 と 考え る 。 

(C) 包 虫 の 寄生 部 位 

内 の 包 の 生 部 位 は 第 4 示す 様 に , 筋 
肉 が 最も 多く (76.45 に ぎ (22.18 22), 肝 
(0.34 22) , 心 (0.07 22), 其 の 他 の (0.96 で は 
か で あつ た 。 5 
て は , 関節 部 附近 が 多く , 全 寄 生 包 虫 の 
56.67 祈 を 占め , 特に 関節 の 透明 な 膜 様 部 直下 に 多く 認 
め ら れ , 関節 を 離れ る に 従 つ て 包 の 生 は 僅少 と 


捕獲 河川 検査 陽 数 


寄生 率 最多 寄生 数 最小 寄生 数 平均 寄生 数 


吉田 川 ( 下 関 市 ) 50 40 
厚狭 川 ( 厚 狭 町 ) 20 16 
有 訴 川 ( 小 野田 市 ) 24 12 


厚東 川 ( 宇 部 川 ) 46 20 
川 ( 山 市 ) 13 7 
佐波 川 ( 防 府 市 ) 20 15 
川 ( 野 村 ) 3 2 
三隅 川 ( 三 隅 町 ) 3 
阿武 川 ( 市 ) 6 


80.022 120 1 
80.022 118 1 23.0 
50.022 278 1 19.7 
43.52% 
53.822 16 1 3.8 
75.022 


(22 ) 
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第 4 表 ガ = 各部 位 の 
肺 吸 虫 幼虫 の 寄生 状況 


の 隊 76.9 % 
21.6 0.6 0.16 0.8 近 関 離れ た 部 分 


2% 2 2% | 58.8% 18.122 


な り , 内 部 臓器 附近 の 筋肉 と は 認め られ な か つた 。 勘 様 
に 関節 附近 た 寄生 の 多い こと は 注目 すべ き で , ケル カリ 
ァ の へ の 侵入 は , 関節 の な 様 部 り 
入 す る も の が 相当 に 多い こと を 示す も の で , 私 は 紫 の 経 
路 を 重要 視 し た いと 思う ぅ 。 勿 論 経 日 的 感染 の ある こと を 
向 定 する も の で は な い 。 な お 包 相 幼 虫 は , 筋 線維 の 間隙 
や , 皮下 と 筋肉 と の 聞 に 認め られ , 筋 線維 内 に あぁ る も の 
は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

て みる に , 包 上 寄生 は 例外 な く 全 部 
限ら れ , 導出 管 の 他 に は 全く 認め な か つ 
た 。 導入 中 の 包 の 多く は 失 端 の 狭い 部 
分 に あたかも 栓 震 を 起 し た 様 に し て 存在 し , 1 個 の 錦 に 
個 以 上 の 寄生 ある 場合 は 失 敵 即ち 血管 の 狭く な 
つた 部 分 に 包 苗 を 相 接 し て 1 列 或 は 2 列 と な つて 認め ら 
れる が , 時 に は 鈴 の 中 央 部 に 点々 と し て 認め られ る 事 が 
ある 。 入 管内 の 包 は 外力 に より 容 克 血管 
内 を 移動 する も の も ある が , 多く は 血管 台 に 附 着 し , 外 
力 ょ つて は 移動 し な い 。 ま た 包 の 検査 に 際 
し て , 包 想 内 の 幼虫 が 脱出 し て 包 細 だ け に な つた と 思わ 
れる も の が 数 例 あ つた 。 

生 状 態 を みる と , 第 2 及び 第 3 脚 に し 
て 居る 小さ い に は 包 の 寄生 は な く , 体 部 に 
し て 居る 大 き な み に 生 し て 居 た 。 な お , 生 に 
就 て 興味 ある 事 は , 包 の 寄生 数 と こと ょ つて 
体 の 包 虫 の の 程度 が 々 祭 知 出来 る こと で , 
に 寄生 を 認め な い 蟹 に 於 て は 全体 の 検査 結果 が 陰性 か , 
或 は 数 個 を 出 な い 少 数 で ぁ り , 錠 に 多く の 寄生 を 認め た 
は, , に 筋肉 た 多数 の 包 の 寄生 を 認め 
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る 事 が 出来 る 。 

肝 及 び 消 化 管 , 精 管 に 於 て は 総 て その 表面 に 附 落 審 生 
し て 居 た 。 唯 , 心 に 認め た 1 例 は 心 の 表面 で な く , 心筋 
内 に 認め た も の で ある 。 

結語 

1. 山 西部 の 9 河川 産 の ガ = に は 40 22~80 2% 
の 包 虫 の 生 が 認め られ る 。 

2. 得 た 包 虫 は 全部 ウェ ステ ルマン 肺 の も の 
で , 多く は 正常 成熟 型 で あつ た が , 少数 の 未成 部 型 及び 
若 , 3 種 の 型 を 認め た 。 

3. 炊 体 内 容 生 部 位 は , 第 1 に 筋肉 で , 全体 の 76.45 
2 占め , で 基 他 の 臓器 肝 , 心 の 順 で ある 。 

の 部 位 に は 1 個 も 審 生 を 認め な か つた 。 

5. 関節 附近 に 包 虫 の 寄生 が 多い こと か らし 
て , ケル カリ ア の 蟹 体内 へ の 侵入 は 関節 の 透明 膜 様 部 よ 
り の 侵入 が 主 で は な いか と 考え る 。 

本 要 は 第 21 回 日 本 寄生 学会 総会 に 於 いて 
発表 し た 。 
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ネズ ミミ マ ラリ ア Plasmodium berghei Vincke et Lips, 
1948 の 研究 (3) 接種 原虫 数 と 潜伏 期間 と の 関係 
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東京 大 学 伝染 病 研 究 所 寄生 貝 研究 部 (指導 佐々 学 助教 授 ) 
(昭和 29 年 7 月 15 日 受領 ) 


接種 マラ リア の 接種 原虫 数 と 洪 伏 期 の 関係 は , た と を 
ば G. H. Boyd に より P7. praecox で 実験 され て いる 
が , これ ら の 場合 実験 動物 を マッ ス の 様 に 多数 は 便 用 出 
来 な か つた 。 ネ ズミ マラ リア 康 虫 を 用 い マ ウッ ス で 実験 出 
来る 今日 再び これ を 検討 する 事 は , この 画 の 基礎 研究 と 
し て 重要 で ある ば か り で な く , 特に 抗 マ ラリ ア 剤 検定 等 
の 如く , 潜伏 期 が 問題 に な る 実験 に は 欠く べから ざる 次 
料 で ある の で , この 関係 を 実験 的 に 求め た 所 , 接種 原虫 
数 と 潜伏 期 と の 間 に 一 定 の 関係 の ある こと が 分 つた の で 
に 報告 する 。 
2. 実験 方 法 


実験 に は 生後 4 の ddD マ ッ ( 研 福島 分 


て 飼育 し た も の ) を 用 いた 。 任意 の 原虫 数 * を 接種 する に 
は 次 の 方 法 を 用 いた 。 先ず マラ リア 感染 マッ ス 数 匹 を 検 
し 標本 を 作り , ギー ム ザ 色 に 赤血球 1,000 
個 の 中 に 何 個 の 被 寄生 血球 が ある か を 検 べ , その 中 か ら 
寄 生 球 率 10 以 下 の も の を 選ん だ , あま り 被 寄生 
各 球 率 の 高い も の は 被 寄生 血球 率 を 正確 に 求め る の が 困 
難 で ぁ つ たから で ある 。 選 ん だ マウ ツウ ス え の 尾 端 を 切り 生理 
的 食塩 水中 に 血液 を 十分 し ぼり 出す か , 心臓 放 刺 に より 
か な り 液 を 作り , この 液 中 の 血球 トー 
マ 血 算 般 で 計り , さら に 0.2cc 中 に 目的 の 原虫 数 が 入 
る 様 に 生理 的 食塩 水 で 稀釈 する 。 接 種 さ れ た マッ ス の 原 
の 出現 の 判定 は 油 ンズ と 10 x の レン ズ を 用 
い , 50 視野 中 に 5 個性 上 の 確実 な 原虫 を 発見 出来 た 日 を 
原虫 出現 日 と し た 。 


Hiroshi Tanaka and Tozo Kanda: Studies on 
Plasmodium bgrghei Vincke et Lips, (3) Relati- 
onship between the inoculated amount of para- 
sites and prepatent periodes. Dept. of Parasit., 
Instit. for Inf. Diseases, Univ. of Tokyo. 

* 原虫 は 正確 に いえ ば 生 球 数 の 意 で ある 。 


3. 実験 結果 
原虫 接種 数 と 潜伏 期 の 関係 : 以上 の 方 法 で 0.2cc 中 : 
に 1,000,000 個 の 被 寄生 血球 を 含む 稀釈 血液 を 作り , こ 
れ を 順次 10 倍 稀釈 し て 0.2cc 中 10 個 に な る まで の 6 
段階 の 接種 を し た 。 こ れ と は 別に 行 な つ た 416 万 個 接 種 
の 実験 と 共に 第 1 表 に 示す 。 こ の 各 和 群 の 潜伏 期 の 平均 値 
と 接種 量 と は , 接種 数 を 常用 対数 と と る と 図 の 如く , 原 
貝 数 416 万 か ら 1 万 の 間 で は 回 帰 直 線 た に た のり, P を 接種 
被 寄生 血球 数 , D を 潜伏 期日 数 と すれ ば 
logio P=—0.67 D+7.96 

と な る 。 接 種 原 虫 数 を 減ずる と 潜伏 期 が 延長 し で くる の 
みな ら ず 1,000 個 以 下 で は 原虫 の 出現 し な いこ と も あ 
る 。 了 原虫 が 連続 的 に 出現 し な か つた を もの, 中 潜伏 期 の 最 
短 の も の は 6 日 で あり , 又 潜 伏 期 が 5 日 以内 の も の は 総 
て 正常 な 発症 経過 を と り , 多数 の 原虫 が 出現 し て いる の 
で , ネズ ミ マ ラリ ア で マツ ウツ ス に 100 2 入 の 感染 を 得る に は 
洪 伏 期 が 5 日 以内 に な る 様 な 量 を 接種 し な けれ ば 次 全 と 
は いえ ない 。 

同一 原虫 数 接種 の 場合 の 潜伏 期間 : 上 記 の 方 法 で 接種 
量 を 大 体 任 意 に 出来 る が , この 接種 量 を きめ る の に 2 つ 

筑 1 表 接種 被 寄生 血球 数 と 潜伏 期 


同 平均 死亡 (日 ) 


接種 原虫 数 潜伏 期 (日 ) 


2 12 9 1010 §: 


3 811 生 
0 5 6 6 6 7 6 生 
103 6 71010 oc 8.3 生 
102 11? 00 生 
10 生 


デジ ッ ク : 連 続 和 的 に 原虫 が 出現 し な か つた も ゃ の 
% : 原虫 出現 が 認め られ な か つた も の 
生 日 目 和 き て いた の 


( 24 ) 


2 


昭和 29 年 12 月 (1954)] 


接種 原虫 数 と 落 伏 期 の 開 係 


P=0.67D +7.69 


123456789101 12 人 数 (D) 


の 測定 を 要 し , 又 使 用 時 の 原 出 の 様相 , 例え ば 血球 中 に 
入 つ て いる 平均 原虫 数 , 或 は 原虫 各 期 の 比率 等 に より か 
な り の 変動 が 予想 され る の で , 原虫 1 万 個 接 竹 の 場合 を 
実験 し て みた 。 こ れ は 感染 マッ ス 1 ら 5 の マッ え 
に 接種 し , 5 匹 の 感染 マッ ス に 付 て 試み た が , 潜伏 期 に 
か な り の 変動 の ある 事 が 分 つた (第 2 表 )。 若 し 先 の 図 の 
数 値 が 常に 正しい と すれ ば 1 万 個 の 接種 の 場合 , 潜伏 期 
は 6 日 に な る は ず だ が , 第 2 表 の 成績 の 如く 大 きく 変動 

第 2 表 5 匹 の 感染 < マウス の 各々 か ら 1 群 

5 匹 の マウ ス に 彼 寄 生 血 球 1 万 個 を 接種 し 


た 場合 の 期 
伏 期 ( ) 平均 
I 4 5 5 5 5 4.8 
5 5 5 5 4.8 
III 4 5 6 6 i] 5.4 
IV 5 5 5 7 7 5.4 
V 7 8 9 10 oo 8.3 


符号 第 1 表 と 同じ 
4. 考 

原虫 出現 の 有無 を 検 す る の に , 標本 を も つと 広く 観 侍 
すれ ば , 接種 後 若干 短 時 日 の 間 に 陽 性 と な る で あろ 5 
が , 本 実験 で は 50 視野 の 観 祭 で 10 視野 に 平均 1 個 以上 
の 原虫 を 認め た 時 に 陽性 と し た 。 こ れ を 標 浴 と する こと 
は , も つと 多数 の 視野 を 観察 し た 場合 より むし ろ 誤 差 が 
少な い の み な ら ず , 著しく 労力 を 省き うぅ る の で 実施 上 便 
利 で ある か ら で あ る 。 

潜伏 期 の 問題 に つい て は 幾つ か の 実験 が 行なわ れ て い 
て , G. HH. Boyd(1925) は PI. praecox で 接種 量 と 潜伏 
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期 の 実験 を し , Fabiadi 等 (1951) は ネズ ミ マ ラリ ア で 洪 
伏 期 は 原虫 接種 数 に 関係 の ある こと を 述べ , Schneider 
& Schneider(1952) は この 原虫 接種 後 12 時 間 内 で も そ 
の 血液 は マッ ス へ 感染 可能 な る こと を 実験 し , Black 
(1952) は この 原虫 接種 直後 か ら 原 虫 は 増殖 する の で あろ 
うと 述べ て , いずれ も 真 の 潜伏 期 が 殆 ん ど な い 事 を 認め 
て いる 。 今回 の 実験 で 接種 原虫 数 が 1 万 以下 で は 原虫 が 
出現 し な いこ と が ある と ゆう 結果 は , この 接種 マラ リア 
の 実験 た に 於 て 常に 考慮 し て いな けれ ば な ら ぬ 事 で あり , 
Mercado(1951) の 実験 で 90 匹 の マッ ウス に 4,000 個 の 原 
貝 接種 で , 感染 率 97.8 祈 と ゆう ぅ 結果 は , この 実験 に よ 
る 接種 量 と 感染 の 結果 を 裏書 きす る 様 に 思わ れる 。 
を 

1. マウ ス に 於 て Plasmodium berghei の 感染 血液 を 
腹腔 内 に 接種 し た 実験 で は , 被 寄生 血球 1 万 個 以上 な ら 
感染 は 々 確 で, それ 以下 で は 感染 経過 が で あつ 
た り 原 由 が 出現 し な いこ と が ある 。 

2. 接種 被 寄生 血球 数 P と 潜伏 期間 D (日 単位 ) の 関係 
は logio P=ー0.67D 7.96 で 表わさ れる 。 

3. 一 定 の 被 審 生 血球 数 を 接種 し て も 一 定 の 洪 伏 期 は 
得 が た く , か な り の 変動 が あつ た 。 

稿 を 終る に た 当り, 種々 御 指 導 を 賜 つ た 佐々 学 助 教授 , 
林 生 に 深謝 する 。 
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直接 禁 本 に お け る 卵 検出 率 と 
駆虫 駆虫 効果 検 お ける 「 見 か け の 
2. 効果 制定 時 に ける 見 か け の 陰 つい て 


小 宮 義 孝 


佐 藤 子 


国立 予防 衛生 研究 所 
(昭和 29 年 7 月 27 日 受領 ) 


1. 駆虫 剤 外 虫 効果 制定 時 に お ける 「 見 か け の 
陰 転 」 の 存在 
剤 の 集団 効果 判定 試験 の 場合 に , 被 検 対象 が 
軽 感 染 者 で あつ て , 検 鏡 標 本 に 採取 する 民 中 の 含有 虫 卵 
数 の 平均 値 が 小さ い 場合 に と ちあ つて は , 前 検便 詩 に 虫 卵 が 
検出 され た 場合 , た と ぇ を 一定 単 位 量 の 麻 中 の 虫 卵 数 に 変 
化 な く 耳 つ し た が つて 同時 に 康 下 効 果 が 全く な か つた 場 
合 で も , 後 検便 の 場合 に 標本 中 に 虫 路 が 陰性 と な る 可能 
性 , 即ち , 検出 洩れ の 可能 作 は 少く な く , この こと が 
効果 判定 の 目 で あぁ る 陰 転 効果 自体 に よる 
転 率 よ り 以 上 に 大 な らし め る こと が 老 え られ る 。 い ま 碑 
果 自 体 に る 陰 転 を 真 の 陰 転 呼び , それ 
上 に 大 と な つた 部 分 の それ を 「 見 か け の 陰 転 率 」 と 呼ぶ 
と すれ ば , 叉 虫 剤 効果 判定 時 の 陰 転 率 は 真 の 陰 転 率 と 見 
か け の 陰 転 率 と の 和 と し て 現われ て くる と 考え られ る 。 
か よう な 見 か け の 陰 転 が 実際 に 存在 する か 否 か を 確か 
め る た め , ま づ 厚生 省 衛生 検査 指針 に 準じ て , 18x18 
mm デッキ グダグダ ラス 直接 塗 兵科 本 を 同一 人 に つき 各 3 枚 
づつ っ 検査 し , 最初 右 1 枚 中 の 貝 卵 数 9 = 以下 の も の 85 
例 と 10 = 以上 の もの 50 例 と を 得 た 。 そ こと で 同一 材料 に 
つき 再び 右 同様 の 直接 塗 抹 天 本 を 同一 人 に つき 各 3 枚 検 
鋭 し た と ころ , 前 者 は 85 例 中 9 例 (10.6 ) 陰性 者 を 生 
じ た が , 後者 は 50 例 者 な く , 各 事 例 共 前 後 6 
Yoshitaka Komiya and Sumiko Sato: The re- 
covering rate of ascaris and hookworm ova by 
direct smear method of stool examination and 
the rate of false negative case for ova on the 
assay of the effectiveness of anthelminthics. 2. 
On the rate 6f false negative case for ova on 
the assay of the effectiveness of anthelmin- 
thics. (Division of Parasitology, National Insti- 
tute of Health). 


枚 の 標本 中 陰性 を 示し た 事例 は 第 5 回目 に 1 度 だ け 陰 性 
で あつ た 1 例 の み で , 他 の も の は 6 枚 の 標本 の 橋 く が 陽 
性 を 示し た 。 すなわち この 場合 , 最初 の 標本 中 9 = ュ 以下 
の 貝 卵 を 示し た 事例 で は 「 見 か け の 陰 転 」 は 約 10 を 示 
し た が , この 値 が 10 = 以上 で あつ た も の に は 「『「 見 か け の 
陰 転 」 は 認め られ な か つた と いう こと に な る 。 

「 見 か け の 陰 転 」 は 単に 直接 次 抹 林 本 検査 の 場合 ば か り 
で は な く , 各種 集 の 場合 に も 認め らら れ う る こと は 
うま で も な い が , 特に 使用 し た 恒 量 中 に 含有 され る 貝 政 
の 集 卵 率 の 動揺 が 大 きい 集 卵 法 に あつ て は , それ だ け こ 
の 「 見 か け の 陰 転 率 」 は 増大 し うる 理 と な る 。 私 た ち は , 
冬期 都 下 南 多 摩 地 区 を お ける 多 虫 軽 感 染 者 と 老 え られ る 
も の 即ち 検便 直接 際 本 同時 6 枚 検 で は 陰性 
で あつ て , 同時 に 行 つ た 飽和 食塩 水 浮 海 壮 検査 で は 陽性 
を 示し た 154 名 につき, 約 2 週間 後に 再び 飽和 食塩 水 浮 
に ょ る 検査 を 行 つ た と ころ , 内 30 名 (19.5 ) が 
卵 陰性 と い ぅ 結果 を 示し た (但し この 場合 飽和 食塩 水 浮 
は 両 と も 1 回 検査 , メ 24mm デッキ ダラ 同 
時 3 枚 検 鏡 )。 すなわち この 場合 に お ける 「 見 か け の 誰 
転 」 は 約 20 で あぁ つて, 仮り に か よう な 材料 に つい て 鍋 
の 効果 検査 を 飽和 食 水 法 用 いて 行 つ た 
と する な ら は ば , 全く 叉 貝 効 果 が 存在 し な い 場 合 で も , 約 
2 割 内 外 の 陰 転 者 が 生じ , その 効果 判定 を 誤る こと と な 

そこ で 私 た ち は , 中 の か ポア ッ ン 分 布 に 
し た が 3 (石崎 1953, 佐藤 1953) と の 前 提 の も と に , こ 
の 『「 見 か け の 陰 転 」 の 量 的 出現 の 韻 題 を 理論 的 に 考 仙 し て 
た 。 

2. 種々 な る m に お ける 人 塗 抹 標本 1 枚 検査 時 
の 卵 の 見 か け の 転 
既 第 1 編 に 準じ て , 1 枚 の 標 本 に 供する 便 量 


(26 ) 


3 

) 
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を 常に 一 定 に 固定 する と き , 1 枚 の 揮 本 中 の 貝 卵 の 実現 
値 を x, その 期待 値 を m と すれ ば , g (0) は 既 述 の 如く 
em あり これ は 種々 な る m に お ける 貝 の 検出 確 
率 で ある こと は 既に 記し た 。 し た が つて これ は 同時 に 種 
々 な る m に お ける 貝 卵 の 「 見 か け の 陰 転 」 の 出現 確率 を 
示す も の で ある 。 (第 1 自 表 1 参照 ) 
3. 人 洗 抹 標本 の 友 復 検査 と 見 か け の 陰 転 
前 2 の 場合 と 同様 , 1 枚 の の 採 便 量 を 一 定 
に 固定 し , 1 枚 の 人 疹 抹 標 本 内 の 期待 値 を m と し て , m 
の 一 定 せ る 同一 材料 に つき 1 枚 塗 抹 困 本 を くり か を し て 
と し 
第 1 回 の 検査 の 見 か け の 陰 転 の 確率 は e™ 
陽性 者 の 確率 は 1-e™m 
第 2 回 2 e™(1-e-™) 
(1l-e-™)—e™(1-e-™) = (1-e-™m)? 
第 3 回 ” em(l-e™)’ 
(1-e™m)3 


第 n em (1-e™) n-i 
(1-e™) (1-e™) hg (1-e™) n 
と な る 。 
第 1 図 種々 な る m(1, 2, 4.5, 9) に j ぉ ける 
反復 検査 と 見 か け の 陰 四 
m= 9.0 
90 
OF 
50F 
30F 


いま ポア ッ ン 分 布 者 か ら 種 々 な る m に お ける em™ を 
求め , n=1, 2, 3……‥ の 場合 の (1-em)" の 価 を 求め て 
その 百分比 を 陽性 者 百分比 と し て 図示 すれ ば , 図 1 の ご 
と く な る 。 そ こ で , 右 の 式 か ら 計 算 し た 「 見 か け の 陰 転 」 
の 理論 値 と 実測 値 と を 比較 する た め , 前 稀 3 で 用 いた 同 
一 母 集 団 た 属す る 同じ 材料 , 即ち =0.77 お よび 名 = 


(27 ) 
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1.22 の 2 標本 群 に つき , 最初 の の 卵 が 1 = 以 
上 で あつ た を も の の 総数 を 1 と し て , れ を 6 回 検査 し 第 
1, 2, 3, 4, 5, 6 の 各々 の 検査 時 に お ける それ ぞ れ の 
「 見 か け の 陰 転 」 百 分 比 を , xuーmi, Xz=m2,*・**・X6e=ms 
と し た 場合 の を それぞれ の 理論 値 と 比較 し て みた 。 図 2 が 
それ で ある 。 こ の 図 を 見 る と 実測 値 は 大 体 に お いて 理論 
値 に 適合 し て いる よう で ある 。 

以上 は 期待 値 m の 一 定 し た 母 集団 の 場合 に つい て の 
検討 で ある が , 既 述 の ょ うぅ に 実際 虫 剤 集団 効果 試験 を 
行う 場合 に ち つ て は , 各々 暴 つ た m の 母 集団 が それ ぞ 
れ 異 っ た 頻度 に 存在 する の が 常 則 で ある 。 こ の 場合 その 
実現 値 x の 一 定 値 の % も の だ け を 被 試 験 対象 と し て 選定 す 
る こと に よ つ て その 平均 x の 実測 値 を 出来 る だ け 一 定 に 
揃え か くし て その 筐 々 の 母 集 団 の m を ほ さ 一 定 値 の 箇 
囲 に た 推定 し うる よう に する 操作 は 理論 的 に は 最も 正確 で 
ある が , その 実現 化 は 実際 に は 殆ど 不可 能 に 近い 。 そ こ 
で まつ づ 18x18 mm デッキ グラ ラス 抹 1 枚 検査 を 行 


“つて, デッキ 1 枚 中 の が 9 = 以下 の も の 102 例 


5 = 以下 の も の 39 例 を 得 , その 各々 の 妖 に つい て 各 人 
の 同一 材料 に つき 同様 の 検査 を 第 1 回 より 第 5 回 まで 行 
い , その 各回 と お ける 見 か け の 陰 転 率 を 調べ た 。 こ の 場 
合 に も 前 3 と 同様 に Zfx/Zf を 計算 し *1.8 及び 
1.01 を 得 , 光 れ を ひと ま づ 各々 の 平均 期待 値 M の 推定 値 
と 仮定 し て 理論 値 を 算出 し この 理論 値 と 実測 値 と を 比較 
し て みた 。 図 3 が それ で ある 。 こ の 場合 何れ の 事例 に お 
いて る 実測 値 の 方 が 理論 値 よ り も 見 か け の 陰 転 率 が 高く 
出 て いる 傾向 が ある 。 

人 告 お 和 標 本 検出 率 の 場合 に ち つ て を も 「 見 か け の 陰 転 」 の 場 
合 に お いて も , 頻度 の 暴 っ た 種々 な る 母 集団 の 存在 する 
場合 その 平均 M に Zfx/Zf を 以 て し た 場合 の 理論 値 よ り 
は その 実測 値 の 方 が 何れ も 陽 隆 率 が ょ り 低 く 出 て いる 償 
向 が ある が , これ は 「 見 か け の 陰 転 」 の 場合 に お いて も を も, 
恐らく 前 稀 3 の 後段 に 述べ た と 同じ 事情 が 存在 する た め 
で あろ 5 。 

4. 現実 の 


以上 「 見 か け の 陰 転 」 た つい て 理論 的 な 考 を 試み , そ 
の 現実 の 場合 に お ける 存在 を 明 に し た の で ある が , か よ 
な 見 か け の 陰 の 存在 は 実際 の 駆虫 効果 判定 
時 に お いて , 特に 虫 の 如く 1 日 の 産卵 数 が 
少く し た が つて 標本 内 貝 卵 の 平均 出現 数 が 小 な る 場合 に 
は 重要 な 問題 と な る 。 け だ し 一 方 に お いて 一 般 に 多 虫 康 
貝 剤 投与 に よる 陰 転 効果 は 比較 的 大 きく な い の に , 他方 
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第 2 図 同一 母 集 団 に 所 け る 検査 回 数 と 
見 か け の 陰 
(実線 は 理論 値 , 点 は 実 ) 


検査 回 数 一 


か よう な 見 か け の 陰 転 が 相当 大 きく な る 結果 と し て , 場 
合 に よ ょ つて は (例え ば 後 検便 を 直接 塗 抹 3~6 枚 検査 で 行 
5 場合 ) 陰 転 率 を 以 て する 叉 虫 剤 効果 の 判定 を 誤る 場合 
が し ば し ば 起り うる か ら で あ る 。 

既に 前 編 で 述べ た よう に , 上 貴 虫 の 場合 に ち つ て は , 諸 
家 の 研 究 を 縮合 し て も , その き ? 1 克 1 日 当り の 産卵 数 か 
ら 算 出し た 1 生 時 に 通常 標 本 (18x18 mm デ 
ッ キ 1 枚 ) 中 に 現われ る 貝 卵 数 の 期待 値 は 最小 推定 値 と 
し て m=1.7( 第 一 息 表 3 参照 ) で ある 。 こ の 場合 の 見 か 
け の 陰 転 ポア ッ ン 分 布 より 16.5 で ある が , こ 
の 見 か け の 陰 転 は 同 大 の 和 標本 を 同時 3 回 繰り 返し 検査 す 
る こと に より 約 1 祈 た 止め る こと が で きる 。 

し か る に 多 虫 の 場合 に ち つ て は , 同様 の 通常 交 抹 標本 
の 貝 卵 雪 期 待 値 の 最小 推定 値 は 0.1 以下 で ある 。 仮り に 
0.1 と すれ ば か ょ よう な 母 集団 の 場合 に お ける 見 か け の 陰 
転 率 は 約 90 2 芝 で , これ を 0.5 と し て も 約 60 2 の 見 か け 
の 陰 転 が 生ずる 。 そ し て この 後者 の 場合 に お いて すら も を も 
見 か け の 陰 転 を 2 錠 以内 に 押え る た め に は 少く と も 上 の 
疹 抹 禁 本 の 8 回 検査 を 行う 必要 が ある わけ で ある 。 

か よう な 見 か け の 陰 転 (以下 これ を 第 1 次 の 見 か け の 
陰 転 と 称す る ) を 防止 する 1 つの 方 法 は , 恨 虫 剤 検査 の 
た め の 検 対象 ( 感染 者 ) の ぇ の 1 枚 の 期待 
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m の 1 定数 以上 大 な る も の を 選択 する と いう 5 方 法 で あ 
る 。 表 1 は ポア ソン 分 布 を な す 母 集団 の 各 m に お いて 
実現 値 x の 場合 に お ける x 以上 の 数 値 出 現 の 黒 積 確率 
を m の 比較 的 小さ い 値 に つい て 表示 し た も の で ある 。 
左端 欄 の x=0 は 各 m に お ける x=0 と 出る 確率 を 示 
し , x=1 以上 の 各 枠 内 の 数 字 は 各々 の m に お ける x が 
該当 欄 数 以上 の 数 で 出現 する 果 積 確率 を 示し て ある 。 こ 
の 表 に ょ れ ば , 例え ば 母 集 団 の m が 5 で ある 場合 に は 
見 か け の 陰 転 は 0.007 即ち 1 祈 以 下 で ある が , 実現 値 x 
が 5 で ある 標本 に あつ て は この 5 と いう ぅ 価 は 0.053 即ち 
約 5 2 以 上 の 確率 で 母 集団 の m 肝 2 か ら 由 来 し うる こ 
と が 分 る 。 然るに m が 2 な る 場合 に は その 見 か け の 陰 
転 の 確率 は 0.135 即ち 約 14 2 で ある か ら , 実現 値 が 5 
の 場合 に は 約 5 祈 の 念 険 率 に た お いて 見 か け の 陰 転 は 約 
14 2 で ある こと が 老 え うる こと に な る 。 

今 仮 り た 実現 値 が 10 の も の を 見 る と , これ が m= 寺 4 
の も の に 由来 す る 危険 率 は 0.003 即ち 0.5 2 以下 で あ 
り , m 之 4 の 場合 の 見 か け の 陰 転 は 0.018 即ち 2 2 以下 
で ある か ら , 実現 値 が 10 以上 の 場合 に は 見 か け の 陰 転 
は 殆ど 無い と 見 て も 良い 。 し た が つて 実際 
の 効果 判定 時 に 標本 1 単位 桁 中 の 貝 卵 数 実現 値 10 = 以 
上 の を も の を 被 検 対象 と し て 揃え れ ば , 以上 の 意味 で の 見 
か け の 陰 転 は 事実 上 殆ど 防止 で きる わけ で ある 。 が, か 
よう な 被 検 対象 を 一 定数 以上 揃え る こと は 実際 上 は 困 杏 
で ある と 同時 に , 更に 「 第 2 次 の 見 か け の 陰 転 」 が 加わ つ 
て 来る こと に より 更に 一 層 の 困難 を 加え る 。 こ こ で 「 第 
2 次 の 見 か け の 陰 転 」 と は , た と ぇ を 被 検 対象 の x, し た が 
つて 又 推 定 m を 一 定数 以上 に 揃え た と し て も , 叉 虫 剤 
の 効果 に ょ つて 被 検 対象 の m が 最初 の 価 ょ り 低下 する 
(但し m 地 0) も の が 存在 する 可能 性 が あり , か よう な m 
の 一 定数 以下 へ の 低下 が 後 検便 時 に お ける 見 か け の 陰 転 
を 更に 増加 せしめ る 可能 性 が あり , この 増加 分 の 陰 転 を 
意味 する も の で ある 。 

そこ で この 場合 に お ける も うぅ 1 つの 方 法 は , 一 方 一 応 
被 検 対象 の 多 虫 感 沸 度 の 一 定 以 上 の も の , 例え ば 直接 
倫 抹 標本 検査 で 陽性 の も の を 選定 し 第 1 次 の 見 か け の 陰 
転 の 可能 性 を 防止 する と 同時 に , 後 検便 に お いて は 出来 
得る 限り 高度 の 検出 力 を 有する 検査 方 法 を 採用 し て 以 て 
検出 浪 れ を 防止 する こと が 考え られ る 。 こ の 点 に 関し て 
は 直接 標 本 を 反 (例え ば 30 枚 , 第 一 2 参照 ) 
する 事 が 最も 確実 で あぁ る が , 実際 に は これ は 困難 で ある 。 
比較 的 検出 力 の 高い 飽和 食塩 水 光 海 法 を 採用 する こと 
も 考え られ る が , 現在 普通 用 いら れ て いる 同 法 は 検出 力 
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第 1 表 母 集団 の m と 実現 値 x と の 関係 


、 2 3 4 5 6 8 9 10 


0.1 | 0.905 0.095 0.005 0.000 0.000 0.000 
a 0.2 | 0.819 0.181 0.017 0.001 0.000 0.000 


m | 
0.3 | 0.741 0.259 0.037 0.003 0.000 0.000 
0.5 0.607 0.393 0.090 0.015 0.002 0.002 0.000 \ 
1.0 0.368 0.560 0.192 0.080 0.019 0.004 0.001 0.000 0.000 
2.0 0.135 0.864 0.593 0.322 0.142 0.053 0.017 0:005 0.001 0.000 0.000 
3.0 0.050 0.950 0.801 0.577 0.353 0.185 0.084 0.036 0.011 0.004 0.001 
4.0 0.018 0.981 0.908 0.761 0.566 0.371 0.210 0.105 0.046 0.016 0.003. 
5.0 | 0.007 0.992 0.958 0.874 0.734 0.559 0.384 0.238 0.133 0.068 0.032 
6.0 0.002 0.998 0.983 0.938 0.849 0.715 0.554 0.394 0.256 0.153 0.084 
7.0 0.001 0.998 0.992 0.970 0.918 0.827 0.699 0.550 0.401 0.271 0.170 
8.0 0.000 | 1.000 0.997 0.987 0.958 0.901 0.809 0.687 0.548 0.408 0.284 
9.0 0.000 1.000 0.999 0.994 0.979 0.945 0.885 0.794 0.676 0.544 .0.413 
10.0 | 0.000 1.000 1.000 0.997 0.989 0.970 0.932 0.869 0.779 0.666 0.541 
第 3 図 異 つ た 母 集団 た に # け る 見 か け の 検便 に は , 適当 な 培養 法 を 採用 する こと に より , 実際 上 
陰 皿 の 理論 値 と 実測 値 に は 「 見 か け の 陰 転 」 を 一 応 無視 し うる 程度 に 縮 少 する こ 
(実線 は 理論 値 , 黒点 は 実測 値 ) と が で きる の で は な いか と 思う 。 た だ し 更に 厳 密 に 考 た 
て みれ ば , の 率 が 常に 一 定 で ある と は な 
い 。 多 中 に も 仔 に まで 発育 する こと な き 即 も 「 不 
30 上 受精 3 ) の 存在 する こと も 考え られ , また 便 の 
40 上 取 後 の 条件 如何 に ょ つて その 野 化 率 が 動揺 する こと を も 考 
50 上 を えら れる の で ある が , これ ら の 諸点 に つい て は 更に 検討 
する 予定 で ある 。 
5. 要 約 
虫 の 効果 判定 試験 に お いて の 
卵 検査 法 の 検出 力 に 関連 し て , 検出 洩れ の も の が 「 見 か 
40 上 け の 陰 転 」 と し て 出現 し , これ が 硬 * 原虫 効果 の 判定 を 
so 上 誤る こと を 指摘 し , か か る 見 か け の 陰 転 出現 に 関し 前 秘 
60 と 同じ 条件 の も と に お いて その 理論 的 考察 を 試み , 和 耳 つ 
f 実際 の 場合 に お ける その 防止 に つい て 吟味 し た 。 
陰 70F 握 筑 た 臨み 本 研究 に 種々 御 助 言 を 賜 わ や つた 前 橋 測候所 
長 沖 氏 普 びに 千葉 医大 公衆 衛生 学 教室 矢島 ふき に . 
90 上 感謝 の 意 を 表す る 。 
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愛 県 下 「 も くず 」 の 肺 吸虫 被 虫 
寄生 況 に い て 


高 橋 


山口 県 立 医 科大 学 病 理学 教室 (指導 


細川 修 ) 


(昭和 29 年 8 月 28 日 受 令 


中 川 が 大 正 4 年 , 台湾 新竹 カ ラバ ィ の で 沢 
の 一 種 , ラス え バ Potamon rathbuni に 大 小 2 種 
の 被 細 幼 虫 を 発見 し 動物 実験 の 結果 , 母 貝 を 得 て 小 な る 
る の は 肺 吸虫 被 の 幼 弱 型 , 大 な る も の は 肺 吸虫 被 
虫 の 型 で ある と 報告 し た が 横川 定 (1917) は 形 
能 学 的 に 両者 の 異同 を 明らか に し て 以来 2, 次 々 と 諸家 
に より 報告 せら れ , 肺 吸虫 の 第 二 中 間 和 宿主 と し て 7 種 の 
淡水 産 杉 と 4 種 の 『「 ざ さり が に 」 が 確定 され 此 の 中 , 日 本 で 
の 宿主 は 「 も くず japonicus,「 沢 Pota- 
0 dehaani, 「 あ め り か ざり が に 」Cambarus clarkii 
の 3 種 で ある と 宮崎 (1954) は 述べ て 居る P。 叉 宮崎 (1939 
へ ~1946) は 日 本 内 地 に 於 いて ウェ ステ ルマン 和 肺 吸虫 , 大 
平 肺 吸虫, 小型 大 平 肺 吸虫 の 3 種 を 指摘 し 鑑別 点 を 詳細 
に 報じ し ,「 べ ん けい intermedia,「 く ろ ちろ べ ん 
けい 解 」Sesarma dehaani は 大 平 肺 吸 貝 の 固有 宿主 で 
みあ る と 報告 し て 居 る 4,5,6,7,8,9,23) 

愛媛 県 産 の 「 も くず 」 に 吸虫 被 の 寄生 ある 事 
は 古く か ら 知 られ , 1952 年 に 細川 等 に と ょ より 豚 川 , 岩松 川 
の 「 も くず 角 」 に も 寄生 の ある 事 が 明らか に され た が 撤 癌 
幼虫 及び 寄生 部 位 等 に 就 い て 詳細 に 報告 され な い 点 も あ 
る 様 に 思う の で 愛 且 上 高 の 「 も くず に 就 
いて 肺 吸虫 被 義 幼虫 の 寄生 状況 並び に 幼虫 に 関し て 検索 
し た の で その 成績 を 報告 する 。 

1. 検査 方 法 並 びに 材料 

昭和 28 年 9 月 下旬 より 同年 11 月 上 旬 の 間 , 愛媛 県 東 
宇和 郡中 筋 村 の 高瀬 川 に て 地獄 籠 ( 地 方 名 ) を 使用 し 無傷 
に 「 も くず 」 を 捕 た 。 等 の を 1 甲 最大 
を 測定 し 雌雄 別に し た 。 等 を 心 , 肝 , 基 の 他 の 

Ichiro Takahashi : On distribution of Paragoni- 

mus metacercariae in Eriocheir japonicus in 

Ehime Prefecture. Department of Pathology, 

Yamaguchi Medical School (Prof. Shuji Hoso- 

kawa) 


臓器 分 け , 部 は 体 筋肉 部 (以下 体 と 省略 ) と 体 
部 (関節 より 脚 , は 体 へ 0.5cm の 位置 で 。 

以下 体 疾 と 省略 ) と に 分 け , 又 , 肢 脚 は 足 筋肉 部 (以下 足 
筋 と 省略 ) と 足 関 節 部 ( 足 関節 を 中 心 に 末端 の 方 と 其 の 反 
対 側 へ 0.5 cm の 位置 で 切断 。 以下 足 関 と 省略 ) と に 分 
け 顕微鏡 下 で 詳細 に 調査 し , 特に 赤色 粒 を 含む 被 
貝 に 意 た 。 

2. 検査 成 

(a) 70 中 , 被 の 寄生 を みな か つた は 
2 匹 で , 被 寄生 解 は 68 匹 で ぁ つ た 。 其 の 中 , 赤色 題 粒 を 
含む 被 の み 寄 生 し て 居 た は 17 , 普通 の 被 
幼虫 の み 生 し て 居 た 角 3 此 等 が 混合 寄生 し て 
た は 48 で ぁ つ た 。 又 寄生 被 総数 は 817 個 で 
その 中 , 赤色 を 含む も の は 575 個 , 普通 の 被 
203 個 , 未成 型 34 個 , 型 5 で あつ た 。 
型 , 弱 型 は 平等 に 紅色 を し を 認め な か つた 。 

(b) 大 き さ と 率 , 数 と の 関係 。 甲 
大 横 径 を 測り 大 き さ の 基 浴 と 為 し た 。 

1) 大 き さ と 率 と の 関係 は 甲殻 の 大 き さ が 51 
~55 mm, 61~-65 mm, 71~75 mm, mm の は 
夫々 100 2 示し 66 70 mm の は 94.12 56~60. 
mm の 88.89 を 示し て 居る 。( 第 1 表 参 照 ) 

2) の 大 き さ と 数 と の 関係 は 51~60 mm の 
(12 匹 中 1 砲 陰性 ) で は 1~10 個 寄生 は 8 匹 , 11~50 個 
寄生 は 12 中 3 あぁ あつ た 。61 70 mm の (44 中 
1 砲 陰性 ) で は 1~10 個 寄生 は 26 匹 , 11~50 個 は 44 底 
中 16 , 51~100 個 は 4 中 1 で あつ た 。 71~80 
mm の は 1~10 個 寄生 が 14 中 9 , 11~50 個 は 
5 あつ た 。 (第 2 表 参 照 ) 

(c) 「 も くず 」 に 於 ける 被 の 体内 分 布 。 検査 
(70 匹 中 , 陰性 2 に 於 ける 被 の 分 布 は 最多 
寄生 部 位 は 95.7 22, 次 いで 体 関 80.0 足 78.6 
足 筋 50.02, 体 21.42, 肝 5.72, 心 1.42% の 
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1 表 の 大 き さ と 寄生 率 と の 関係 (検査 ) 


| 寄生 | 陰性 | 寄生 (%) 
[ . | | 
3 0 {8 0 0 [8 0 
$ 6 1 $ 100.00 
| | 9 
8 0 | 1 0 
第 2 表 大 き さ と 寄生 数 と の 関係 (検査 70 
eas | 51~60mm | 61~70 mm 1~80 mm 計 
0 | 0 
| 
8 4 | る 2 4 
4 
計 12 | 44 14 70 
第 3 表 総 Metacercaria の 体内 分 布 (検査 蟹 70 匹 ( 中 2 匹 陰 性 )) 
| 体 関節 部 | 関節 部 | 足 | 体 
95.7 | 80:0 50.0 21.4 5.7 0 
る 百分率 | | 
51 | g 41 41 26 12 le 1 
下段 
総 112 146/3 | 105{3 13 24 | 3 | 
平 均 8 1.04 0.41 8 0.39 $ 0.26 0.09 0.01! 
数 5.439 92.0118 0.490:068 0:040:01\ 9 0.01 0 


順 で 他 の 臓器 に は 認め 得 な か つた 。( 第 3 表 上 段 参照 ) 
に 於 け る 被 の 平均 数 は 足 
関 2.09, 体 関 2.01, 足 筋 1.50, 体 艇 0.57, 膨 0.06, 心 
0.01 個 の 順 で あぁ つた 。( 第 3 表 下 段 参照 ) 
此 等 の 被 幼 虫 を 2 つ に 分 類する と 
1) 赤色 和 粒 を 含む 被 の 最多 部 位 は (77.1 


26) で あぁ つた 。 いで 足 65.7 , 体 関 58.6 
42.9 2%, 体 15.7 肝 5.7 2%, 心 1.4 で あぁ つ た 。 
(第 4 参照 ) 

前 同様 に 1 砲 平均 寄生 数 は 人 3.79, 足 関 1.51, 体 國 
1.33, 足 筋 1.14, 体 筋 0.37, 肝 0.06, 心 0.01 個 と な つ 
て 居る 。( 第 4 表 下 段 参照) 
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4 表 赤色 粒 を 含む Metacercaria の 体内 分 布 (検査 数 70 匹 ( 中 2 性 ) ) 


上 
8.6 65.7 2.9 | 15.7 | 1.4 0 
| | Aie 30 35 | 
寄生 | 
$ 45 18 819 | 14 $ 0 
| | 1 
| | 
0.64 8 0.26 0.27| 0.20| 8 0.04| $ 0.01 
寄生 数 0:330.0618 0:040 {sool ° 
5 表 普通 の (赤色 粒 を ざる ) Metacercaria の 体内 分 布 ( 検 査 数 70 匹 中 2 陰性 ) 
| 体 部 | 足 関 | 足 | | | 心 
寄生 蟹 の | | 
査 に 対す る | 52.9 37.1 28.6 
下 寄生 | 
| 


2) 普通 の 被 虫 の 分 布 状況 は 前 例 同 様 多く 
52.9 次 いで 体 関 37.1 22, 足 28.6 2, 足 筋 20.0 
体 艇 な つて 居る 。( 第 5 表 上 段 参照 ) 

人 1 平均 寄生 数 は 体 0.69, 足 0.57, 
足 筋 0.36, 体 筋 0.20 個 と な つて 居る 。 (第 5 表 下 段 参 
照 ) 

総括 並び に 考 接 

愛媛 県 川 上 高 の 「 も くず 」70 匹 に 就 い て 
の 大 小 と 被 の 寄生 率 びに 数 と の 関係 , 被 
幼虫 の 種類 , 蟹 体内 の 分 布 状況 , 特に 赤色 題 粒 を 含む 被 
と 普通 の 被 と の 体内 分 布 に 就 い て 調査 し 
だ 

1) 衣 の 大 小 と 寄生 率 と の 関係 に 就 い て は 51~55 mm 
61~65 mm, 71~75 mm, 76~80 mm 大 の いづ れ 
も 100 2 寄 生 で ある が , その 中 51~55 mm, 76~80 mm 
大 の 蟹 は 検査 数 少数 の 為 , 正確 な る 結論 を 得難い 点 が あ 
る と 思う ぅ 。 中 で る も 61~65 mm 大 の 衣 は 検査 数 が 最も 多 
い 故 , その 成績 は 安定 且つ 正確 な も の と 考え られ 此 の 大 
き さ の が 生存 中 の で 肺 吸虫 被 被 寄 の 中 , 


(33 ) 


最高 の 寄生 率 を 示す も の で は な いか と 考え られ る 。 先 に 
三浦 (1952) が 従来 一 般 に 小さ い 杉 で は その 寄生 率 は 少な 
く , 大 きい 蟹 に な る 程 そ の 寄 生 率 が 高く な る と 老 へ られ 
て いた が , 41~45 mm の 解 が 最高 寄生 率 を 示 し 大 小 共 
に 減少 し て 居る と 報告 し て 居る 1 の 。 同 時 に 三浦 は 蟹 の 飼 
育 実験 に ょ り 被 襲 幼虫 の 寄生 率 が 高い も の 程 早く 死亡 す 
る 事 を 確定 し , 先 の 41~45 mm の 糞 を 頂点 と し て 順次 
その 審 生 率 が 減少 する の は 当然 起り 得る と の 結論 を 出 
し て 居る 1D。 私 の 場合 は 61~65 mm 大 の 蟹 が 最高 寄生 
率 を 示 し 大 小 共 た に 寄生 率 は 減少 し て 居る 。 特 に 大 な る 婚 
の 方 が 小 な る 和解 よ り も 寄生 率 は 高い , 又 雌 雄 別 に みれ ば 
三浦 (1952) は 雌雄 間 に は 特別 な 差 は な い と 報告 し て 居 
る つ 。 私 の 場合 検査 遷 中 51~55 mm, 66~70 mm 大 の 
雄 は 検査 対照 に な く , 其 の 他 は 全 べ て 100 あり , 
76~80 mm 大 の 検査 対照 に な く , 51~55 mm 
61~65 mm, 71~75 mm 大 の は 100 2 あつ た が , 
6670 mm の 94.12 56~60 mm の 66.67 
22 で 雌 恩 の 方 が いさ さか 感染 率 が 低い 様 に 思わ れる が 検 
査 少な き 為 確認 し 難い 。 


の 他 
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頂点 (最高 数 寄生 ) と し て 他 は 減少 し 寄生 率 の 場合 と 略 々 
同様 な 結果 と な つて 居る 。 

三浦 (1952) の 報告 は 小さ い 程 寄生 数 は 少く 大 きい 程 多 
く な つて 居る 点 や の は 私 の 成績 と よく 符合 する 。 

3) 被 は 97.1 生 率 を 示 し た , 横川 ( ) 
(1951) の 愛媛 県 内 で の 調査 に よれ ば 四万十 川上 流 , 広見 
川 流域 吉野 生地 区 は 91.9 地区 は 90.4 2 ぁ 
た 。 昭和 27 年 7 月 より 同年 10 月 , 愛媛 県 生 研 
究 所 の 調べ に ょ る と 豚 川 上 流 東宇和 郡 地 区 で は 75.0 22, 
四万十 川上 流 , 広見 流域 野生 地区 は 98 岩松 川 流 
域 岩 松 地区 は 93 22, 軍 信 川 流域 松山 市 , 上 学 穴 郡 久 万 
地区 は 雰 で あつ た や 。 六 川 (1952) の 調査 に と に よれ ば 広見 川 
流域 で 近 永 , 泉 , 松丸 , 吉野 生 , 三島 , 日 各地 区 で 96.1 
22, 流域 , 高川 地区 100 , 岩松 川 流域 清 地 
区 100 畑地 地区 92 あつ た 

又 色 を 含む 被 幼虫 と 普通 の 被 の 混合 
生 し て 居 た も の が 最も 多く 68.6 22, 次 いで 赤色 題 粒 を 
含む 被 の み 生 し て 居 た も の 24.3 22, 普通 の 被 
の み 生 し て 居 た も の は 4.3 あぁ つた 。 

4 寄生 は 総数 817 個 で の 中 , 赤色 題 粒 を 
含む 被 虫 が 最も 多く 575 個 (70.4 22), 普通 の 被 
虫 は 203 個 (24.8 22) で 以上 の 成就 型 の 他 , 未成 部 型 は 
34 個 (4.2 2), 型 5 個 (0.6 で あぁ つた 。 分 類 は 中 
川 (1915) の 報告 に た 。 内 野 (1952) は , 

未成 就 型 で 赤色 色素 を 有する も の は 和 是 粒 状 で 無く 平等 に 
紅色 を 挟 す る と 報告 し て いる が ?, 私 の 場合 も 功 若 型 , 

末 成 就 型 に は 平等 に 赤色 色素 を 有する も の を 認め た の み 
で は な い 。 

5) 生 部 位 に 就 い て は 三浦 (1951) に ば 体 筋 , 
肢 脚 , 肝 , 消化 器 の 順 で ある i の 。 内 野 (1952) た に よる と 筋 
肉 , 肝 , 心 と な つて 居る の 。 私 の 場合 は 95.7 22, 
次 いで 体 関 80.0 足 関 78.6 足 筋 50.0 , 体 筋 
21.4 肝 5.7 心 1.4 2 順 で ある 。 内 野 (1952) 

が 関節 を 離れ る に 従 つ て 少な いと 報告 し て 居る が D2, 私 
の 成績 で も 関節 部 の 方 が 其 の 他 の 部 分 より も 多い 事 は 体 
部 又は 肢 脚 の 場合 , 何れ の 時 で も 認め られ た 。 又 角 は 導 
入 血 管 の み で 特に 失 端 部 に 比較 的 多く , 又 筋 肉 内 で は 筋 
繊維 内 の 間隙 , 皮下 と 筋肉 の 聞 に 認め られ た 事 は 内 野 
(1952) の 報告 うと 一 致し て 居る 。 

6) 赤色 を 含む 被 は 足 関 65.7 
22, 体 関 58.6 22, 足 筋 42.9 体 15.7 肝 5.7 
22, 心 1,.42 あり , 1 平均 寄生 数 は 3.79 以 


2) 寄生 被 数 と の 関係 は 61~70 mm 大 の 
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下 足 関 , 体 関 , 足 筋 , 体 筋 , 肝 , 心 と な つて 居る 。 

普通 の 被 は 52.9 22, 体 関 37.1 22, 足 28.6 
26, 足 筋 20.0 体 筋 11.4 1 平均 寄生 数 は 
体 関 , 足 関 , 足 筋 , 体 の な つて いる 。 人 
肝 , 心 , 基 の 他 の 臓器 に は 認め な か つた 。 

以上 の 事 か ら し て 赤色 を 含む 被 の 方 が 寄生 
数 も 多く , 広範 囲 た 分 布 し て 居る 事 が 判る 。 

7) 宮崎 (1939) の 指摘 た 被 形 , 大 き さ , 被 
膜 の 厚 さ 等 に より 大 平 肺 吸 事 , 小型 大 平 肺 吸虫 は 認め 
ず , ツェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の み で あつ た 。 

結 

1) 大 小 に よ ょ り 肺 吸虫 被 の 率 , 生 数 
に は 一 定 の 関係 が あつ た 。 

2) 愛 川 上 高瀬 川 の 「 も くず た 於 ける 肺 吸 
被 虫 の 寄生 率 は 97.1 2 あつ た 。 

3) 赤色 を 含む 被 虫 は 普通 の 被 虫 よ り も 
寄生 数 多く , 広範 囲 た 分 布 し て いる 。 又 幼 若 型 , 未成 就 
型 は 赤色 色素 が 平等 に あつ て 料 状 に は 認め な か つた 。 

4) 被 は 内 に て 導入 血管 に 最も 多く 
生 し て 居り , 体 関 , 足 関 , 足 筋 , 体 筋 , 肝 , 心 の 順 で あ 

5) 愛媛 県 上 流 高瀬 に 於 ける 「 も くず 」 に 寄生 
し て いる は 総 て ウェ ステ ルマン 肺 吸 あつ 

本 研究 要覧 は 昭和 29 年 4 月 , 第 23 回 日 本 寄生 虫 学会 
に 発表 し た 。 
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ょ る 腸 , 肺 及び 皮 


の アレ ルギー 性 反 研究 
経 感 作 に ょ る 腸 壁 の Arthus 現象 


小 宮山 三 
大 学 医学 部 寄生 貝 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 29 年 9 月 20 日 受領 ) 


言 

に よる テレ ルギー 性 反応 の 動物 実験 に つい て 
は 非常 に 沢山 の 報告 が ある が , 諸 作 の 方 法 に つい て みる 
と その 殆ど すべ て は 内 , 腹 有 内 , 皮膚 へ の 注射 
に よる も の で あつ て , 斑 虫 寄生 の 際 に 実際 に 行わ れる と 
想像 され る 経口 又は 経 腸 的 感 作 に ょ る 皮膚 反応 に 関す る 
実験 は 殆 ん ど 見 な いと 言 つ て よい 。 僅 か に 宮川 (1950) の 
筒 虫 押出 物 を 摂 食 さ せ た 動 物 の 皮膚 反応 に 関す る 実験 が 
見 当る の み で ある 。 こ の こと は 注射 に よる 感 作 は 比較 的 
容易 で ある が 経 腸 感 作 は 困難 で あぁ る こと を 実証 し て いる 
も の と 思う 。 一 方 で は 濱 湯 な どの 病 的 状態 の 存在 する 時 
の み 経 腸 感 作 は 可能 と 言わ れ て いる 位 で ある 。 

酒井 等 (1950) , 森下 教授 (1953) は を 忠 さ 
せ て 感 作 し た 動物 の 皮膚 反応 に つい て 研究 を 行 つ て いる 
が , その 方 法 は 感染 と にょ る 感 作 を 目標 と し た も の で , ア 了 ア 
レル ゲン が 腸 壁 か ら 吸 政 さ きれ て 感 作 され る 点 た つい て は 
触れ て いな い 。 叉 人 に 上 虫 が 自然 に 寄生 し た 時 の 皮膚 反 
応 に つい て は 古来 か ら 多 く の 報 告 が あり , Coventry & 
Taliaferro(1928), Fulleborn und Kikuth(1929), Kh- 
aw (1929) , Jones & Kingscote (1935) を 始め , 当 教 宏 
小泉 教授 及び その 門下 生 の 広範 な 研究 が ある が , 等 の 
報告 を し て みる と , 人 の 寄生 と その 反応 と 
の 間 に は あま り 多 くめ の 相関 性 を 期待 出来 な いと いう こと 
で ある と 思 3。 


Takazo Komiyama : Experimental studies on al- 
lergic reactions of intestine, lung and skin due 
to ascaris substance. III. Investigations on Ar- 
thus phenomenon in the skin and intestinal 
wall of rabbits and guinea pigs which were ad- 
ministered with emulsified tissues of pig ascaris. 
(Department of Parasitology, School of Medi- 
cine, Keio University, Tokyo Japan.) 


併 し 他 面 血清 学 的 の 見 地 か ら 結 方 教授 (1953) は 抗原 物 : 


質 は 消化 管内 を 通る 間 に 種 々 の 消化 酵素 の 作用 を ぅ け て 
ぁ る 程度 まで 分 解 吸 る の で ある が , 草食 動物 
等 に 平生 採 つ た に こと の な いよ うぅ な 抗原 物質 を 一 時 に 大 量 
与え る と 抗原 性 を 持つ た 人 大 吸 艇 され て 抗体 の 発生 を 促す 

こと が ある 。 例 へ ば 卵白 を る と その 都度 抗 
原 を 流血 中 に 証明 し , 数 日 後に は 沈降 素 が 相当 高価 に 族 
上 明 さ れる よう に な る と 述べ て いる 。 

私 (1953) は 前 回 に 体腔 液 を 内 注射 及び 腹 内 
注射 で 感 作 し た 動物 の 皮 虜 及び 腸 壁 に 同じ 体 逐 液 を 注射 
し て Arthus 現象 と 同一 機転 の 反応 を 医 起 する こと が 出 
来 た こ と を 報じ た が , その 感 作 の 方 法 は 体 腕 液 を 静 注 す 
る の で あつ て , 実際 問題 と し て 我々 が 遭遇 する 和正 虫 寄生 
の 場合 と は 可 成 りか け は な れ た 条件 に 基 い て いる の で , 
今回 は な る べく 現実 た 則 す る よぅ な 方 法 で 実験 を 行 つ て 
みた 。 即 ア レル ゲン と し て は 全 体 剤 を 使用 
し , 感 作 方 法 は 経 日 感 作 に ょ る こと ょ し, 動物 が 生理 的 
に 腸管 か ら 有 効 物質 を 吸 履 し て 自然 に 感 作 され る の を 傘 
つっ 方 式 を 採 つ た 。 

実験 材料 

アテ レル ゲン と し て 用 い た 材料 は 上 全 体 で あ 
る 。 虫 は 成就 豚 で 場 より 保温 装置 の 下 に 持参 し 
た 2 時 間 以 内 の も の で , リン ゲル 液 で 丁寧 に 洗 浴 し て 体 
素 の 汚物 を 除去 し た も の を 用 いた 。 乳剤 を 作る に は な る 
べく 新鮮 な 貞 虫 を 用 い , 止む を 得 な い 時 は Ringer-Dale- 
液 で た 3 日 以内 の を 用 いた 。 昭和 28 年 8 月 
より 翌年 2 月 まで 東京 都 三 謙 属 場 に 於 て 採集 し た 豚 遇 貝 
の 自然 感染 状態 の 成就 の 寄生 割合 は ? 2132 
1415 計 3547 , ? : 8 =0.601 : 0.399 : 4 で 
あつ た の で , 9 6 匹 , 8 4 匹 の 割合 に 混合 し て 乳剤 を 作 : 
つた 。 そ の 方 法 は を 終 裂き 体 は な る べく 取 除 : 
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いた 。 分 けた 生殖 器官 と 細 し た 体 は 夫々 別 の 
乳鉢 内 で 少量 の 金剛 砂 と 共に 訂 誠 し た 。 大 部 分 が 潰れ て 
くる と 角 皮 質 の 部 の み が 原 形 の ま ゝ で 海 離し て くる の で 
之 の み を 別 の 乳鉢 内 に 丁寧 に 取出 し 更に 金剛 砂 を 加え て 
摩 析 し た 。 この ょ うに し て 得 ら れ た も の 10 砲 分 に 生理 
的 食塩 水 25 cc を 加え % る と 50cc の 乳剤 が 出来 る 。 を 
密栓 し 氷室 に 保存 し た 。 基 起 注射 用 抗原 は 乳剤 の 抽出 液 
で あつ て , 同様 と し て し た 10 克 の 虫 に 対 し 
理 的 食塩 水 50 cc を 加え て 乳剤 と し た も の を 1 夜 
水 室 に 保存 し , Seitz 過 過 し た も の (以下 
A と 記す ) と , 乳剤 を 作 つ た 後 で 58。C 30 分 間 加 熱し た 
後 Seitz で 濾過 し た も の (以下 B と 記す ) と , 100°C 30 
分 間 加 た 後 Seitz で し た も の (以下 C と 記す ) 
と の 3 種 を 作り , 何れ も 減 アン プル に じ に 保存 
た 。 英 の 他 は 必要 に 応じ て 乳剤 を Seitz で 濾過 する 
こと な く 遠 沈 し て 得 ら れる 上 清 , 又は 前 報 と 同様 に し て 
得 た 体 受 液 を 試験 た 供し た 。 等 の 抗原 は な る べく 新 し 
いる も の を 使用 し た が , A の 保存 期間 は 50 日 間 に 及 ん で 
も まだ 皮膚 反応 を 起 し うる 能力 は 温存 され て いた 。 
動物 は 元気 な び モル モッ ト で , 体重 は 前 者 
1400~2000 g, 後者 は 200~350g の も の を 用 いた 。 
A. 兎 の 場合 の 実験 方 法 と 成績 

1) 感 作 方 法 及 び 毒 力 試 験 

感 作 の 方 法 は 興 貝 乳剤 の 経 日 授与 に と よ つ た 。V 号 カテ 
ー テ ル を 胃 に 直 達 させ , 体温 を 蝶 め た 乳剤 を 注射 筒 で 送 
入 し た 。 1 回 量 は 1 砲 分 より 始ま り , 最大 量 は 30 研 分 
に だ が 大 多数 は 20 分 100cc の 乳剤 を 連日 投 

た 。 投与 数 日 に し て 殆 ん ど 全 数 は 食欲 不振 と な り , 

た 。 下痢 の 著しい も の は 投与 中 又は 投与 終了 後 2 週間 以 
内 に 姜 弱 死亡 し た 。 こ の 死亡 原因 は 気候 に 関係 ある らし 
く , 8 月 中 旬 よ り 10 月 上 旬 ま で に 実験 を 開始 し た も の 
は 全部 死亡 し て 了 っ つた 。 こ の 期間 は 雨量 多く , "高温 多湿 
が 特に 悪影響 を 与え た も の で あろ うぅ 。 こ の 乳剤 の は 
体腔 液 注 射 の 様 に 直接 に , 急性 に 作用 する も の で は な い 
が , 消化 不良 , 下痢 に 来 し , 遂に は 死亡 する 
も の で あつ た 。 ま た よく 作 置 に 過 し 得 て も 容 
せ ず 最 初 の 体重 に 達する に は 数 週間 を 要する 程 
で あつ た 。 無 候 が 順調 に な つて くる と 毎日 20 砲 分 宛 2 
週間 位 の 連日 投与 た 耐え る よう に な つた の で この 程度 を 
標 浴 と し て 感 作 を 行 つ た が , 投与 期 聞 が 3 乃至 4 週間 に 
及 ん だ も の も ある 。 

2) 皮膚 反応 
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甚 起 注射 は 感 作 処置 が 終了 し て か ら 大 部 分 は 2 週間 後 
の で 行 つ た 。 試験 前 日 毛 し た 腹部 内 へ 貝 乳剤 
出 液 を 原液 で 又は それ の 生理 的 食塩 水 10 倍 稀釈 液 を 0.1 
cc 注射 し , その 局所 反応 を 経 庄 的 に 調べ た 。 対照 は 感 
作 群 で は 生理 的 食塩 水 を , 非 感 作 群 で は 同 濃度 の 押出 液 
を 同 量 注射 し て 調べ た 。 反応 の 程度 の 表 の 直径 
に より 次 の 様 に 定め た 。 

14mm (-) 

20~24mm  ( ) 
31mm 以上 ( 

10 倍 A を 皮 内 注射 し て か ら の 経過 時 間 に ょ る 反応 の 
発現 程度 は 第 1 表 に 示す 通り で あぁ つて, 時 間 と 共に 反応 
は 増 強 し , 浮腫 の 範囲 は 拡大 し 同時 に 膨 隆 度 も 閉 明 と な 


第 1 表 経過 時 間 と 反応 鹿 と の 関係 


15~19mm (+) 


起 
1 


" 2 3 4 6 24 48 
。 , 投 10 倍 A キ 
終 了 後 一 一 一 一 一 一 一 一 
10 A 一 + せ せ + ー 
3 
わす 


り 稀 に 発赤 を 示す こと も あつ た が , 生理 的 食塩 水 を 注射 
し た も の は 30 分 ~1 時 間 位 で , 非 感 作 の も の に 抽出 液 を 
注射 し た も の は 2 時 間 以 内 に 吸 政 され て 何等 変化 を 呈 し 
な か つた 。 反応 が 最大 に 達 す る 時 間 は 注射 後 4~6 時 間 
頃 で 浮腫 の 範囲 が 拡 く な る と 共に 膨 隆 は 最も 高く な る も 
の で , 前 回 報告 の 体腔 液 で 静 注 感 作 し た 時 より も 2~3 
時 間 早 期 た 現われ た 。 そ の 後 は 時 間 が 経つ に つれ て 交 腫 
は 潤 次 消 観 し , 24 時 間 後に は 大 部 分 は 消失 し , 長く 続く 
も の で は 48 時 間 位 まで その 浪 跡 を 残し た 。 又 同 一 の 感 
作 法 に ょ つて も 最大 反応 は (本 ( ( ) 等 の つ 
た 程度 の も の が あつ た が ,。 大 部 分 は ( 志 ) 又 は ( せ ) の 程度 
で あつ た 。 又 中 に は 反応 陰性 の も の も る も 1 例 あ つた 。 

意 起 注射 に と 用 いた 抗原 の 濃度 と 反応 度 と の 関係 は 第 2 
示す 通り で あつ た 。 原液 と 10 倍 和 と を 比較 し 
た の で ある が , その 最大 反応 を 見 る と A の 場合 は 原液 で 


(37 ) 
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は ( 冊 ) を 示し た も の が 10 倍 A で は ( 持 ) となり, 或いは 
( よ り ( となり , 場合 で は 何れ も ( が ( た に 
低 『 し て お り 漠 度 の 高い も の は 反応 度 の 強 か つ た こと と を 
示し て いる 。 泌 に 反し て 非 感 作 の も の で は 人 芽 に 反応 度 は 
低 か つ た が , 原液 注射 の 場合 は 軽い 程度 で は ある が 浮腫 
が 見 られ 感 作 和 群 と の 対照 上 誤り や すい の で 特別 の 場合 を 
除き 大 多数 の 試験 は 非 感 作 群 に は 反応 の 現われ な い 濃 度 
で ある 10 液 で 行う こと に し た 。 


第 2 表 惹起 注射 の 抗原 の 漠 
度 と 反応 度 と の 関係 


終了 後 2 10 倍 B 
週間 経過 塩 
終了 後 2 10 B 一 + + 一 
週間 経過 
A ー + + — 
8 行 ず 


溢 起 注射 に 用 いる 抗原 の 種類 と 反応 度 と の 関係 を 知る 
為 に 抽出 液 上 清 , 体腔 液 , A 及び 生理 的 食塩 水 を 同時 に 
皮 内 注射 し て みた 。 その 結果 は 第 3 表 に 示す 通り で あ 
る 。 に よる と 上 清 の 場合 が 最も 反応 度 大 で あぁ る が 対照 
に も 相当 席 の 反応 を 見 て いる の は 反応 を 来 す べき 抗原 の 
外 に 組織 に 為 害 的 な 物質 が 多く 含ま れ て いる 為 で あろ 
う 。 従 つて 上 薄 は この よう な 試験 に は あま り 適 し な いと 
言え る 。 体 腔 液 に よる も の は 大 体 A の 場合 と 同様 で あつ 
今 こ の こと を 前 報 の 結果 と 比較 し て みょう ぅ 。 前 回 は 体 
腔 液 で 静 注 感 作 し た 更に 体 腕 液 を 惹起 抗原 と し て 皮膚 反 
応 を 行 つ た の で ある が , 反応 は 発赤 , 皮下 出血 を 主 と し 
た も の で あつ た 。 今回 の 反応 は 浮腫 の み で あつ て 出血 班 
を 認め る こと は 極め て 稀 で あり , 叉 その 反応 最大 に 達 す 
る 時 間 も 前 回 の 6~8 時 間 を 要する の に 反 し, 2-3 時 間 
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第 3 表 起 注 射 の 抗原 の 


類 と 反応 度 と の 関係 
経 過 時 
感 作 方 法 惹起 注射 一 ーー- be 
号 
2 週間 
終了 後 3 
終了 後 4 
週間 塩 一 一 - 
行 ず 』 体 液 キー 


それ より 短 締 され て いる 。 こ の 結果 は 反応 度 の 単なる 強 
弱 の 差 の みた に よる も の で は な く , 相反 応 す る 因子 に 何ら 
か 相違 が ある の で は な いか と 想像 され る 。 

抗原 の 型 熱性 を 調べ る 目的 の 為 に A, B 及び C の 3 
種 の 抗原 を 夫々 10 倍 稀 札 し , 0.1cc 宛 皮 内 注射 を 試み 
た 。 そ の 成績 は 第 4 表 に みる 通り で あぁ つて 茸 息 理 し な い 
も の は ( 又 は ( , 58°C 30 分 間 加 熱し た も の は ( 
又は (+), 100°C 30 分 間 加 熱し た る の は (+) 又 は (一 ) で 
あぁ あつ た 。 こ の こと か ら 58°C の 加熱 で は 或 る 程度 その 抗 
原 性 は 失わ れる が まだ 大 部 分 は 温存 され , 煮沸 する と そ 


過 時 間 
作 方 法 惹起 注射 一 - 


宛 週 間 10 倍 B + + せ せ 
ーー + + ー 
終了 後 2 
週間 経過 塩 ーー 
毎日 20 10 倍 A せ せ せ せ 

js 12 10 B 一 + + + + 
終了 後 2 


週間 経過 塩 一 一 一 一 


10 A - - 
10 倍 B 一 一 


ちず 
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第 4 表 抗原 の 熱処理 と 反応 度 と の 関係 
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の 大 部 分 は 失わ れる こと が わか る 。 
次 に は 潜伏 期間 と 反応 度 と の 関係 を 調べ た 。 感 作 処 置 
が 終了 し た 直後 , 1 週 後 , 2 週 後に 夫々 10 倍 A を 0.1lcc 
注射 し て その 反応 度 を 調べ , 又 別 の 動物 で 同様 に し て 15 
週 後 まで 調べ た 。 こ れ に よる と 第 5 表 に みる 通り に 感 作 
終了 直後 は 何等 反応 な く , 時 日 が 経つ に つれ て 反応 度 は 
増し , 2 週 後 了 順 か ら 最 も 反応 が 強まり , 9 週 以後 は 蘭 次 
減弱 する の を 知る こと が で きる 。 併 し この 方 法 で は 番号 
[15] を 例 に と る と 感 作 終 了 直 後に 行 つ た 惹起 注射 の 際 に 
非 経 日 的 に 注入 され た 抗原 が 第 2 回目 , 第 3 回 目 即 ち 1 
週 後 , 2 週 後 の 意 起 注射 の 場合 に 既に 抗体 を 産生 し て 皮 


第 5 表 感 作 終了 了 ょ り 惹 起 注射 まで の 


期間 と 反応 庶 と の 関係 
1 2 3 4 6 24 


膚 反応 に 影響 を 与 を て いる の で は な いか と いう こと で あ 
る 。 こ の 影響 を 除外 する 為 に 対照 の 意味 で , 無 感 作 の 3 
予め 注射 と 同じ 注射 を 行い 次 いで 1 後 , 
2 週 後 及び 6 週 後 と それ ら の 動物 の 1 族 づ つ に 再び 同一 
抗原 で 医 起 注射 を 行 つ た が , 後 の 2 克 が 最初 と 比較 し て 
僅か に 浮腫 が 進む の を 見 た の み で 甚 起 注射 の みた に よる 感 
作 は あぁ あまり 大 きく な いこ と を 知 つ た 。 


感 作 で 与 を た 乳剤 の 総量 と 反応 度 と の 関係 は 第 6 表 に : 


示す 通り で あぁ つ て , 試験 は 何れ も 投与 終了 後 2 週間 を 経 
過 し た も の で 10 倍 A を 0.1cc 注射 し た 。 投与 総量 105 
は 反応 陰性 で あり , 140 至 つ て 始め て 陽性 を 
し 始め た 。 ま た 560 克 で は 反応 が ( 圭 ) まで 進ん で いる 
が , その 中 間 の 投与 量 で は 概ね ( 二 ) が 多 か つ た 。 こ の こ 
と か ら 感 作 総 量 が 増 せ ば 反応 度 も 増す 傾向 の ある こと が 
われ る 。 


(39 ) 


第 6 表 感 作 総 量 と 反応 度 と の 関係 


感 作 方 法 総量 

18 毎日 1 匹 量 ,2 週 間 105 ーー 一 一 


19 毎日 10 匹 和 2 週間 140 キナ せ せ 一 
21 20 日 間 240 せ + 一 


25 0 
行 わ ず 

26 0 


前 報 の 実験 で は 同一 抗原 を 同一 局所 へ 再 注射 する と 反 
応 は 一 層 増 強し た 結果 が 得 ら れ た の で 今回 も 同様 に し て 
実験 し て みた 。 10 倍 A, 10 倍 B, 10 倍 C を 0.1cc 宛 一 
且 注 射 し, 24 時 間 後 に 最初 注射 し た 部 へ 同一 抗原 を 同 量 
再 注射 し た 。 2 回 注射 の 結果 は 初 団 の 時 ょ り 生 反応 は 
増強 し た が , 対照 に も 可 成 り の 反応 が 認め られ その 効果 
は 著 明 で な か つた 。 成 績 は 第 7 表 に 示 し た 。 


(2)(4)(6)(24; 


毎日 20 10 A せ ー せ 一 


«ti 


2 問 10 B ーー = 
終了 後 2 所 原 
28 行わ ちず 10 B 
10 倍 C ーー 一 ++ー ーー 
3) 腸 壁 反応 


述 し た 実験 で 皮 陽性 を 示 し た 前 報 と 全く 
同様 な 手技 の 下 に 腸 壁 反応 を 検 し た 。 甚 起 抗 原 は 体腔 液 
の 代り に A, B を 用 い , 等 の 原液 及び 10 倍 稀 釈 液 を 
用 いた 。 これ ら を 0.1lcc 宛 腸 忌 に 注射 し て その 反応 を 
調べ た 。 注射 部 位 の 肉 妥 の 腸 は 第 8 表 に 示す 
り で あぁ つて, 感 作 群 に A を 注射 し た も の は 最も 反応 度 が 
強く 出血 夷 が 閉 明 に 見 られ た 。 BB, 10 倍 A, 10 倍 B は 
夫 に 次 いで 順に 軽い 所 見 を 呈し た が , 生理 的 食塩 水 を 注 
射 し た 部 は 何等 変化 を 見 な か つた 。 対照 の 非 感 作 群 に も 


ら 
3 
第 7 表 再 注射 と 反応 と の 関係 
も 
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反応 の 強 さ は 大 体 上 記 と 同じ 順序 に 現われ た が 藩 に 弱い 
程度 で あつ て , 感 作 と に と ょ る 影響 が 明か に 認め られ た 。 


表 腸 反応 と 組織 的 所 見 


注射 


、 応 


学 的 所 見 


下 織 の 高度 。 好 中 

A 凌 球 , 特に ェ テオ ジン 球 を 含む 細胞 浸潤 
か な りう り 高度 

A 細胞 浸潤 は 中 等 

B 及 細胞 は 高度 で 特に テオ ジ 
ン 球 は 多い 。 出血 は 中 等 鹿 

10 倍 腫 , 出血 中 等 

B 細胞 浸潤 は 少 い 

塩 一 化 な 
出血 高度 で 粘膜 下 組 

より 粘膜 上 皮 に まで 及ぶ 細胞 


高度 
腫 , 出血 , 細胞 浸潤 少 い 


高度 , 出血 中 等 
ェ オ ジン 球 を 細胞 浸 高度 


出血 , 細胞 浸潤 は 少 い 

な い 

少 い , 出血 中 等 , 細胞 
ん ど な い 

, 出血 , 細胞 少 い 

中 等 , 出血 , 細胞 浸潤 は 少 い 
澤 少 い , 出血 , 細胞 浸潤 殆 ん ど な 


少量 の 出血 を 見 る の み 

少量 の 郊 腫 , 出血 を 見 る の み 


も 高度 の も の 
中 等 度 の も の 


程 度 の も の 
和 肉眼 的 所 見 な いも ゃ の 

れ 等 の 切片 標本 と し , マト キシ リン ・ 

ジン 重 染 色 を 行 つ て 組織 学 的 に 検索 し た 。 そ の 結果 
し た も の は 附図 第 1 及び 第 2 図 に 見 る 如く 最も 変化 が 大 
きく 親 膜 下 組織 の 高度 の 浮腫 , 閉 明 な 出血 が 見 られ , 中 
性 噌 好 折 血球 を 主 と す る 細胞 浸潤 は 閉 明 で あり , エ オ ジ 


ン 好 性 を 多く 含む ェ オジ ン 性 白血球 の 多 
数 の 出現 は 前 報 と 同様 に 注目 すべ き 所 見 で あつ た 。B は 
乏 に 次 ぎ , 10 倍 A, 10 倍 B (附図 第 3 図 ) は 夫 ょ り る も 低 
い 程 度 で は ある が 可 成 り の 病変 を 示 し た 。 併 し 前 回 に 見 
られ た な どの 病変 は 見 出す こと が 出来 ず 

一 般 に 変化 は 軽度 で あつ た 。 非 感 作 群 で は 浮腫 , 出血 も 
或 る 程度 み ら れ た が , - 細胞 浸潤 の 像 は 殆ど 見 られ ず す , 
感 作 り は 少 い 程度 の 変化 で あつ て , 明か に 感 作 
し た も の と 感 作 し な いも の と の 差 が 見 られ た 。 叉 感 作 群 
に 生理 的 食 井 水 を 注射 し た も の は 僅少 の 出血 を みる に す 
ぎ な か っ た ぁ 

B. モル モッ ト の 場合 の 実験 方 法 と 成績 

1) 感 作 方 と 力 試 験 

感 作 の 方 法 は 乳剤 の 経 に と に よ つ た 。 乳剤 を 
射 簡 よ り 少 し づ ヽ モル モッ ト の 中 に 流し 入れ て や る と 
自然 に 忠 下 する 。 そ し て 遂に 満腹 し て 握 取 し な く な る ま 
で ゆ つ くり 与え を た 。 1 回 量 は 最大 7 匹 分 35 cc に 及 ん だ 
が 平均 は 約 3 砲 分 15 cc 位 で あつ た 。 動 物 は 3 群 に 分 は 
湊 々 1 , 2 週 及び 3 週間 連日 抽 し た 。 乳剤 経 投与 
に よる は 場合 と 同様 で あつ て 下痢 
や せ を 来 し た が , 体重 減少 は それ 程 強 く 見 られ な か つ 
た 。 併 し 気候 の 関係 は 強く 影響 し , 9 月 中 に 投与 開始 し 
た も の は 9 砲 全部 が 投与 中 又は 終了 後 数 日 で 死亡 し た 。 
月 以降 に 開始 し た も の も の 為 か 6 克 部 死亡 
し た 。 死亡 の 直接 原因 は 気候 の 為 と 思わ れる が , 乳剤 投 


第 9 表 モル モッ ト の 場合 の 皮膚 反応 


投 投 終了 後期 間 
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( 週 ) 直後 1 週 2 週 3 週 


| 


| 
© 

| 

| 


( 40 ) 


[寄生 学 雑誌 ・ 3 巻 ・ 4 

10 

塩 一 
A + 

31 10 

31 0 

10 倍 
ーー 
34 せ + = 
2 21 
i1 

13 ー 一 


3 


| 
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附図 褒 


第 1 図 毎 20 3 週間 連日 投 
投 了 2 週 間 後に A を 0.1cc 注 
射 し た ゃ の 。 閣 膜 下 組 織 の 浮腫 , 出血 
高度 で 細胞 江 も か な り 見 える 。 


図 毎日 20 2 週 間 連 投 
投 終了 2 週間 後に A を 0.1cc 注 


射 し た も ゃ の 。 下 組 織 の , 出血 
は 著 明 で , 出血 は 粘膜 た に たま で 及ぶ 。 = 

ジン 嗜好 性 白血球 を 含む 細胞 
高 


第 3 図 上 と 同じ 感 作 処置 を し た も 
の に 10 倍 を 0.1.cc 注射 レ た. の 。 
, 出血 中 等 , 細胞 は あま 
りみ られ な い 。 


1 
. 
(4a) 
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与 は 下痢 を 来 し その 為 に 体力 が 酔 飛 す る こと が 間接 の 原 
因 に な る も の で あろ う 。 

2) 皮膚 反応 

経 の 処置 に 過 し た モル そ モット を 使用 し , 各 
に 10 億 A を 0.1cc 皮 内 注射 し た 結果 は 第 9 表 に 示す 通 
り で あつ た 。 生理 的 食塩 水 を 注射 し た も の は 1 時 時 間 以 
内 に 膨 隆 が 減退 消失 する に 反し , 反応 陽性 を 示す も の は 
1 時 間 30 分 ~3 時 間 の 間 に 最 大 と な 以後 消 し 
て 大 部 分 は 6~10 時 間 頃 に 吸 履 され た 。 併 し この 表 で み 
る 通り に 対照 の 非 感 作 群 に も 陽性 を 示す も の ある 反面 感 
作 群 に も 陰性 の も の が あつ て , これ の み で は 感 作 群 と 非 
感 作 群 と の 差異 が 容易 に は 認め られ な いけ れ ど も , 感 作 
群 に いく ら か 陽性 度 の 強い も の が 現われ て いる よう に 思 
われ る 。 

A, B, 10 倍 BB, 上 清 , 体 用 液 に つい て も 同様 な 試験 
を 行 つ た が , その 結果 は 第 9 表 と 大 同 小 異 で あつ た 。 

総括 と 考 接 

前 回 の 報告 は 遇 虫 体腔 液 の 静 注 感 作 及び 腹 逐 内 注射 で 
感 作 し た 動物 の 皮膚 及び 腸 忌 の Arthus 現象 に つい て ヾ 
あつ た が , 今回 は も つと 無理 の な い 自 然 な 方 法 で , 即ち 
上 環 貝 乳剤 で 経 日 感 作 し た 動物 の 皮膚 及び 腸 壁 の 基 起 注射 
試験 を 行 つ た 処 , 前 回 同様 に 感 作 群 と 非 感 作 群 と の 差 が 
明か に 認め られ 陽性 の 成績 が 得 ら れ た 。 そ の 反応 度 は 皮 
証 の 場合 で も 腸 壁 の 場合 で も 前 回 より 軽度 で あつ た の は 
注射 感 作 ょ より 経 日 感 作 の 方 が 感 作 力 が 弱 か つ た こと を 意 
味 す る と 思わ れる 。 併 し 皮膚 反応 の 一 部 の 結果 を 見 る と 
それ だ け で は な く て 相反 応 す る 抗原 抗体 の 因子 に 何等 か 
の 相違 が ある よう に も 想像 され る 。 こ の 点 た つい て は 更 
に 詳細 な 研究 に 俊 つ べき で あろ う 3 。 

皮膚 反応 が 最大 に 達する の は 注射 後 4~6 時 間 頃 で , 
Taliaferro(1929) の immediate reaction と delayed 
reaction, Schdnfeld (1937) の Sofortreaktion と Sp- 
atreaktion の 何れ に も 属 せ し め る の は 無理 の よう で あ 
る 。 

皮膚 反応 は 稀 に 発赤 を 示す も の も あつ た が 大 部 分 は 浮 
腫 の み で あつ て Arthus(1903) の 言 5 壇 死 と は 可 成 り の 
懸 嘱 が あり , 時 間 的 に も 早期 に 反応 極大 と な る の で あつ 
て , その 症状 に は 相当 な 相違 が 見 られ る の で ある が , そ 
の 発 来 機 転 は 全く 同様 と 見 て 差 支 えな いと 思 3 。 
Spieth (1914), Schloessmann(1914), Gerlach(1922) 
Takeuchi (1925), 塩田 教授 (1940), 永島 (1943), 若 月 
(1948), 1949), 大 内 (1949), 松本 (1952) 氏 等 は 
貝 寄生 者 の 腸 に 腸 フ レグ モー ネ 又 は それ に 近い 炎症 が 


( 42 ) 
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履 々 存在 する こと を 報告 し て いる 。 私 は 貞 貝 乳剤 で 経 
感 作 し た 腸 に 同 抽出 液 を 注射 し た 膜 下 組 織 の 
浮腫 , 出血 , テオ ジン 叶 好 性 白血球 を 主 と し た 細胞 浸潤 
等 を 来 し た こと を 本 実験 た 於 て 認め た 。 両 も 等 の 像 は 
上 上 紀 諸 家 の 報 告 し た も の と 酷似 する も の で , 腸 フ レダ グモ そ 
ー ネ そ の も の を 実験 的 に 発生 させ る こと が 出来 た と 言っ 
て も な いと ぅ 。 従 つて 実験 の 結果 か ら 上 記 諸 報 
病変 の 発 来 を 推定 する と , 上 が 寄生 し た 為 に 
生じ た 腸 壁 の 限局 性 腸 フ レグ モー ネ は 寄生 上 か ら 
物質 の 何ら か が 産生 され が 宿主 の 腸 忌 か ら 吸 履 さ れ て 
和 宿主 は 同 物 質 に 対し て 過敏 性 を 帯び た 状態 に な つて いる 
処 へ 再び 同 物 質 が 腸 忌 より 吸 履 され た 時 に アレ ルギー 性 
の 反応 を 起 し て 二 次 的 に 発生 する も の で あろ 53 。 
結 

1) 全 体 乳 剤 を 抗原 と し て 経 日 感 作 し た 皮 
に Arthus 現象 と 同一 機転 に た よる 反応 を する 
こと が 出来 た 。 

2) 腸 壁 て も 同様 な 忠 試験 を 行 つ た , アレ 
ルギー 性 に 腸 フ レダ モー ネ 様 炎症 像 を 発生 させ る こと が 
出来 た 。 

3) この こと か ら 寄生 者 の 腸 に 々 生ずる 限局 
性 腸 フ レグ モー ネ は 貞 虫 物質 に る る アレ ルギー 性 反応 の 
結果 に 基く も の が 多分 に ある と 想像 され る 。 

4 本 実験 は 前 回 実験 より も 一 層 自 然 に 近い 条件 下 に 
於 て 行わ れ も た も の で ある 。 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 指導 と 御 校 開 を 賜 つ た 松林 教 
た に 深 し ます 。 

本 の 要旨 は 昭和 29 年 4 月 第 23 回 日 本 寄生 学 会 
総会 て 発表 レ た 。 
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19. 肝 の 一 対策 と し て の 長野 寛治 ( 北 研 ) 
20. シラ ヲ に お ける 横川 の 寄生 山 本 茂 ・ 二郎 ・ 小 宮 義 孝 (潮来 保健 ) ( 予 研 ) 
21. 初島 に ける 不感 染 者 に 関す る 研究 (第 1 報 ) 稲垣 元 ( 北 研 寄生 ) 
22. 豚 体 体腔 液 に ょ る 免 商学 的 研究 (第 4 報 ) 〇 橋本 ・ 石 橋 正 男 (千葉 大 病理 ) 
23. 遇 虫 体 物 質 に ょ る 腸 ・ 肺 及び 皮膚 の め ア レル ギー 性 反応 sl 

移行 詩 の の アレ ルギー 反応 小宮 山 隆 三 ( 寄生 ) 


24. の 核 向 性 Thigmotropism に つい て ………………・ 〇 分 鳥 ・ 会 田中 (埼玉 研 ) 


(44 ) 
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…・ 小 林 昭 夫 ( 予 研 寄生 虫 ) 


25. 卵 養 法 の 検討 ・ 
26. 豚 子宮 位 に ける 卵 の に つい て 斉藤 敏昭 ( 予 研 生 虫 ) 
27. 卵 試験 に 関す る 観察 , 特に 細 微 の 影響 谷口 富士 寄生 ) 


28. 海 人 酸 と サン トニ = ン よる 除 
〇 中路 一 ・ 田 夫 ・ 田 義 男 ・ 金 子 豊 (日 医大 第 一 内 科 ) 


30. 中 に 於 ける の 虫 卵 に 対す る 作用 国井 喜 章 ( 技 研 ) 

| 31. 化学 薬品 に よ ょ る 虫 卵 条 減 試験 方 法 の 検討 ーー QO 柳沢 十 四 男 ・ 熊 田 三 由 ( 予 研 寄 生 貝 ) 

| 32. 二 三 消 ・ 殺 の 卵 効果 に つい て 精 一 ・ 柳沢 十 四 男 ( 予 研 寄生 ) 

| 33. ネオ ョ ン 及 び 二 硫化 に る 虫 の 試験 久 見 ( 予 研 寄生 虫 ) 

| 34. の 研究 (第 報 ) 作用 条件 に つい て 

| 35. 二 化 素 と 其 の 拡散 薬 に ょ る 内 の 試験 ・……・ ・ 中 路 一 第 一 内 科 ) 

| 36. 体 物質 の ペー ペー クロ マト グラ フィ 吉沢 利雄 ( 大 寄生 虫 ) 
.Carrier の 研究 ( 報 ) 柳沢 利 ・ 〇 矢島 ふき ・ 町 田 一 
特に 寄生 種 及び 寄生 数 と 血液 所 見 に つい て 和子 (千葉 大 公 生 ) 
938. 同上 (第 4 報 ) 特に ェ オ ジン 細胞 に つい て 

その 反応 に つい て (第 1 報 ) 片桐 優 (千葉 大 衛生 ) 
柳沢 利 ・ 水 野 夫 ・O 〇 伊佐 博夫 ・ 優 (千葉 大 生 ) 
. 農村 に 於 ける 多 及び に 関す る 研究 (第 1 報 ) 

特に 虫 に つい て 柳沢 利 雄 ・ 〇 内 夫 (千葉 大 生 ) 

42. 検索 の 研究 松崎 義 ・ 他 6 各 

43. へ ポ , 四 化 テ チレ ン , 油 剤 の 症 治 療 ・‥ 星 直利 ・ 田 中 吉 郎 ( 都 寄生 病 診療 所 ) 

44. 剤 の 研究 ( 基 の 1) 松崎 三 原 康 太郎 ・ 高 橋 正 ・ 山 央 俊幸 ・ 

チ レン , 1 プロ ム 2 ナフトール 中 条 ・ 渡 辺 広 夫 ・ 富 田 ( 横 大 寄 生 ) 

45. 各種 化学 薬品 に る 釣 減 小林 昭夫 ・ 安田 一 郎 ・ 敏 昭 ( 予 研 寄生 ) 

・ 東洋 毛 様 線 虫 の 自然 界 た に 於 ける 発育 生存 に 関す る 実験 的 研究 帖佐 博 ( 慶 大 寄生 躍 ) 

47. 線 虫 類 の Hyaluronidase に て 〇 大 塩 行 夫 ・ 田 ( 研 ) 

48. 余 等 の せる 生 と 従来 二 の 方 法 と の 比較 研究 に つい て 志 、 

51. 再び と 思わ れる 1 例 了 (目黒 生 館 ) 

画 
邊 肝 省 産 局 提 供 ) 


特別 講演 
「Biologica! Station, Michigan University」 に つい て 公 衛生 院 横川 


| 
| 
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第 10 回 西日本 文部 大 会 演 
期日 昭和 29 年 9 月 26 日 (日) 
会 場 岐 品 市 北野 町 岐 重 県 立 医 科 - 大 学 講堂 | 
1. 学童 に ける 虫 状況 に 加藤 勝也 ・ 〇 三浦 光生 (中 部 日 本 生 出 予 防 協 会 ) 
2。 県 下 の 学 童 に 依る 虫 の 分 類 調査 に て 
3.。 県 下 の 人 体 の 種類 に て 今井 田 二 三 子 ・ 永 田 (上 医 ) 3 
4. 特殊 環境 に 於 ける 寄生 調査 成績 に つい て 石塚 進 ( 峰 沢 病院 ) 37 
5. 京都 市 内 学 章 の 最近 4 年 間 に 於 ける 寄生 中 
特に 状況 の ………・ 杉本 幸雄 ・ 朝 日 ・ 寺 村 文 ・ 森 三 ( 京 大 医 小児 科 ) 
6. の 感染 時 に 関す る 研究 (予報) 
純 区 に 於 ける 感染 の 様相 に 就 て 今村 ・ 西 村 阪 大 微 研 生 虫 ) 
7. 一 部 落 に 於 ける 分 布 の 時 的 観 森 下 〇 西村 猛 ・ 今 
9. 際 の フォ ラリ ア (第 2 報 ) 長 花 操 ・ 外 山 樹 ・ 西 田 (鳥取 大 医 公 衛生 ) 42 
10. 糸状 虫 の 免 的 研究 (第 1 報 ) 中 夫 ( 阪 大 研 ) 43 
12. 奈良 県 於 ける の 生 率 つい て 奈 学芸 大 生物 ) 
13. ヒメ ノレ ビ ピス ・ デ ィ ミ スー タ (Hymenolepis diminuta 
(Rudolphi 1819)) の 人 体 寄 生 例 森山 貞 (神戸 会 病院 ) 
14. の 一 形 例 川本 二 ( 京 府 医 医 動物 ) 
15. 小 条 の 代謝 に (第 4 ) 守屋 二 ・ 佐 野 蔵 ( 阪 市 医 公 衛生 ) 
16. 市 に ける マラ リア に つい て (1 ) 疫学 的 考 小林 ( マラ リア 研究 所 ) 
18. 抗 richomonas 性 抗生 物質 (4) 物質 と allomycin の 抗 性 浜田 義 ( 阪 大 微 研 寄生 ) 
19. ybanosoma gambiense の 学 的 変異 に 関す る 研究 (第 15 報 ) 
Screening method の 検討 福 喜多 重光 ・ 尾 ・ 中 林 ・ 猪 木 正 ( 阪 大 微 研 寄生 ) 
20. リー シェ マニ = ノバ = の 電子 形 ーー ーー………・ 〇 ( 阪 大 研 生 ) ょ 
21。 ヒメ モノ アラ ガイ (Lymnaea ollula) の 習性 (1) 告 は 
22. 京都 病 院 教師 Heinricn Botho Scheube の 寄生 研究 (2) 
状 横 田 ( 京 府 医 川 井内 科 ) 
23. 豚 肺 吸虫 の 病理 組織 学 研究 (第 3 報 ) 
Paragenimus westermamii の 自然 感染 於 四 郎 ・ 富 村 保 ( 農 ) 決 
24. 豚 肺 吸虫 の 病理 組織 的 研究 (第 4 報 ) 一 色 於 薬 四郎 ・ 保 ( 浪 大 農 ) が 
26. * 膜 の 除去 と 幼生 の 昧 機構 に つい て ) ……… 只野 正志 ・ 只 野 柳 (岐阜 大 学芸 生物 ) 
27. 宿主 に 於 ける 及び 上 酸 に つい て 水野 晴 ( 大 寄生 虫 ) 
(46 ) 
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和 29 年 12 月 (1954)] 
28. の r= ン 好 生物 質 に つい て 順 ・ 水 野 重 (岐阜 医大 ) 
29.。 に 及 ぼ す X 線 の 影響 (その 1) 門 多 ( 阪 大 研 生 ) 
30. 性 アレ ルギー (第 2 報 ) 肺 の arthus 現 に て 山本 好 ( 阪 大 研 寄生 ) 
31.。 肉食 生 せる Toxascaris 属 つい て 野田 亮二 ( 大 農 医 ) 
33. 釣 虫 人 虫 の 温度 及び 湿度 に 対す る 研究 第 1 報 eeeeeeeereeeeeeeree 三谷 和合 ( 京 府 医 動物 ) 
34. 化 た 関す る 研究 (第 1 報 ) … 永 (大 阪 医大 内 科 ) 
35. 貝 つい て 永田 二 朗 医大 ) 
37. サン トニ = ニン , 海 人 その 製剤 の 作用 機 序 並 に の 実態 
38. Kainin 酸 の 運動 に 及ぼ す 影 響 に つい て 純一 ( 阪 大 研 寄生 ) 
39. 虫 作業 に 於 ける 転 向 上 研究 (第 8 報 ) 
サン トニ ニン 及び 4 = ン 酸 の 併用 に 就 い て (その 4) 本 常松 ・O 醍 ( 阪 大 ) 
40. フラ ン 誘 導体 の マウ ス え 線 貝原 除 作 用 に つい て (第 2 報 ) 
特に 諸 種 既知 剤 と の 効力 比較 三 浦 孝次 ・ 池 田 政 男 ・ 佐 智子 (金沢 大 ) 
. 下痢 で 四 塩 化 テ チレ ン を 投与 釣 法 〇 吉田 幸雄 ・ 裕 川 平 ( 京 府 医 医 動物 ) 
42. ORso た による 多 治療 の 試み 見 純一 ・ 今 村 〇 高田 季 ( 阪 大 研 寄生 ) 
43. 工 山 漁村 民 に 対す る 適切 な る 衛生 教育 の 必要 に 就 て 
(特に 改良 便所 設置 並 に 使用 上 か ら ) 江 (鳥取 大 医 衛生 学 ) 
追加 有 新しい 分 宮崎 一 郎 ( 九 大 医 寄生 ) 
特別 講演 
郷土 と 於 ける 地方 病 肺 デス トマ に 就 て 
講演 要 紅 ・ で あろ うと 推察 し た 河 具 子 内 チェ ルカ リア を 蟹 に 移行 せ 
( 主 よ し て 第 一 中 間 和 宿主 の み に 就 て 記載 する ) し あて 特異 の 包絡 幼虫 を 実験 的 に 証明 を ね ば な ら ぬ 。 丁 


| 虫 の 流行 地 と し て ち れ て 居る 著者 の 郷里 県 
の 流域 は 既に 明治 23 年 に 通信 報告 そら れ て 
5 が , 著者 は 大 正 3 年 頃 ょ より 本 吸虫 病 が 紫 の 地方 に 濃厚 
流行 し て 居る 事 を 検索 し , 以来 10 数 年 に 豆 り て 種々 の 
『 面 より 研究 を 継続 し て 来 た 。 特 に 第 一 中 間 宿 主 に 関し 
トド は 全力 を 注 集 し て 居り , 大 正 9, 10 年 に 於 て 決定 し た 
実験 を て 成功 せ ざ る 為 あ た その実 を 信 ん じ 
『 い 世 人 ある を 感知 し て 此処 に 日本 寄生 虫 学会 西 支部 大 
於 て 再び 研究 報告 を 反 て の 御 判断 を う 
で ある 。 今 著 者 が 実験 し た る 肺 虫 の 第 一 中 間 
決定 に 関す る 研究 の 跡 を て 見 る に れ た 二 つの 
法 が あり , 第 一 の 方 法 は 卵子 より 淫 化 し て 出 た ミラ チ 
ド ュ ー ぇ ろ を 貝類 に 触 棲 を し あて 体内 に 進入 充分 発育 し た 
ト ェ ルカ リア を 得る 事 で ある が , 諸家 並び に 著者 も それ 
まで に 到 藩 し 得 ず 決定 が 不可 能 で し た 。 次 の 方 法 は 和 之 れ 


(7) 


し 著者 多年 の 苦心 の 結果 幸 に も 容易 に 良き 成績 を 挙げ 得 
た 。 依 て 再び 述べ て 見 る に 鞭 者 は 人 工 的 移行 試験 と 自然 
的 移行 試験 と を 挙行 し た 。 和 先ず 人 工 的 に は 1) チェ ルカ 
リア を に 試食 ある 事 , 2) の 呼吸 より チェ 
ルカ リア を 挿入 する 事 , 3) 角 の 肢 の 損傷 部 に 附 着 を し 
め る 事 , 4) 内 た チェ ルカ リア を 0.5 2 水 は 
水道 水 た て 注射 器 注射 し 或 は 孔 よ チ ェ ル カ 
リア を 挿入 する 事 , 其 の 結果 , 1~3 は 陰 供 4 は 陽性 
チェ ルカ リア は 6 時 間 乃 至 8 日 間 生 存 し た 。 乏 れ に 依 れ 
ば 肺 吸虫 の チェ ルカ リア と 角 と は 密接 の 関係 ある 事 を 知 
つた と 。 次 に 自然 移行 試験 で は 有 毒 地 小 川 へ 無 寄 生 蟹 を 江 
そし あめ 置く 事 , 小池 内 に 肺 チェ ルカ リア の 河 
内子 と を 同棲 を し むる 方 法 , 及び 小池 内 に その 
河 具 子 と を 同一 の 箇 内 に 同棲 を し むる 方 法 で ある 。 以上 
の 実験 を 何れ ゃ 其 の 或 部 は 陽 で 即ち に は 被 包 
を 寄生 せ し む る に 至る , そし て その 虫 は 各 時 
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的 の 発育 階級 も 気候 の 変化 に て 異な る 場合 ある も 詳細 に 
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穴 知 する 事 が 出来 る 。 叉 成 吉 し た も の より は 動物 試験 に を 決定 し た の で ある 。 


ょ うり 確実 な 肺 吸虫 の 成虫 る も 得る の で ある 。 か くし て , 会 


の 河中 子 内 の チェ ルカ リア 第 五 種 は 肺 吸虫 の チ ェ ル カリ る 


第 7 回 南 日 本 支部 大 会 演説 目 勿 
期 日 昭和 29 年 10 月 24 日 (日 ) 
会 場 長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 医学 部 北 講 堂 
支 大 会 大森 


1. Nitrogen Mustard 並び に Vitamin K の 動物 マラ リア に 対す る 
作用 に い て 永井 承 (長大 風 研 ) 
2.。 トリ ノ ゾー マ の に て 石黒 (山口 大 ) 
3. 肺 内 容 の 化学 的 成分 (第 報 ) 本 策 一 郎 ( 九 大 寄 ) 
4. 日 本 住 吸虫 セル カリ ア の 拡散 因子 加茂 正和 ( 久 大 ) 
5. 日 本 住 吸虫 症 の 沈降 反応 , 第 三 , 第 四 松瀬 幹也 ( 久 大 寄 ) 
6. 日 本 住 吸 虫 た つい て 岡 ( 久 大 ) 
( ) 7. 筑後 川治 於 ける 大 水害 後 の 日 本 住 血 貝 病 の 調査 吉山 文蔵 保健 所 ) 
8. 大 複 条 か 広 頭 条 か ? 宮崎 一 郎 ( 九 大 寄 ) 
人 体 肺 よ り 得 た 村上 利 充 ・ 岡 村 一 郎 ・ 赤 星 ( 熊 大 寄 ) 
10. 熊本 県 に ける 有 虫 の 分 布 調査 磯部 親 則 ( 九 大 ) 
12. 有 虫 の 分 布 正 ( 九 大 寄 ) 
13. 有 の 前 端 部 微細 構造 武市 九 大 ) 
.14. 有 口 虫 第 三 期 の ネズ ミ に お ける 移行 経路 特に 肝 通 過 に つい て 植木 ( 九 大 
ド r レ ス の ケン ミ ヂ ンコ 内 に お ける 発育 石井 洋一 ( 九 大 寄 ) 
16. 乳剤 注入 に ょ る 家 肝臓 機能 及び 血液 の 変化 喜一 郎 ( 九 大 寄 ) 
17. 西 彼 桁 半島 の フォ ラリ ア 調 査 成績 (第 2 報 ) ……… 永 友 勇夫 ・ 大 鳥 正治 ・ 大 森 南 三郎 (長大 履 研 ) 
18. 宮崎 県 都井 びに 大 隅 半 島 大 崎 町 の 調査 …・ 植 ・ 新 門 ・ 橋 本 久 ( 鹿 大 二 内 ) 
19. 南 坊 三 津村 に 於 ける 状 虫 の 調査 並び に 臨床 的 観察 尾 義人 ( 鹿 大 二 内 ) 
20. 沖縄 本 び 石 垣 島 の 糸状 査 ………・ 佐藤 ・ 米 沢 藤 士 ・ 尾 義人 ・ 花 ( 大 二 内 ) 
21. 奄美 大 島 の 状 調査 成績 ーー………・ 佐藤 ・ 植 ・ 福 島 英 政 真哉 ( 鹿 大 二 内 ) 

22. 大 鳥 南 部 , 徳之 島 , 沖永良部 島 , 二 論 島 に 於 ける 

フォ ラリ ア の 血液 学 的 研究 (第 二 報 ) 宮 ・ 島 実 津 央 他 ( 鹿 大 一 内 ) 
26. 佐賀 県 下 の 調査 , 第 一 報 腸 内 寄生 幹也 加 茂 正和 久 大 ) 
27. 単 性 寄生 に つい て 財津 吉 (門司 市 ) 
28. 内 の 存 例 につい て 住 江 直 ・ 山 本 (福岡 ) 


( 48 ) 


ア で あつ て , その 河中 子 は 肺 吸 虫 の 第 一 中 間 宿 主 な る a 


本 次 は 大 正 9, 10 年 の 両 年 に て 行い 得 た る 業績 で 
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(追加 
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E な 


で 


29 年 12 月 (1954)] 


( 欠 演 )29. 


1. 長崎 市 内 野犬 の 肺 吸虫 症 自 然 感 染 例 た に つい て 


の 発育 た 関す る 研究 
30. の 組織 化学 的 研究 基 
31. 感染 予防 に 関す る 研究 , 第 三 報 野 附 着 せる 卵 に 対す る 

湯 の 効果 並 に 野 の V.C 含有 量 の 減少 度合 森 ( 九 大 三 内 ) 


永井 利男 (川内 市 ) 


32. 野 , 漬物 類 の 兼 湯 処理 を 大 衆 化 し た 場合 の 鯖 虫 の 予防 効果 … 決 田 藤 一 郎 ・ 大 場 一 兵衛 ( 九 大 三 内 ) 
33. 集団 検査 時 に 於 ける 釣 虫 卵 の 検出 効果 に つい て ーー………・ 阿部 康男 ・ 山 下 博 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 寄 ) 
34. 多 体 より の 仔 培養 て 永吉 康 山 下 正六 新 門 (宮崎 県 福島 診 ) 
35. 大 集団 を 対象 と し た 1. プロ ョ ローム 2. ナフトール の 
負 駆除 効果 康男 ・ 山 下 博 ・ 大 郎 ( 鹿 大 ) 
36.。 プロー ム ・ ナ フト ー ル の 使用 に つい て 住 江 直 ・ 山 本 (福岡 研 ) 
37. 島 の 寄生 調査 成績 岡部 ( 久 大 寄 ) 
38. 徳 島 に 於 ける 腸管 寄生 虫 調査 
39. 感光 色素 にょ る 生 卵 の 岡村 一 郎 ・ 田 人 ( 大 ) 
40. 宿主 の 組織 反応 ememeeeeeereeeeeseeeseeeeeeeeereeereee 羽田 野 邦 和 ・ 渡 池 桂 吉 ( 熊 大 寄 ) 
( 欠 演 )41. 2 ヵ年 間 に 於 ける 生 卵 保 有 実 態 の 推移 康男 ・ 山 下 博 ・ 栄 太郎 ( 大 ) 
42. 腸管 寄生 虫 の 婦 虫 薬品 に 対す る 態度 に つい て , 第 一 , 映 虫 及び 
の 排出 順序 と 体長 と の 関係 永吉 康 新 門 補 山 下 (宮崎 県 福島 診 ) 
(追加 )43. 有 革 顕 口 虫 第 三 期 幼虫 寄生 部 位 の 組織 学 的 変化 ee 長尾 正 業 ( 九 大 寄 ) 
( 道 加 )44. マン ツン 住 血 吸 虫 卵 の 形態 学 的 考察 ee 松下 文 座 ・ 了 岡村 一 郎 ・ 加 藤 幸 如 ( 熊 大 寄 ) 


田中 徳郎 (長大 風 研 


会 記 1. 一 一 贅 の 度 編 柴 委員 会 の 申 合 せ に ょ り 寄生 虫 
学 に 関す る 各位 の 業績 目録 を 逐 次 速報 する 事 に た な り ま し 
た 。 就 きま し て は 各位 の 原 閉 報 文 等 1 部 当 学 会 事務 所 完 
御 寄 進 戴 きま し て その 目録 を 到着 順に 作成 し , 本 誌 各 号 
に 掲載 し た いと 存じ ます 。 又 戴き まし た 原 閉 報 は 永く 
学会 事務 所 に 保管 し て 各位 の 縦覧 の 便 た 供し た いと 存じ 
ます 。 昭和 28 年 (1953) の 分 か ら 始 め て お り ま す が , 上 

記 の 主 お 肖 り の 上 御 下 さる 様 願い ます 。 
の 除 掲載 誌 名 , 巻 号 真 発行 年 月 等 が 別刷 に 明記 な きも の 
は , 目録 作成 の 関係 上 特に 明記 さる 様 願い ます 。 


(49 ) 


2. いわ ゆる 「 マ ン ソ ツン 」 た 関す る 二 , 三 の 知 見 井上 (宮崎 大 
3. 有 口 虫 第 三 期 の 体 腕 内 素 の 証明 森田 九 大 ) 
会 記 会 記 2. 一 一 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ ク ナ ン バー を 


販売 致し ます の で 希望 者 は お 申込 下さ い 。 

日 本 寄生 貝 学会 記事 1 年 21 年 
但し 1~9 年 は 各 100 円 , 10~21 年 は 各 200 
円 。 2,4 , 6, 8, 15 年 は 欠 本 , 13,14 の 各 年 は 残 僅 
少 , 16, 17, 18 は 合 本 で 目録 だ けた に な つて 居り を ま 
す 。 

寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 ・ 第 1 号 (昭和 26 年 10 月 発行 ) 

1 部 150 円 。 

寄生 虫 学 雑誌 1 巻 以降 各 号 200 円 

日 本 寄生 学 献 集 吸虫 ( 山 左 仲 士 編 , 昭和 

15 年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 


283 
| 
紙 発 表 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
« 


規 


投稿 は 原 閉 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 著 者 及び 題名 に 
日 本 区 の 下 に 欧文 訳 を 附 す る 事 。 

… 式 ) の 横 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 

促音 ・ 手 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ツ 」 の 
よ ょ うに 小さ く 記 す , 動 柄物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 

する 化合 物 , 華 品 名 は か た か な で 書く 。 

旬 読 点 に は コンマ と 丸 ( 。 ) を 主として 用 い , その 

他 必 要 に て セミ コロ ダッ シュ を 使 

つて も いい 。 

数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記 する に は コン マ ま た は 
黒丸 (・) を 適当 に 用 いる 。 例 : 第 5,8 図 4s- 

caris, Filaria へ マト キシ リン , アセ トカ ー ミ ン , ポ 
ンプ ・ コ ッ ク , 用 ・ 

数 字 , 

1) 25cm 5.3 kg 23.5°C pH 6.0 
(潮位 に は 点 を 打 た ぬ ) 

rr) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 

一 見 し て 二 化 人 

ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 譜 明 を 付け る 。 
r) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 2, 

3, ……・) を 用 いる 。 図版 は ィ ン キ で 縮小 

へ へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c。 な ど と こま 

か く 分 け ぬ こと 。 

=) 版 中 の の 番号 は 内 の 図 か ら の 続き 

に する こと 。 

脚 に は 通し 番号 を 「… 

付け る 。 

本 文中 の 献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 人 附 

記す る こと , 引用 文 著者 , (年 号 ): . 雑 

( 号 ), 一 の 順序 に 文末 に まとめ て ABC 

に 並べ , 各 廊 献 に は 必ず 表題 を も 附 記す る こと 。 

小 活 特殊 活 ゴシック, イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 刻 は 忘れ ず に 赤 ィ ン キ で 明記 する こと , 文 

中 お よび 表 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 

ら , 原稿 に は その 語 の 下 に 横線 を 1 本 ・ 赤 ィ ン キ で 

引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 渡 ・ 活 字 に 

関す る こと は 編集 係 に 一 任 の こと 。 

・ 原稿 の 本 交 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 許 は それ ぞ れ 別々 
に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 許 を 入れ る べき 本 文中 の 場所 

に は 左側 欄外 に 赤 ィ ン キ で 第 3 図 , 脚 諸 5 の ょ うに 

示し , また 図 ・ 表 ・ 脚 許 の それ ぞ れ に は 「p. 25 に 

入れ る 」 の ょ うぅ うに 示 書 する 。 


10. 表 の 形式 は 原則 と し て 下 表 の 如く する こと 。 
第 5 表 標 本 枚数 に ょ る 卵 


104 70.7 76.4>m>64| 
125 85.0 89.0>m>781 
132 89.7 93.1>m>831 


11. 原稿 は 400 守 原稿 用 紙 20 枚 以 内 と し , 料 10 
円 と する 。 但 し, 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 
含ま せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 84 
同一 号 に 同一 人 が 2 段 を 同時 に 握 載 する 場合 に は 
除い て 他 は 超過 頁 と 見 す 。 

。 投稿 は 必ず 欧文 抄録 を 附け る こと 。 克 文 抄録 は タ 
プラ イィ イター 用紙 (28X21 cm 位 ) に 一 行 お き に 打ち 
枚 以 内 と する 。 但 し 都合 つ て は 和 400 
内 の 欧文 抄録 用 原稿 を 送 れ て も 良い 。 の 場 
は 別に 500 円 を を えて 申し こむ こ と 。 
・ 100 部 を と し て 別に 実 申 受け る 。 
原稿 は 原則 と し て 順に する も その 
載 順 序 , 体 哉 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 
・ 原稿 の 送り 先 は 東京 都 区 國 立 予防 衛 4 
研究 所 内 日 本 寄生 虫 学 次 事務 所 と する こと 。 
・ な お 論文 の 書き 方 に プ い て は 写 田 軍 二 著 (朝倉 書店 
「 科 学 論 廊 の まとめ 方 と 書き 方 」 を 参照 の こと 。 
御 投稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 人 應 別 
は 通常 折紙 の 表 弧 を つけ た ヾ け に し て かをり ます が , 雪 
に 標題 者 名 等 印 制御 希望 の 方 は 実費 で 申 受け 3 


昭和 29 年 11 月 25 日 
昭和 29 年 12 月 1 日 発行 


義 
久 
東京 都 品 川 大 3 丁目 300 


ーッ ツ 橋 印 式 会 
東京 都 品川 上 大 3 丁目 300 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 
( 國 立 予防 衛生 研究 所 内 ) 
電話 大 崎 (49) 8111-8118 
振替 口座 東京 1451 
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3 枚 合計 22 
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海 人 草 エ キス か ら 


まく り の 正体 分 る 一 学界 発 28. 5 大 阪 朝 日 
ジ ゲ ニン 酸 実 験 一 排 由 10022 と 発表 一 … 11 ュー メ 
ジ ゲ ニン 量 法 8。 11 薬事 
小泉 受 賞 一 (日 本 寄生 学 会 ) 29. 3。 18 薬事 
明治 以後 薬学 研究 の 足跡 の 中 世界 近 業 績 は ェ フ ェ ド リン 

の 外 17 種 に ジ ゲ ニン 酸 が 新 に 生え られ た enoneeeeeeeeeeseeeeee: y 3.29 薬 事 日 報 
小泉 賞 一 現在 ジ ゲ = ン 酸 と サン ト = ン 谷 剤 以上 に 効果 の 

ある 薬 は 他 に 全く な い ( 説 阪 大 ) 5。 1 寄生 予防 
ジ ゲ ニン 酸 を カイ ニン 酸 日 本 薬 業 


ニース 


ユース 


rT. 


E・‥ 単 味 エ キャ サン ト 


S. 0.05g | 【 


E. 0.5g 


0.08g 
0 


0.05g! 

| 


陰 転 (2z) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 


味 テキ サン ト 1g 中 に カイ = ン 酸 20mg 


強力 テキ サン ト 3 に = ン 5mg 
10G. 25G. 100G. 
効果 : 確実 で 安定 性 が ある ; 
会 
純白 で 吸湿 性 が な い 白石 品 株 式 会 
用 が な い 本 社 大 阪 市 区 淡路 の 一 


婦 店 東京 央 日 本 一 の 一 
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・ 十 指 腸 虫 ・ 虫 駆除 


ヘ ノ ポジ 油 製 鹿 (1 球 中 03g 含 有 う 50 球 
その 他 、 、 東 洋 線 虫 等 に も 


虫 駆除 


1 錠 中 ケン ゴ 子 脂 0.02g ビ サ チ ン 0.008g 含有 


楽 駆除 ド ィ ッ ポ ー リ ン 社 より 


フラ イル マ ョ ン 10 含有 植物 油 10g 
条 、 有 条 虫 、 広 箇 頭 、 十 二 指 腸 虫 、 等 


サン トニ ン ・ ア スカ リド ー ル 合 到 


各種 腸 内 寄生 の に エン テリ ツク チン グ ) 
包装 5 錠 集団 用 500 錠 
アス カリ ドー ル 製 


球 中 アス カリ ドー ル 0.15g 有 包装 3 球 下剤 3 
< 他 に 集団 用 あり > 
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